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１　聖せい女じよの帰還







　まばらな灌かん木ぼくばかりの広こう野やのところどころには、巨大な骨を思わせる石せつ灰かい岩がんの塊かたまりがうずくまり、乾ききった光景をいっそう荒こう涼りようとさせている。大きな飾り馬車を牽ひく馬たちも、鎧よろいの上に祭さい服ふくを羽は織おって引きずる僧そう兵へいたちも、疲れ切っている。

　聖せい地ちプリンキノポリを目指す、各国大だい司し教きようの一行だった。

　行こう軍ぐんも七日目である。高齢の枢すう機き卿けいたちはことあるごとに休息をほしがったが、フランチェスカは先を急がせた。エパベラを出てすぐに追いついてきた、パオラからの急きゆう使しのせいだった。

『王おう配はい候こうルキウスがサンカリヨンに着任。一拠きよ点てん陥かん落らく。

　しかし、予定通り先を急がれよ』

　書しよ状じようの通りに、フランチェスカは行軍を続けた。

　その急きゆう報ほうから六日後の今、第二報がエパベラから早はや馬うまで届けられた。フランチェスカはそれを行軍中の馬車の中で受け取った。

「……パオラは、なんと」

　隣に座すわった黒ずくめの剣けん士し──近衛このえ隊たい長ちようジルベルトが、声をひそめて訊たずねてくる。フランチェスカはすぐには答えず、パオラへの返信をしたため、蠟ろうの封ふうに指輪の印を捺おして、馬車の窓から身を乗り出し、馬で並へい走そうしていた使者に渡した。手た綱づなを大きく引いて馬の向きを変え、行く手と逆方向に走り去る使者を見送り、中に身体からだを戻すと、ふうっと息をつき、低い天井を見上げる。

「銀ぎん卵らんが攻撃を受けたそうよ」

　それからフランチェスカは、報告書に書いてあった死者三十人の名をひとりずつそらんじた。みな顔もはっきり思い出せる。配はい属ぞくも、使っている鎧よろいや武器までも憶おぼえている。銀ぎん卵らん騎き士し団だんの一千名という人数は、フランチェスカの記憶力の限界だった。つまり、将しようは兵のすべてを知っておかねばならない、という思想においての、将としてのフランチェスカの限界だ。

（けれど、この先の戦いにおいては、あたくしはもはや将に留とどまってはいられない）

「ほんとうによかったのですか、戻らなくとも」

　ジルベルトがつぶやいた。馬車の揺れに、ほとんどかき消されそうな声だ。それは質問ではなく、フランチェスカ自身の迷いをただ代弁しているかのように聞こえた。フランチェスカは息をついて、天鵞絨びろうど張りの背もたれに頭を預け、言った。

「ジルは、カーラ先生がいた頃ころのことを憶えている？」

「忘れようもありません」

　ジルベルトは即答した。的確な答えだ、とフランチェスカは忍び笑いをする。憶えているというよりも、どうやったって忘れられないのだ。












　カーラがミネルヴァを連れてザカリエスコにやってきたのは、もう五年ほど前のことだ。いや、まだ五年しかたっていないのか、とも思う。その五年の間に、銀ぎん卵らん騎き士し団だんの設立、戦いくさへの参入、そして勝利、勝利、勝利に次ぐ勝利……。

　カーラには様々なことを教えられた。ミネルヴァとジルベルトは、ありとあらゆる剣けん術じゆつと体たい術じゆつを仕込まれた。フランチェスカは古こ今こん東とう西ざいのすべての兵ひよう法ほうを叩たたき込まれた。しかし、カーラから学んだもっとも重要なものは、二つの真しん理りだった。

　一つ目は、そのままフランチェスカの根こん本ぽん戦せん略りやくとなった。

　すなわち、『あらゆる戦いは勝利の定義によって勝てる』。

　フランチェスカは、弱い。剣を握にぎったことはほとんどないし、弓を引いたこともない。重い鎧よろいを着ければ息が切れて歩けもしなくなる。勝利を「自分の手で相あい手てを殺すこと」と定義している限りは、雑ぞう兵ひようの一人にさえ勝てない。しかし、将しようの勝利は自じ軍ぐんが敵を圧倒することである。自みずからが握るのは指し揮き杖じようだけでよい。敵てき兵へいに指一本触れる必要はない。その考え方をどこまでも押し広げていけば──敵の自滅を待てばよい、敵の敵が攻め滅ぼしてくれればよい、敵を味方としてしまえばよい、戦いの理由をなくせばよい──どんな強大な敵も攻略できる。

　二つ目は、その逆ぎやく説せつである。

『どのように定義しても、絶ぜつ対たいに勝利できない相手が存在する』。

　それはつまり、理論の埒らち外がいに立つ者だ。

（あの人に、いったいだれが勝てる？）

　カーラが聖せい王おう国こく軍ぐんに与くみしていると知ったときの絶ぜつ望ぼう感を、フランチェスカは思い出す。あれは、心地よくさえあった。ああ、自分を打ち負かすのはやはりあの人だったのか、と郷きよう愁しゆうに近いものを覚えたのだ。

　くすり、と自じ嘲ちようし、フランチェスカは口を開く。

「ジル。あたくしはね、あなたからの最初の報告を聞いたとき、一いつ瞬しゆん、戦いを忘れたのよ。カーラ先生にどう勝とうか、なんて考えもせず、ただ、逢あいたい──毎日こてんぱんに叩きのめされていたあの頃ころのことを一緒に懐なつかしみたい、なんて思ってしまったの。可お笑かしいでしょう」

　そちらを見なくても、ジルベルトが驚おどろきでわずかに身をこわばらせたのがわかった。その反応を面おも白しろがっている自分がいる。

（無む理りもない。以前のあたくしは、ジルにこんな弱よわ音ねを吐はく人間じゃなかった）

　自分は弱くなった。フランチェスカははっきりとそう感じている。総そう主しゆ教きようを殺し、その罪つみに苛さいなまれ、壊こわれそうになったあの夜からだ。

（ミィナが──）

（ミィナが、あたくしの弱さを、赦ゆるしてしまったから）

　だから。

　もう自分は、どうやってもカーラに勝てないかもしれない。

「……それで、パオラたちにすべて任まかせて、団を離れたのですか」

　ジルベルトが無表情を装よそおった声で訊たずねた。

「あるいは、クリスなら──万に一つ、勝てるかもしれない、と？」

「そう、ね」

　そのことは、フランチェスカも考えた。カーラは、クリスのことだけは知らない。その剣も、人じん智ちを超えた力も。あの獣けものの仔こだけは、カーラの掌てのひらの外だ。

（けれど、あの先生にとって、人智を超えた神の力がなんだというのだろう）

「クリスは、たしかに強い」

　ジルベルトがつぶやく。

「あれの力は、底が知れない。戦場でクリスと対たい峙じして生き残れる者は、ミィナをおいて他ほかにいないでしょう。しかし、先生は、そういったものとはちがう」

　そう、とにかく、ちがうのだ。

　刻こく印いんの力、獣の力、死者を統すべる力、死をもてあそぶ力──そんなものがまったく問題にならない領域に、カーラは身を置いている。そんな気がする。

「俺おれは、先生が剣を抜くところを見たことがありません。人を殺したところも見たことがありません」

　ジルベルトの言葉に、フランチェスカは苦い唾つばを飲み下した。それから、小さく首を振る。どのみち今、勝たなければいけないのは、剣けん士しとしてのカーラではない。将しようとしてのカーラだ。

　だからパオラに、あの作戦だけを預け、エパベラを離れた。

「あたくしの不在も、勝つためには、どうしても必要なのよ」

「それは、わかっています」

　今は、べつの戦場がフランチェスカを求めている。

　そのとき、馬車の揺れ方に変化が生しようじた。車輪に伝わってくる地面の感触が変わったことに、フランチェスカもジルベルトも同時に気づいた。

　小窓を開き、御ぎよ者しやに声をかける。

「着いたの？」

「はっ、はい！　今、声をおかけしようかと」と若い御者はあわてる。

「ジル、天てん窓まどを開けて」

　ジルベルトはうなずき、狭せまい馬車内で立ち上がった。祝しゆく典てん用に造られた馬車であり、天井がそのまま両開きになっている。昼下がりのくっきりした陽よう光こうが差し込んできて、フランチェスカの蜂はち蜜みつ色いろの髪を輝かせる。車輪の軋きしみに混じって、大勢の人々のざわめき、そして遠くかすかなオルガンの調べも聞こえてくる。

　フランチェスカは立ち上がった。

　石いし畳だたみの道の先に広がるのは、痛ましい焼け跡だ。黒く焦こげた建けん材ざいの燃え残りが、まるで急きゆう造ぞうの墓ぼ碑ひのように焦しよう土どのあちこちに突き立っている。うずたかく積まれた黒くろ土つち、粘ねん土ど、煉れん瓦が、そして未加工の木材。風に乗って運ばれてくる、槌つちが釘くぎを打つ音。行き交かう荷馬車や半裸の工人たちの合間を縫ぬって、大勢の市民が、鈴や花を手にこちらに駆かけ寄ってくるのも見える。

「聖せい女じよさま！」

「フランチェスカさまだ！」

「守しゆ護ご聖女さまが、還かえってきてくださったぞ！」

「フランチェスカさま！」

　馬車の開いた天井から姿を見せ、向かい風に金こん色じきの髪をなびかせ、フランチェスカは手を高く挙あげてみせる。市民たちが歓かん呼こでそれに応こたえる。

　装そう飾しよく馬車を守護する僧そう兵へいたちの行列が街に入ると、祝しゆく福ふくの歌とオルガンがいっそう昂こう揚ようする。後に続く行列を振り返ると、枢すう機き卿けいたちもまた馬車の天井を割り開いて立ち上がり、群ぐん衆しゆうに手を挙げて祝福を返している。

　フランチェスカは、また行く手に向き直った。

　目め抜ぬき通りにほど近い店や家々は、ほとんどが建て直され、軒のき先さきにも窓にも大勢の人を集め、活かつ気きを取り戻している。けれど通りから少し離れた場所に目を向ければ、焼け落ちた建物の残ざん骸がいの合間に、掘ほっ立たて小ご屋やや天てん幕まくが続くばかりだ。

　プリンキノポリ。

（かつて、あたくしが焼いた街）

　隣に、ジルベルトが無言で寄り添う。

　フランチェスカは目を細め、焼け野原を飛び越えた彼方かなたを見やる。曇くもりひとつない壮そう麗れいな城じよう壁へきで囲まれた大教会の威い容ようが、まるで蜃しん気き楼ろうのようにそびえている。かつてこの手で焼き払った街を踏みしだき、祝福の声に背中を押されながら、フランチェスカはあの高みに向かうのだ。

（あたくしの戦いはもう、将しようのものではない）

（将は自みずからの兵を殺さない。けれど、王は自らの民たみを殺すのだ）

　オルガンの調べがひときわ勇ゆう壮そうなものに変わった。軍ぐん神しんベローナを──すなわち、フランチェスカを讃たたえる歌だ。群衆の歓呼が倍するほどに盛り上がった。







　大教会の主しゆ聖せい堂どうの西、渡り廊下でつながった塔とうの五階は、教母のための居住区であり、フランチェスカにはその部屋が与えられた。鏡きよう台だい、衣装部屋、さらには個人用の浴室と、女にとってありがたい設備がそろっているせいである。

　フランチェスカが腰こしを落ち着けるや否いなや、枢機卿たちが入れ替わり立ち替わりその部屋に挨あい拶さつに訪れた。

「聖女どの、お目にかかれて光栄至し極ごく」

「フランチェスカどの、お久ひさしゅうございますな」

「是ぜ非ひにも、午後の礼れい拝はいをご一緒願いたい」

「枢密議コンクラーヴエまでに、余よ人じんを交まじえずお話ししたいと……」

「ともに市民を慰い問もんいたしましょう、馬車の用意もできておる」

　あるじは疲れているので、とジルベルトは訪問者のほとんどを追い返した。幼少の頃ころから教会の定てい礼れい拝はいにもほとんど顔を出したことのない不ふ信しん心じんなフランチェスカだったが、今や多大な人望を集める聖せい女じよである。ザカリエスコ大だい司し教きようなど、「聖女に誕生の祝しゆく福ふくを与えたのはこの自分である」などと自じ慢まんげに言って回り、なれなれしく接近してくるので、フランチェスカは閉口していた。

　しかし、あと数日で枢密議コンクラーヴエである。殺害されて空席となった総そう主しゆ教きよう──全地の教会を統とう率そつし絶大な権力を握にぎる宗教指導者を、決定する会議だ。被ひ選せん挙きよ権けんを持つ枢すう機き卿けいたち、つまり各国の大司教や、このプリンキノポリ周辺の主要都市の司教、そして大教会で前総主教を補佐していた高こう僧そうたちは、みな殺さつ気き立だっている。軍事面でも宗教面でも七公国連合の頂点に立った聖女フランチェスカに、こぞって取り入ろうとするのは当然だった。

（あたくしが男であれば、さて、どうなっていたかしら）

　寝しん台だいに深く沈み込み、天てん蓋がいを見上げながら、フランチェスカはそんなことを考える。

　女性であるフランチェスカは枢密議コンクラーヴエにおいて立りつ候こう補ほする権利を持たない。男だったとしたら十八歳でも次期総主教に推おす声があがっただろうか？

　まっぴらごめんだ、とフランチェスカは思う。神は利用するものだ。奉仕する気などまったくない。

　ザカリエスコ大司教が最有力候補であることは、間違いない。歴代の総主教のほとんどは、プリンキノポリ周辺の総主教領出身者か、メドキアあるいはザカリアの出身者で占められていた。おまけに今のザカリエスコ大司教はフランチェスカの名付け親でもある。そして対抗馬であるサンカリヨン大司教は現在、聖せい王おう国こく軍ぐんに拉ら致ちされていて枢密議コンクラーヴエに出席できない。

　かわりに気き炎えんをあげているのはエパベラ司教だ。戦勝祝しゆく典てんの開催を任まかされたあたりから調子づいている。ザカリエスコ大司教に輪をかけてなれなれしい。あのときフランチェスカの命を救ったのは自分だ、と言いふらしているとか。

（どちらも面倒な男だ）

（でも、これまでの戦いくさに比べれば、あきれるほど楽なはず）

　フランチェスカは寝台から跳はね起き、頭を振って疲労感を払い落とした。

「ジル？　いるの？」

　呼びかけると、扉とびらが細く開いて鋼はがねの髪がのぞく。

「はい。そろそろ約束の時間です」

　窓を見やると、陽ひが城じよう壁へきに隠れようとしている。着いたときにはまだ昼過ぎだったというのに。

「行きましょう」







　人類が造りあげた史上三番目に大きい建築物であるプリンキノポリ大教会だが、未いまだに第一位の座を維い持じしていると唱となえる者もいる。つまり、地上施設の規模こそ聖都サンチユリオ王おう城じようとアンゴーラの断だん絶ぜつ城じよう塞さいに相あい次ついで抜かれはしたが、地下に掘り広げられた納のう骨こつ堂どうや倉庫や秘密の礼れい拝はい堂どうなどの広さと複雑さは今なお他ほかの追つい随ずいをゆるさず、その全容を知る者はもはやだれもいない、ということである。

　フランチェスカがジルベルトを伴ともなって訪れたのは、そんな地下深くの書庫のひとつだった。頭が痛くなってくるほど長い石造りの螺ら旋せん階段を下りきると、分厚い木戸にぶつかる。中は、押おし潰つぶされた時間が闇やみの底に滓かすのようにたまった、冷たい室むろだった。フランチェスカの訪問に応こたえるように、暗くら闇やみの中でいくつかの明かりが揺れる。

「聖せい女じよどの。お待ちしておりました」

　おだやかな声がして、明かりのひとつが近づいてきた。闇にぼんやりと、簡素な僧そう衣いをまとった瘦そう身しんが浮かび上がる。

「マルマテオさま。お久ひさしぶりですわ。お元気そうでなによりです」

　フランチェスカの明るい声が、どろりと濃い闇の中では不自然に響く。司し教きよう補マルマテオは破は顔がんし、二人を奥の大机に案内した。

　机には多くの古書が乱雑に積み上げられ、ランプが並び、そのまわりの椅い子すにぼんやりとした人影があった。フランチェスカは会え釈しやくし、椅子の一つに腰こし掛かける。ジルベルトはその背はい後ごに立って付き従う。

「この方々は？」とフランチェスカは隣に座すわるマルマテオに訊たずねた。

「各地から呼び集めた、志こころざしある学がく僧そうです。ご安心くだされ、みな口は固く、信頼できます」

　フランチェスカはしばらくじっとマルマテオの顔を見つめた。前に逢あったときから半年も経たっていないというのに、皺しわがずいぶん増えたように見える。暗闇のせいだろうか。あるいは、それほどに苦労を味わっているためか。

　マルマテオはここ大教会の司教補、つまり「プリンキノポリ司教」としての総そう主しゆ教きようの補佐役であった。先の戦いくさで、聖せい王おう国こく軍ぐんによって大教会が占せん領りようされたときも、総主教はじめ主おも立だった高こう僧そうたちがさっさとメドキアやザカリアに逃げる中、プリンキノポリに踏みとどまった忠ちゆう義ぎ厚い男だ。銀ぎん卵らん騎き士し団だんが大教会に籠ろう城じようしたときにも、心強い力ちから添ぞえをしてくれた。その後もこうして、フランチェスカの依頼で様々な調査を行っている。

　しかしフランチェスカは、いまだにこの老僧の考えを図はかりかねている。

　マルマテオは、フランチェスカの命取りとなるであろういくつかの秘密を知っている。異い教きよう徒とをそばに置いていたことや、作戦のために街を焼き払ったこと。そのうえ──

「総主教猊げい下かが倒れられたとき、聖女どのがそばにおられたと、聞きました」

　マルマテオは言った。

「ええ」

　フランチェスカはうなずいた。そして老僧の濁にごりガラスのような両眼を見つめ返す。

「その瑠る璃り剣けんは、そのときに猊げい下かが？」

　マルマテオの視線が、フランチェスカの胸むねに注そそがれる。

　首飾りにされた青い瑠璃の短剣は、主しゆ宰さい神しんイノ・モルタが生命の糸を断つために用いたとされる、プリンキノポリ大教会の至し宝ほう、総そう主しゆ教きようの権力の象しよう徴ちようだった。

「はい。猊下が、手てずから、あたくしに託されました。……息を引き取る直前に」

　マルマテオは、ふうっと息をついて、首を振った。それから、大机の向かい側に座すわっている学がく僧そうのひとりに訊たずねた。

「たとえば、他ほかの者の肉体を、意のままに操あやつる──といった力は、考えられるか？」

　フランチェスカは息を吞のむ。学僧はうなずき、手元の古書の表紙を指でなぞった。

「……幻げん惑わくの神モルフェウス、あるいは陶とう酔すいの神イアコス、など……」

「イアコス」とマルマテオは繰り返した。「それはたしか、王おう配はい候こうコルネリウス閣かつ下かの刻こく印いんであったか」

「はい」

「コルネリウス公は、かの者に殺されたのであったな」

「はい」

　フランチェスカはなにか思わぬことを言ってしまいそうになるのを、唇に食い込ませた歯で押しとどめた。背はい後ごで、ジルベルトがひそかに剣の柄つかに手をかけたのが、殺さつ気きでわかった。

　マルマテオはこちらに向き直った。ランプの火で下から照らされたその顔には、なんの表情も浮かんでいない。ただ粘ねん土どの亀き裂れつのような深い皺しわが刻まれているだけだ。

「さきほども言いましたが、みな口は固く、信頼できます。ご安心くだされ」

　安心など、もちろんできなかった。

（すべて知っているのか）

（あたくしが総主教猊下を殺した──ことだけではなく）

（クリスの刻印の力を使って、猊下の肉体を操り、この瑠璃剣を託させたことも）

　フランチェスカは目を閉じ、自分の鼓こ動どうを数えながら、気の昂たかぶりを落ち着かせた。

（そもそもマルマテオ師しに刻印のことを調べるように頼んだのは、あたくし）

（こうなることは、予想できていた）

　目を開き、大机についた学僧たちを眺ながめ渡し、うなずいた。

「みなさまの見けん識しきの深さに感服いたしますわ。ご助力、深く感謝いたします」

　しかし学僧たちはかすかに会え釈しやくを返してきただけで、警戒心をあらわにした目でフランチェスカをにらむのをやめようとしない。

（それでいい、あたくしは教会の敵にさえなる可能性がある）

（今はただ、三さん大たい公こう家けという共通の敵がいるだけ）

　マルマテオが手元の書を開いた。

「これまでにわかったところを、かいつまんでお話ししましょう。書面でお渡しするわけにはまいりませぬ。よろしいか」

「ええ、わかっておりますわ」

　証拠が残る形でやりとりできる情報ではない。万が一にも漏もれれば、教会が傾く危険性さえある。

「刻こく印いん、というもの自体は──」

　目の前のランプの火をじっと見つめながら、マルマテオがひび割れた声で語り出す。

「少なくとも三さん大たい公こう家けの成立時から存在しました。額ひたいと両手に赤あざを持って生まれる男子は、確認できる限りでは三百年前から説話などで語られております」

　フランチェスカはうなずく。おそらく聖せい王おう国こくにしか残されていない伝でん承しようを、この短期間でよく調べられたものだ。

　刻印は、神の血が人間に流れていることのあかし。伝承に、そうある。そしてそれがまったく真実であることも、フランチェスカはもう知っている。

「しかし、刻印が発光した、あるいは異い形ぎようの力を導いた──となると、まったく新しい。その起源は、王国の公式記録にはっきり残っておりました」

「起源？」

「はい。刻印を『開く』すべを見出し、最初に執とり行った者がいるのです」

　フランチェスカは唾つばを飲み込んだ。

（そこまで……調べ上げたのか）

「アクシウス・エピメクスという方で、そう、クリストフォロ殿の五代前の──エピメクス大公です」

　マルマテオ師しのさりげない言い方に、フランチェスカはぞっとした。

（なにもかも知っている、と言いたいわけか）

（クリスが大公家の人間だというだけではなく、エピメクス大公──王おう配はい候こうに選ばれるはずの者だということまで）

「この方が、こんにち『開かい紋もん』と呼ばれる儀ぎ式しきを編み出しました。刻印を持って生まれた大公家の男子はすべてこれを受けるように規定されたのです。しかし、具体的になにを行っているのかまでは、わかりません。王おう城じようの禁きん域いきでのことですから」

　フランチェスカは、ふと思い出し、背はい後ごのジルベルトを振り返った。黒こく衣いの騎士はほとんど完全に闇やみに同化して見える。こちらと同じことに思い至ったのか、ジルベルトはうなずいた。鋼はがね色の髪がランプの火を受けて一いつ瞬しゆんだけぎらつく。

　話しなさい、と目で指示した。ジルベルトはフランチェスカの椅い子すの真横に踏み出した。殺さつ気きが書庫を満たす。

　そしてジルベルトは語り出す。王城の地下で見た、巨大な湖と、そこで王配候と幼い紫むらさき薔ば薇らの騎士が、巫み女こたちを伴ともなって行っていた儀式のこと。

「なんと……」

　マルマテオ師しがうめく。冷たい無表情を保っていた学がく僧そうたちも、みな驚おどろきを隠せないようだ。

「それは、まさしく、開かい紋もんの儀。しかし、まさか」

「王おう城じようの、謁えつ見けんの間の地下と……」

「それでは玉ぎよく座ざの真下ということに」

「ああ」

「天てん堂どう軸じく……」

「湖底に、眠っているというのか」

　彼らを動揺させているのは、なによりも彼らがこれまで学び、研究してきた神しん話わそのものだろう、とフランチェスカは思う。神話や伝でん承しようが、寓ぐう意いも暗あん喩ゆもなく、あまりにも現実そのままであることが、彼らの抱いだく神々への畏い怖ふを恐怖に変えてしまうのだ。たとえば太陽は遠く天の高みにあるからこそ敬われるのだ。地に堕おちてくることなどがあれば、人は焼き殺される恐怖に逃げまどうだけである。

　フランチェスカはちがう。神を畏おそれないし、恐れもしない。

「刻こく印いんの力は、なかば、人じん為いが引き出したものだということですわね」

　念を押すと、マルマテオはうなずいた。

「さよう。神々の御意思がどこまで働いているかはわかりませぬが、人の側から求めて引き出されたものだということはたしかです」

「もうひとつ。人為的に引き出すことのできる力は、堕だ神しんたちのものだけなのですか？」

　老ろう師しの眉み間けんに深い皺しわが寄る。

「おっしゃる意味が、見えませぬが」

「天堂におられる神々の力が、人の身によって引き出された例はないのですか」

　マルマテオは首を振った。

「ご存じでしょう。大たい公こう家けの祖となった神々は、地に降り、天堂に還かえれぬ身となったため、人の血に交まじわられたのです。ゆえに、その血を引く者に力が顕けん現げんするは道理にかなっております。しかし、天堂の女神たちは人の血筋には関わりがなく、その力もまた地上に顕あらわれる道理がございま──」

　言葉の途中で、老師はふと息を吞のみ、フランチェスカの顔を凝ぎよう視しする。

　そう、地に降りていないはずの女神の血を引く系統が、たったひとつだけ、ある。

「……顕れたのですか。聖せい女じよどの、あなたはまさかご覧になったのですか」

「ええ」

　フランチェスカは、羽ペンを取り上げると、記憶をたどりながら、紙にその刻印の図案を描く。あのとき、ミネルヴァの額ひたいに青く燃えていたしるしだ。隣からのぞきこんだマルマテオがうめいた。

「……テュケーの……刻印……」

「たしかに、見ました」

　学がく僧そうたちも、動揺を隠せていない。フランチェスカは声をひそめてマルマテオに訊たずねた。

「この者たち、ミネルヴァのことは、存じているのですか」

「もちろんです」

　ならば話が早い。フランチェスカは少し考えを巡めぐらせ、けっきょく、正直にそのまま告げるのがもっとも効果的だろうと判断し、口を開いた。

「あたくしは、天の女神の力であっても、引き出せる方法があればそれを知りたいのです」

　マルマテオ師しの顔がいっそう歪ゆがんだ。

「なぜ。なぜです。そのような。テュケーの……ですぞ。あれは終末の女神、伝でん承しようも少なく、人の世にどのような運命をもたらすか」

「なぜなら、あたくしの戦力だからです」

　一同が、暗がりの中で凍こおりついた。

　フランチェスカは無情に言葉を続ける。

「あたくしは一度だけ、テュケーの刻こく印いんが発はつ現げんした瞬間に居合わせました。その力で命を拾ったのです。けれど、発現は無意識のものでした。意図的に使えないようでは戦力として数えられません。そこであたくしは、みなさまにお訊ねしているのです。天にある女神の力であっても人じん為い的に引き出すことは可能なのか、と」

「あなたは──」

　老ろう師しの震ふるえる声が、ランプの火を揺らめかせる。

「あなたは、神々まで、弓や槍やりや馬のごとく使われるのか」

「ええ」

（それが、人というものだ）

　しばらく、重苦しい沈黙が書庫を満たした。ランプの火さえもやせ細って消えかけているように感じられた。

（さすがに、答えはない、か）

　マルマテオが、顔にまとわりついた蜘く蛛もの巣を引き裂さくかのように、苦い顔で首を振った。フランチェスカはうなずき、立ち上がって会え釈しやくしようとする。

　そのとき、大机の向かい側でひとりの若い学僧が口を開いた。

「一例だけ、ございました」

　まわりの者が息を吞のみ、その学僧に視線を注そそぐ。

「堕だ神しんではなく、天堂の神のしるしを発現させたという例が、ただひとつ」

「教えてください」フランチェスカは机に手をついて身を乗り出す。そうしていても、ランプの火はあまりに弱く、暗くら闇やみはあまりに濃密で、学僧の口もとしか見えない。

「スミュルナ──という女神を、ご存じですか」

　フランチェスカは眉まゆをひそめ、記憶を探った。スミュルナ。聞き憶おぼえはある。しかし、めったに耳にしない名前だ。たしか、ほとんど信仰されていない。思い出せるのは、鵞が鳥ちようをその象しよう徴ちようとしていること、それから──

「たしか、命運の女神テュケーの、従じゆう属ぞく神しんではありませんでしたか」

「その通りです。さすが聖せい女じよどの」

　信仰心もないくせにお詳くわしい、という皮肉が含まれているような気がして、フランチェスカはいっそう身を乗り出す。

「その、スミュルナの女神が、どうしたのです」

「スミュルナの刻こく印いんを発はつ現げんさせたという記録が、聖せい王おう国こくにあったのです。聖王家にも大たい公こう家けにもまったく血縁のない者が、です」

「だれです、それは」

「ヒエロニヒカ。神しん官かん団だんの長──大だい院いん司しです」







　石の引き戸を開け、地上へ出て、ようやくフランチェスカはまともに呼吸ができるようになった。冷たく無機質な白い石柱の並ぶ古い礼れい拝はい堂どうで、高い窓からかすかに差し込む夕ゆう陽ひの他ほかに明かりなどなかったが、あの書庫の暗くら闇やみに比べればまるで春の森の中にいるように心が安らいだ。

　ジルベルトが、礼拝堂の外を確認し、うなずいて、無人であることを示す。こんな場所にいるところは、だれにも見られたくなかった。しかもマルマテオ師しが一緒である。

　まず、学がく僧そうたちが廊下に出ていく。明るい場所で見る彼らは、頭を剃そり上げた、ごく普通の僧だ。地下の書庫でのぞっとするような眼光は、暗闇が見せた錯さつ覚かくかもしれない。

　マルマテオ師が会え釈しやくし、堂の出口に向かう。

（今、言っておくべきだろう）

　そう判断し、フランチェスカは瘦やせた祭さい服ふくの背中を呼び止めていた。

「なんでしょう」

　マルマテオが振り向く。フランチェスカはジルベルトに目め配くばせして、堂の扉とびらをぴったり閉めさせた。

「そちらの調査結果があまりにも詳しく、見事だったもので、すっかりその話ばかりになってしまい、もうひとつの用件を忘れていましたわ」

「もうひとつとは」

「枢密議コンクラーヴエのことです」

「それは……拙せつ僧そうには無関係でございましょう。聖女どのが良き指導者をお選びになるよう、期待するばかりです」

「あたくしは、マルマテオさま、あなたを総そう主しゆ教きように推すい薦せんするつもりです」

　昼の光の下では、皺しわだらけのその顔からは驚おどろきの表情が読み取れなかった。かすかに息を詰まらせたのだけは聞こえた。

　やがて老ろう師しは口を開く。

「お戯たわむれを。そこまでして、拙せつ僧そうをなにがしかの保証でくくりつけたいのですかな」

「有あり体ていに言えば、そういうことになります」

　あまりにも知りすぎている。ならば、下へ手たに動けば破滅する立場にまで押し上げる。もちろん、教会指導者という地位を利用しやすくなる狙ねらいもある。マルマテオは薄く笑って首を振った。

「いずれにせよ、無む理りです。拙僧は、枢すう機き卿けいどころか司し教きようですらありません。枢密議コンクラーヴエに列れつ席せきすることすらかなわぬのに」

「マルマテオさまは、プリンキノポリ司教補でしょう」

「それが、なにか」

「司教補は、司教が死亡した場合には、新しい司教が赴ふ任にんするまでその権利と職務を代行します」

　老ろう師しの目が見開かれる。

「……ご自分のおっしゃっている意味を、わかっておられるのですか」

　フランチェスカはうなずく。無論、自分がどれほどの無理を押し通そうとしているのかは、わかっている。プリンキノポリ司教補が枢密議コンクラーヴエに出るなど、前ぜん代だい未み聞もんだった。

　マルマテオが補佐・代行すべきプリンキノポリ司教とは、とりもなおさず総そう主しゆ教きようのことである。マルマテオがその権利を代行して枢密議コンクラーヴエに立りつ候こう補ほするということは、つまり死んだ前任者が自分の後任の選挙に名乗り出るのと同じなのだ。

　理屈の上では可能だが、だれもやろうとしなかった。あまりにも馬ば鹿かげているからだろう。しかし、フランチェスカはそうは考えない。

「すでにここに来るまでの道中で、何人かの枢機卿に話を通し、賛同をいただいておりますわ」

　マルマテオ師しは、もはやため息をつくばかりだ。

「拙僧が、そのような案を吞のむとお思いなのですか」

「ええ。教会のためにも、あたくしの覇は道どうのためにも、他ほかにふさわしい方は──」

　そのとき、ジルベルトがさっと歩み寄ってきてフランチェスカの口元に手をかざした。黙れ、というしぐさだ。フランチェスカは身をこわばらせ、息を吞み込んで、黒ずくめの騎士の横顔を見つめた。マルマテオも固まっている。

　目だけを動かし、礼れい拝はい堂どうの中を探る。どうしたというのだろう？　ジルベルトが腰こしの剣に手をかけたまま意識を張りつめさせているのが感じられ、フランチェスカも思わず呼吸をこらえてしまう。

　やがてジルベルトは剣から手を離した。

「何者か、おりました」

「……聞かれていたということ？」

「わかりません」

　ジルベルトは、まだ油断なく天井の明かり取りの窓のあたりをにらんでいる。フランチェスカの身のまわりを嗅かぎ回るような相あい手てには、心当たりがありすぎる。

「枢すう機き卿けいの手の者かしら」

「わかりません。いずれにせよ、お気をつけください。……老ろう師しも」

　ジルベルトは、マルマテオにも目を移し、低い声で言った。

「さきほどのは、殺さつ気き──でした」





２　欲するもの







　沈もうとしている巨大な真しん紅くの陽ひの中に、くっきりと城の影が浮かび上がっている。

　大聖堂と一体となって設計され五十年の歳月をかけて完成したサンカリヨン城は、東国で最も美しい建築物と謳うたわれていた。東側から眺ながめる、夕ゆう映ばえを背にしたサンカリヨンの遠景は、エパベラ名物のひとつだ。

　しかし、砦とりでの櫓やぐらからそれを見つめるミネルヴァに、景色を楽しむ気持ちなどもちろんない。ここからは遠すぎて見えないだけで、サンカリヨンの城じよう壁へきには飛ひ竜りゆうを描いた聖せい王おう国こく軍ぐんの旗がずらりと並んではためているはずなのだ。その中には、鎮ちん守じゆ将しよう軍ぐんを示す三みつ叉またの尾の飛竜紋もんもあるだろう。グレゴリウス家の旗も並べられているにちがいない。

　王おう配はい候こう、ルキウス・グレゴリウス。催さい眠みんの神の刻こく印いんを操あやつる男。その襲撃をからくも退しりぞけたのは、もう四日も前のことになる。あれから聖王国軍に目立った動きはない。

（あのときの手傷で、動けないのだろうか）

　ミネルヴァの大剣の切っ先は、ルキウスの額ひたいをわずかに切り裂さいた。しかしその後、取り逃がしたのだ。

（踏み込みが浅かった）

（殺しておくべきだった。そうすれば、クリスは）

　どうしても、クリスのことに考えが戻ってしまう。

　今は、どうしているだろう。まだ天てん幕まくに閉じこもって、ひとりでサンカリヨンに忍び込む準備などしているのだろうか。

　ミネルヴァは、はじめて獣けもののことを憎んだ。自分たちをこんな運命に陥おとしいれたことではなく、クリスに絶大な力を与えてしまったことだ。

（たしかにクリスはいまや、ひとりで万の軍に匹ひつ敵てきする。そんな存在になってしまった）

（力などなければ、あんな無む謀ぼうは言い出さなかったのに）

　敵もまた、催さい眠みんの神ソムヌスの力を手にした男だ。『見えない』どころではない。こちらの認識力を蝕むしばむということは、音も、においも、気け配はいすらも感じ取れなくなるのだろう。砦とりでの公国軍兵がまったくの無抵抗で斬ざん殺さつされていたことを考えると、刺されても斬きられても気づかないのかもしれない。

　獣の力をさらに増大させつつあるクリスとはいえ、勝てるとは思えない。

（見破れるのは、わたしだけだ）

（テュケーの血に護まもられた、わたしだけ）

　それが、こうして砦の櫓やぐらにほとんど一日中座すわらされている理由だった。ルキウスが催眠の神の力を広範囲に展開し、兵を引き連れて進軍してきた場合、それを発見できるのはミネルヴァだけなのだ。だからパオラの頼みで、こうしてずっと歩ほ哨しようをやっている。












　つらい任務だった。ひとりきりで夕風の中ひざを抱かかえていると、余計なことばかり考えてしまう。

　傍かたわらの大剣を引っぱり寄せた。

　鋼はがねの冷たさに頰ほおを寄せ、戦いくさのこと、軍のこと、王国や公国のこと、そういった余計な考えを払い落としていっても、最後に残る想いがある。

　ただ──クリスに逢あいたい、という気持ち。

（神々も貴き族ぞくたちも将しよう軍ぐんたちも勝手に殺し合って勝手に滅べばいい）

（わたしはクリスと滅ぶ）

　そんな捨て鉢ばちな考えさえ這はい上がってくる。

「──ミィナさん！」

　声がして、ミネルヴァははっと顔を上げた。そのときになって、自分が膝ひざに顔をうずめていたことに気づく。いけない、哨しよう戒かい任務なのに。陽ひもだいぶ沈んでしまい、見渡すと地平は藍あい色いろに染まりつつあった。ぶるっと寒さに身をすくめ、声のした梯子はしごの方を振り返る。床に切られた上り口から顔を出したのは、パオラだった。

「ごくろうさまです。そろそろ日没だし、一緒に兵へい舎しやに戻りましょう」

「……なんでおまえがわざわざ迎えにくるんだ？」

　純粋にミネルヴァは驚おどろいて、そんなことを訊たずねてしまう。

「あ、迷惑でした？」

「い、いや、そういうことじゃなくて。忙しいんじゃないのか」

　梯子をのぼりきって櫓やぐらの上に姿を見せたパオラは、もう昔のような衛えい生せい兵へいの服装ではなく、士官用のチュニックを着て帯たい剣けんし、ザカリアの紋もん章しよう入りの短いマントを羽は織おっている。指し揮き官かん代だい理りらしい装よそおいを、とザカリア公こう爵しやくが着せたものだ。今のところパオラは、負わされた重じゆう責せきに押おし潰つぶされることなく、立派にフランチェスカの代理をつとめあげている。ラボラジア軍の連合離り脱だつ・撤てつ退たいにともなう大規模な再編もなんとかこなした。毎日毎晩なにかしら各軍から持ち込まれる厄やつ介かいごとも、どうにかさばいている。かわりに顔はくたびれきって目のくまが濃くなった。

「忙しいから、逃げてきたんです」

　そんなことを言うパオラの笑い方は、もう以前とはちがう。どれだけ澄んだガラスも、小さな搔かき傷きずのいくつかで濁にごってしまう。

「すぐ戻るって言ってありますけど。ミィナさん、一緒にご飯食べましょう。あたしフランさまが出かけちゃってからこっち、公爵さまとか将軍とか、えらい人たちとばっかり食事することになって、肩こっちゃいました」

　ミネルヴァは申し訳なさにうつむいてしまう。

（自分のことばかり考えて……）

（パオラの方が、百倍つらいはずなのに）

　ミネルヴァよりもさらに年下なのだ。その幼い肩に、七万の軍を背負っている。

（銀ぎん卵らんはいま、ばらばらだ。せめてわたしは微び力りよくでも支えにならないと）

「でも、王おう配はい候こうはさっぱり動きがないですね」とパオラはつぶやく。「こちらとしては立て直しの時間ができてありがたいけど、不気味です」

「あのとき負わせた傷で、刻こく印いんが使えなくなってるのかもしれない」

「そうだといいんですけど。それとも……」

　影の濃い街路を歩きながら、パオラはあごに手をあてて眉まゆを寄せる。

「それとも、なんだ」

「待ってるのかもしれません。ミィナさんには効きかないってわかっちゃったから」

　待っている。なにを？

（わたしか、あるいは、クリスか）

　あり得る話だった。もとより、あちらは籠ろう城じようしているのだ。

　なにか言いかけたパオラは、口をつぐんだ。荷車を押して街路をやってくる町人たちとすれちがい、会話の端々が聞こえたからだ。

「……まだ戦いくさが続くんかね……」

「こんなちっぽけな街に、わしらの何倍の兵隊がおるんか」

「メドキア公こう爵しやくさまの命令ってわけでもねえのにな……」

「女王陛へい下かに楯たて突ついてまで、なあ」

　重たい車輪が轍てつをなぞる音が、ゆっくりと二人の傍かたわらを過ぎていく。夕ゆう闇やみに加えて、パオラもミネルヴァも若い女であるため、軍の者だとは気づかなかったようだ。

「ワインも飼い葉も薪まきも召し上げられちまったらなあ」

「聞いたか、北の方でもでかい戦があると」

「こっちまでは来るまいて」

「早く出てってよそでやってくれんかのう……」

　知らずと歩みがのろくなっていた。パオラは唇を嚙かみしめ、タバードを搔かき寄よせて足を速めた。ミネルヴァもその頼りない背中を追いかける。

（籠城に手をこまねいてはいられないんだ。もうこれ以上、こんな街に七万の軍が滞在するのは無む理りだ。それに、アンゴーラも来ている）

　北方の強大な帝国、アンゴーラ。氷に閉ざされた海と、百年前の約やく定じようとが、その侵しん攻こうをこれまで阻はばんできたといわれている。事実これまでは、海かい賊ぞくを装よそおった散さん発ぱつ的てきな攻撃だけで、北ほく衛えい軍ぐんやラボラジア北方警備隊の手でなんとか防ぎきっていた。

　しかし、ひとたび氷ひよう象ぞうの大群を用いて攻め込んできた帝国軍は、瞬またたく間にラボラジア公国の北方領を占せん領りようし橋きよう頭とう堡ほをいくつも築いてしまったという。

　故郷に残してきた家族を護まもるため、エパベラ戦線を放ほうり出して帰国の途とに就ついたラボラジア軍を、だれも止められなかった。アンゴーラ軍がそのまま南進するとすれば、ラボラジア以外の公国軍も故郷に戻って防衛にあたらねばならない。フランチェスカとて、ここまでの事態の急変は予測していなかっただろう。もちろんすぐに急きゆう使しを遣つかわせたが、プリンキノポリからどんなに早く戻ってきても五日はかかる。それまで、パオラはなんとか指し揮き官かん代だい理りとしてしのがなければならないのだ。

　半歩前を歩くその小さな背中に、ミネルヴァは思わず声をかけていた。

「パオラ。わたしにできることがあれば──」

「え？」

　パオラは振り向く。作り笑顔だ。

「そんな、ミィナさんになにか頼みにきたわけじゃないんですよ。ただ一緒に食事してほしいだけです。さ、行きましょう」

　ところが、パオラの言う「一緒に兵へい舎しやに戻って食事」は、各公国軍の宿営地を回って、ザカリア特産の蜂はち蜜みつ酒しゆを配り、ついでに兵たちと乾杯したり夕食を相しよう伴ばんしたりという仕事だった。

「これは、パオラどのにミネルヴァどのまで！」

「むさ苦しいねぐらに花が咲きましたぞ」

　どこの営舎でも大歓迎だった。しかもパオラは酌しやくまでして回る。ミネルヴァも酒さけ壺つぼを持たされた。酔っぱらった兵に何度も尻しりや胸むねを触られそうになり、ミネルヴァが怒って殴なぐり倒すとかえって歓かん声せいがあがるという始末である。

「ごめんなさい。ミィナさんも一緒の方がみんな喜ぶから」

　パオラにそんなことを耳打ちされる。なんのことはない、パオラはこれのためにミネルヴァを同行させたわけだ。

「こちら、新しい配備書です。公こう爵しやくにも同じものをお渡ししてますけど。川下の砦とりでの一から六までを、ザッパニアの方々に、それから……」

　パオラは酌のついでに千人長などに新編成の作戦書を手渡しし、その場で作戦の説明をした。なるほど、このために各宿営を回っているのか、とミネルヴァは納得する。軍議に集まった公爵や軍団長たちを介かいして作戦を伝達するのは、どうしても不安が残る。実際に戦場に出る男たちと、直じかに顔を合わせておきたい、という意図なのだろう。

「またも人員を組み直しですか。南西方面を我が軍だけで、とは」

「この砦はすでに前線ですぞ。二千名で保もつかどうか」

「ラボラジアの腰こし抜ぬけどものしわ寄せか。忌いま々いましい」

　実際に編成図を目にすると、戦いくさ人びとたちは口々に厳しい意見を吐はいた。しかしパオラはきまってきっぱりとこう言い返す。

「大丈夫です。フランさまの用意してくださった再編成案ですから」

「なんと。聖せい女じよどのは、ラボラジアが離り脱だつすることまで想定しておられたのか」

「はい！　フランさまはあらゆる事態に備えた作戦書を残してくれましたから」

「さすがは東国随ずい一いちの軍略家」

「このエパベラにおられなくとも、心強い」

　隣で聞いていたミネルヴァもこれには驚おどろく。

（フランの策さく士しぶりは知っていたつもりだけれど、そこまで読めるものなのか）

　宿営地からべつの宿営地へと移動する道すがら、訊たずねてみる。

「ラボラジア離り脱だつを想定してたってことは、フランはアンゴーラが攻めてくることまで織り込み済みだったってことなのか」

「……ええ。フランさまは、アンゴーラのことを常つねに視野に入れてたはずです。だって、ニコロさんを……」

　そこまで言って、パオラは顔を曇くもらせ、口をつぐんでしまう。

　失しつ踪そうした銀ぎん卵らんの軍医、ニコロ。あの男がアンゴーラ人であることを、フランチェスカは知っていた。知っていて、手元に置いていたのだ。

（ニコロが消えたのは、一ヶ月前か。時期は、符ふ合ごうしてしまう）

　フランチェスカはそこまで予測していたのだろうか。だとしたら。

　ミネルヴァは隣を歩くパオラの横顔をちらとうかがう。街路は暗く、表情はほとんど読み取れない。けれど、つらそうに唇を引き結んでいることだけはわかった。







　各陣営を回りきる頃ころには、パオラはすっかり酔っぱらってまっすぐ歩けないほどになっていた。酌しやくのときに返へん杯ぱいされたのをみんな受けてしまったからだ。無ぶ愛あい想そうに突っぱねるミネルヴァとちがって、パオラの性しよう分ぶんでは断れないのだ。ほんの一口ずつでも、行く先々で飲まされては、ふらふらになってしまう。

「ばか。飲めもしないくせに」

　真っ暗な街路を、ほとんどパオラを肩にかつぐようにして運ぶ。

　いやなことを忘れたいかのような飲みっぷりだった、とは、あまり思いたくない。パオラにはそんな場所にまで追い詰められてほしくないのだ。

「ミィナさんも飲めばよかったのにぃ……あー、風きもちいいですー」

「フランはこんなことしてまで他国の連中なんかに取り入らなかったぞ」

「でも今はフランさまいないですからー。あたしはあたしで、できることやらないと。戦いくさなんだから、使えるものはみんな使うんですよー」

　それもそうだ。ミネルヴァは黙るしかない。さらに、パオラはミネルヴァの首に腕を巻きつけてきて、耳元で言う。

「だから、ミィナさんとクリスさんがいつまでも喧けん嘩かしてると困ります、攻めるのにいちばん大事なんだから」

　ミネルヴァは足を止めた。

　ちょうどそこはエパベラの西門の前で、街の外にはたっぷりと篝かがり火びが焚たかれ、市内に入りきらない軍隊の宿営が並び、歩ほ哨しようの姿がそこかしこに目につく。門のこちら側はひっそりと静まり返り、揺れる篝火に門柱の影が長く伸びてミネルヴァたちの足下にまで届いている。

「……攻めるのか。こっちから？　フランの作戦書に攻撃命令が書いてあるのか」

「話そらしちゃだめですー、クリスさんと仲直りしてください」

　パオラはミネルヴァの耳に鼻先をこすりつけてくる。酒臭くさい。

「べつに話をそらしてるわけじゃ──」

「そらしてますー。ミィナさんはクリスさんのことになると、いっつもはっきりしないんだから」

　ミネルヴァはむすっと押し黙る。

　たしかにそうかもしれないのだが、酔っぱらいに言われると腹立たしい。

「……クリス、今どこにいるんだ」

「それが、よくわかんないんですよね」

「わかんないってなんだ」

「先せん凸とつ隊たいと一緒の部屋にしたんですけど、毎日いつの間にかいなくなってて、毎晩気づいたら部屋に戻ってきてるんですって。またなにかひとりで訓練してるって」

（また単独訓練か。ひとりでサンカリヨン城に突っ込む気なのか）

　クリスとは、王おう配はい候こうルキウスを退しりぞけたあの夜以来、顔も合わせていない。

「ちゃんと二人で話し合って仲直り！　ですよー」

「喧けん嘩かしてるわけじゃないぞ」

　ミネルヴァはもそもそした声で答えた。

　自分の中に流れる女神テュケーの血と、クリスがその身に秘めた冥めい王おうオルクス。神々が求め合う限り、二人は近づくのも危険なのだ。しかし、それはフランチェスカにしか話していない。

　パオラにも、話すべきだろうか。

（わたしとクリスが触れ合えば、なにもかもが凍こおりついて、塵ちりになってしまうこと）

「……パオラ。知っておいてほしいんだ。もう、わたしとクリスだけじゃどうにもならない話だから」

　肩でパオラの熱い身体からだを支え、夜道をゆっくり歩きながら、ミネルヴァは話した。クリスとはからずも抱き合ったときに訪れた、《時の氷点》のこと。フランチェスカを巻き込みそうになったこと。それに、なにより──

「あいつは、わたしにひどいことを言ったんだ。わたしを想う気持ちは、自分自身のものじゃなくて、獣けもののものかもしれないって。オルクスがテュケーを求めているから、それに操あやつられているだけかもしれないって……」

「……ぐぅ。んむ。にゃむむ」

「寝るなーっ」

　ミネルヴァは真っ暗な路ろ傍ぼうにパオラを投げ出した。

「あいたたたた」

「お、おまえがクリスの話を振ったんだろう！　聞いてもいないなんてっ」

「聞いてましたよぅ」

　パオラはミネルヴァの脚にしがみつき、身体からだを這はいのぼるようにして立ち上がった。

「クリスさんが最近かまってくれなくてさみしいってことですよね？」

「そ、そんなこと言ってないッ」

　しかし、パオラの言うことは完全に的まと外はずれでもない。

　つまり、怖いのだ──とミネルヴァは気づく。

　クリスに逢あうのが怖い。また獣けものを目覚めさせてしまうのが怖い。それを受け入れてしまいそうな自分も怖い。なによりも、クリスに拒こばまれるのが怖い。クリスにもう一度、同じことを言われるのも怖い。

（クリス自身じゃなく、獣が、わたしを、求めてる？）

（そんなのは、いやだ）

（あのときは強がりを言ってしまった。でも、やっぱりいやだ）

　だから、これほど焦こがれているのに、逢いにいけない。

（こんなに弱くなってしまったなんて）

（戦場にいるのに、クリスのことで右う往おう左さ往おうしてばかりで）

「それじゃこれから団の宿舎行きましょう、ジルベルトさんがいませんからクリスさん個室ですよ、二人っきりでじっくり話し合え──」

「ばかっ、今はだめなんだって言っただろう！」












「じゃあいつまで喧けん嘩かしたままなんですか、困るんですよぅ、城攻めしようっていうときに主力の二人が連れん携けいとれてないなんて」

「それは……そう、だけど……でも……」

「だから、……ぅ、ぇぷ」

「おいパオラ、大丈夫か？　ほら、もう宿に着いたぞ」

　宿舎の影が道の向こうに見えたとき、ミネルヴァの肩でパオラが怪あやしく蠢しゆん動どうした。と、次の瞬間、「ぅえええええ」とパオラはミネルヴァの髪に嘔おう吐とした。

「ごごごごごめんなさい！」

　宿の入り口に芋いも虫むしのように平へい伏ふくし、パオラは泣きそうな声で言った。自分も顔が嘔吐物まみれである。

「お、おふ、お風ふ呂ろ。お風呂行きましょうお風呂」







「あ、あの、ごめ、ごめんなさい、髪にべっとり、あ、あたしが洗います」

　早くも裸になったパオラが、まだ服も脱いでいないミネルヴァにまとわりついてくる。酔っぱらっているので足下がたいへん怪しく、けっきょくミネルヴァがまた肩を貸して浴場に運び込むことになった。

　浴場といっても、周囲を板で囲った納な屋やのような場所に、平たい巨大な木箱が置かれているだけだ。おそらく、古い馬車の荷台を少々改造したものだろう。湯はたっぷり張られている。鍛か冶じ工房の炉ろの火を利用しているのだと聞いた。

「ふぅ……」

　髪についた嘔吐物を洗い流し、ついでにパオラの顔も洗ってやり、湯ゆ桶おけにつかって、ようやくミネルヴァは人心地つく。

（浴場だけは、王おう城じようのが懐なつかしくなるな）

　月明かりを見上げながら思う。

　実は東国に入浴の習慣をもたらしたのはミネルヴァである。ザカリエスコに来て間もない頃ころに、王城では毎朝熱い湯で禊みそぎをしていたのだとフランチェスカに教えたら、好奇心旺おう盛せいな彼女はさっそく試し、たいそう気に入った。その後、瞬またたく間にザカリアの貴き婦ふ人じんたちの間で流行してしまったのだ。気候が温暖で水が豊富なザカリア、メドキア、コモンドール、あるいはプリンキノポリ周辺の総そう主しゆ教きよう領りようなどで、今は浴室つきの屋敷が珍しくなくなっている。ここエパベラでも、ザカリア軍宿舎に浴場が急きゆう造ぞうで併へい設せつされたのはそういうわけである。

「ぅう……フランさま、お背中流します……」

　パオラは意識も朦もう朧ろうとしているらしく、よくわからないことを言ってミネルヴァに抱きついてくる。ほうっておくとそのまま湯の底に沈んで茹ゆだってしまいそうだったので、抱きとめてやる。

（昔は三人で、よく風ふ呂ろに入ったな。カーラが一緒のときもあった）

　あれから、たった五年なのだ。なんて遠くまで来てしまったのだろう。数え切れない命を奪い、数え切れない想いを背負い、戦場から戦場へと渡ってきた。カーラは敵になり、フランチェスカも今はいない。

「フランさま。……フランさま……」

　赤あか子ごがぐずっているような声に変わる。

　フランチェスカと離れて、平気なわけがなかったのだ。火ほ照てったパオラの顔を見つめ、ミネルヴァはあらためてそう思う。

（わたしはフランだけじゃなくて、パオラにも寄りかかってばかりだ）

（わたしの戦いでもあるのに、いつまでもひとりでは立てない）

　湯の中にあごまで沈め、ぶくぶくと水すい泡ほうを吐はきながら、ミネルヴァは自分の未熟さを呪のろった。そのうち、パオラは目を覚まし、のぼせた顔で湯ゆ桶おけから出た。

「待って、わたしまだ髪ちゃんと洗ってないんだ」

「あー、だいじょぶですよぉ、ちゃんとひとりで寝室に戻れます」

　パオラはふらつきながらも服を着け、仕切り板の向こうに姿を消した。ミネルヴァは湯気の舞う暗い浴場にひとり残される。心配だったが、宿舎の方から聞き慣れた男たちの声が聞こえてきた。銀ぎん卵らん兵へいたちだ。「パオラ、なんだ真っ赤な顔で」「風呂上がりか」「おい、酔ってんのか」「だいじょうぶです。みんなもちゃんと寝てください団長代だい理り命令です、明日は総攻撃ですよー」「おまえがちゃんと寝ろ！」

　足音が遠ざかっていくので、ミネルヴァはふうっと息をついて、湯桶のふちに腰こし掛かけ、長い髪を丹たん念ねんに洗った。月明かりの下で、紅あか色いろがほのかに燃える。

（この紅くれないの髪が。テュケーの血が、わたしとクリスを引き寄せた）

（クリスはわたしを殺すはずだったんだ。いや、今だってそうだ）

　果か胎たいの託たく宣せん──女王の夫となるべき男を選ぶ予見は、クリスを指し示したままだ。王おう城じようの地下、銀ぎん陰いん宮で、クリスはミネルヴァを殺す。それがどの未来なのかは、わからない。

（テュケーの血なんて、なければ）

（もっとべつの形で、クリスに逢あえていただろうか）

　どこにもたどり着かない物思いだった。ミネルヴァは首を振って、立ち上がる。水滴が湯桶にざあと落ちる。髪の水気を絞しぼり、あがろうとしたそのときだった。思わず裸のまま板張りの床を這はい回まわり、暗い中を手探りする。

　服が、ない。

（なんで？）

（あ、パオラのやつ！　寝ぼけて持ってったな！）

　危機はそれだけでは終わらなかった。足音が近づいてきたのだ。仕切り板のすぐ向こうだ。あわてたミネルヴァは、あろうことか湯桶に飛び込んで湯の中に隠れた。

「……あれ？　だれか……いない、のかな」

　そんな声が聞こえた。

（クリスッ？）

　月明かりだけで、ほとんど見えないのである。つむじまですっぽり湯につかったミネルヴァは、茹ゆであがりそうになる。極度の緊張のせいか、水中なのに衣きぬ擦ずれの音まで聞こえてしまう。やがて湯が大きく揺れた。

（は、入ってきたッ？）

「……あれ」

　今度のクリスの声は、かなり近くで聞こえた。息も限界になり、ミネルヴァは水面を突き破って顔を出した。

　白銀の月明かりの下で、ミネルヴァはクリスと真正面から向き合い、のぼせて気が遠くなりそうなほどの間、硬直した。幸運だったのは、クリスもすでに首まで湯に入っていたことだろう。

「わああああああああっ」

　二人の声が重なって闇やみと水面と湯気を震ふるわせる。クリスがあわてて立ち上がろうとしたので、ミネルヴァは必死に叫んだ。

「ば、ばかっ、出るなっ」

　裸のはずなのだ。見えてしまう。とりあえず背を向ければいいと思いついたのは、二人とも湯の中でだいぶわたわたと暴れて水かさを減らしてしまった後だった。

「ミネルヴァ、出ていいよ。後ろ向いたから」

　肩越しにクリスの声がする。どれほどの距離に、クリスがいるのだろう。お互いに一糸まとわぬ姿で。耳が熱くなってくるのは湯のせいだけだろうか。

「出られない。パオラが間違って服持っていった」

「え、ええと、じゃあぼくが服取ってこいってこと？」

「ち、ちがっ！　そ、それも、ある、けど、とにかく」

　ミネルヴァは暗がりの中で水面をばしゃばしゃ叩たたいた。こんな機会でもなければ、自分もクリスもお互いにびくびく距離をとるばかりだろう。

「そのまま動くな。わたしに話すこと、あるだろう」

　しばらくは沈黙に水面が揺れるだけだった。熱が奥おく歯ばに染しみ通ってくるように感じられる。

「こんなに近くにいたら、危ないよ」

「今はなんともないじゃないか。あのときは──」

　あのときは、そう、烙らく印いんが開いていた。

　いや、開いていた、どころではない。あのときのクリスはクリスではなかったのだ。魂たましいの奥底に沈んでいた冥めい王おうが、あのひととき、クリスを完全に吞のみ込み、顕けん在ざい化かしていた。

「わたしが、触れちゃいけないのは、オルクスだ。……おまえじゃないぞ」

　言ってしまった後で、ミネルヴァはのぼせて湯に沈みそうになる。見えているわけもないのに激しく首を振り、髪で湯をかき混ぜた。

（これじゃ、まるで触れてほしいみたいじゃないか。そういう意味じゃない！）

（でも、でも……クリスが出ていってしまったらどうしよう）

　大きな氷の塊かたまりを吞のみ込んだように、その不安が胸むねのあたりをゆっくりと落ちていく。湯の熱さも、そこにはちっとも届かない。

「わかってる。烙らく印いんを開かなければいいのは、わかってるよ。あのときだって、獣けものが内側から勝手に開けたんだ。抑おさえ込めばいい。わかってる」

　湯を伝って、クリスの抑よく圧あつされた激情が感じられる気がした。

「ぼくは必ずこの手でルキウスを殺す」

　静かな声でクリスは言った。

　憎しみも怒りも一滴も含まれていない。ただ必要だから、殺す。そんな語調だ。

　ミネルヴァの口元で水面が揺れる。

「ルキウスは、わたしじゃなきゃ斃たおせない。おまえはおとなしくしてろ」

「ううん。ぼくが殺す」

「どうして！」

「あいつの力がほしい」

　ミネルヴァは振り向いてしまいそうになる。

「認識力を磨すり潰つぶす、あいつの刻こく印いんの力がほしいんだ。だからぼくがこの手で殺さなきゃいけないんだ」

　熱い湯の中なのに、寒気が身体からだの芯しんから広がっていく。クリスが、あれほど冥めい王おうの力を憎んでいたはずのクリスが、そんなことを言うなんて。

「ぼくは聖都サンチユリオに行かなきゃいけない。ジルベルトが見た、その湖に。ひとりでたどり着くためには、ぜったいにルキウスの刻印の力が必要なんだ」

　今度こそミネルヴァは耐えられなかった。振り向くと、湯の中で泳いでいた長い紅あか髪がみがざあと渦うずを巻く。頭が重い。暗くら闇やみの中、湖面に浮かんだクリスの闇色の髪と、月明かりに濡ぬれて光るうなじが見える。湯の中に沈んだ肩や背中に、赤黒い紋もん様ようが這はい回まわっているのもかろうじてわかる。

「……ほんとうに、ひとりで行くつもりなのか」

「だって、ミネルヴァを連れていけないだろ」

「そうだけど。でも。でも！」

「これ以上、わけのわかんないやつらに小こ突づき回されたくない。だから、ぼくの方から乗り込む。なにがほんとの敵なのか、確かめる。できれば、みんな壊こわしてくる」

　湯がみんな一いつ瞬しゆんにして氷水に変わったかのようだった。ミネルヴァは、何度か水を搔かき寄よせた。寒気は消えない。

「それはもう聞いた」

　萎しおれた声がミネルヴァの喉のどから漏もれる。

「おまえの、その、ばかみたいに無茶な企たくらみも聞いた。そんなこと聞きたいんじゃない」

「ミネルヴァ？　なに言ってるのか、わからない」

（わたしだって、よくわからない）

（クリスになにを求めてるんだ）

「おまえ、わ、わたしを……どう、するんだ」

「どう、って」

「ひとりで勝手に聖都サンチユリオに行って。わたしは、どうすればいいんだ」

「ちゃんと戻ってくる。ぜったいに戻ってくるよ。死んだりしない」

「当たり前だ、ばか。おまえはわたしのものなんだ」

「だから、ミネルヴァのためにも」

「わたしのためなら──」

　ミネルヴァは胸むな元もとの湯を両手でかき混ぜる。

（ああ、まずい）

（顔も見えないし、暗いし、でもすぐそこにいるし、身体からだの熱と湯の熱の区別もつかないくらいつながってしまっているし）

（なにを喋しやべるか、わからない。でも……）

「どうして、離れるんだ。離れるなって言ったのに」

「だって、このままで一緒にいたら、またあれが起きる。次も止められるかどうか、わかんないよ」

「わたしは、それでも」

（やめろ。そんなこと言ってどうする）

　それでもいい。クリスとともにならば、滅んでいい。なにもかもを巻き込んで、塵ちりに変えて、氷結した時の中で二人だけになり永遠に停滞してもいい。ミネルヴァはその言葉を必死に喉のど元もとで押しとどめる。

　たとえクリスが獣けものを討うち滅ほろぼせたとして、それからどうするというのだ。ミネルヴァの死すべき運命はだれが喰くらうのか。その死すべき運命というのはクリスのことなのだ。ともにいられないことにかわりはない。なにもかもが行き詰まっている、それなら。それなら、甘く美しく凍こおりつく時の中で、二人──

　ミネルヴァは首を振る。髪先が水面を打つ。

（怖い。自分が、怖い）

（わたしもクリスと同じかもしれない）

（クリスとともに滅びてしまいたいと願うこの気持ちは、わたし自身のものではなく、この血に流れるテュケーのものかもしれない）

（わたしは、ただの容いれ物で、クリスに惹ひかれたのも、わたしの意志ではなくて）

（いやだ。そんなのはいやだ。もしそうだとしたら、心が引き裂さかれてしまう）

　徐々に熱を喪うしなっていく水の中で、ミネルヴァは両手で顔を覆おおい、静かに悶もだえた。

（それじゃあ、どうすればいいんだ）

（わたしはクリスになにを言ってほしいんだ？　これでは、子供が駄だ々だをこねているのと同じじゃないか）

（ただ、一緒にいたいだけ？）

（ただ、そばで名前を呼んでもらいたいだけ？）

「……ルヴァ！　ミネルヴァ！」

（呼んでる。呼んでるじゃないか。クリスの声だ。すぐ近くから聞こえる）

（あれ？　こいつ、なんでこんな近くに、わたしたち裸なのに、ばか、あっち行け）

（声が出ない。腕が重たい。頭がぼんやりする、目もぼやけている、どうして──）

　ずるり、とミネルヴァの意識は朦もう朧ろうとした熱の中に引きずり込まれる。水が頭のすぐ上で閉じた。何度も名前を呼ぶ声が、水面を震ふるわせた。けれどその声が意識の表面に届く前に、ミネルヴァは気を失った。





　　






　目を覚ましたとき、まず感じたのは、頭が倍に膨ふくれあがってしまったのではないかと錯さつ覚かくするほどの腫はれぼったい頭痛だった。天井がぐるぐる回っている。起き上がろうとしても身体からだに力が入らない。












（どう──したんだっけ）

　ミネルヴァは朦もう朧ろうとした頭で思い出そうとする。窓からの光が視界の端をささくれ立たせている。

（そうだ、昨日の夜、浴場に行って、クリスが後から入ってきて）

　そこまで思い出しただけで、顔がかっかと熱くなった。

（なにか、みっともないことをたくさん喋しやべった気がする）

（それから──それから？　どうしたっけ？）

（ああ、そうだ、わたし、のぼせてお湯に沈みかけて）

「あ、起きました。おはようございます」

　栗くり色いろの髪が視界に入ってくる。それから大きな鳶とび色いろの瞳ひとみ。

「……パオラ」

「もう、昨日たいへんだったんですよ。ぐってんぐってんにのぼせたミィナさんを、クリスさんが運んできて、でもあたしも酔っぱらって寝てたし」

「クリスが？　そう、か」

　なんとか頭を枕まくらから浮かせて、あたりの様子をうかがう。パオラと二人で使っている、宿舎の寝室だった。壁には大剣と指し揮き杖じようが仲良く並べて立てかけてあり、その横の壁にはザカリアの紋もん章しようの旗、そして卵を抱いた銀の雌めん鶏どり──銀ぎん卵らん騎き士し団だんの旗が掲かかげられている。

（あれ？）

　なにか、些さ細さいではあるけれど重要なことを忘れている気がする。ミネルヴァは自分の腕や胸むねを触って、なにかを確かめようとする。

　裸だった。裸の上に、掛布を巻きつけているだけだ。

　そもそも昨夜、クリスと二人して浴よく槽そうから出られなくなってしまったその理由を、ミネルヴァはようやく思い出す。

（そうだ、パオラがわたしの服を持っていって）

（それで、クリスがわたしを？　じゃあ、じゃあ、まさか）

　そのとき、寝室の戸が軋きしんで、細く開いた。顔を覗のぞかせたのは、見慣れたむさ苦しい顔。銀卵の古こ参さん兵へいたちだ。

「お、起きた起きた」

「ま、二日酔いに湯あたりだ。どっちも大したこたないわな」

「おいおい、ミィナはほんとに湯あたりか？」「なあ。励はげみすぎじゃねえのか」「運んできたクリスも、そりゃもう胸ははだけてるわ髪は濡ぬれてるわ顔は火ほ照てってるわ」「へへ」

　ミネルヴァの顔が火を噴ふいた。

「な、な、お、おまえらっ」

　怒りのあまりベッドから飛び降りて大剣に飛びつこうとする。古参兵たちは大喜びで口笛を吹いて囃はやし立たてる。

「み、み、見たのかッ」

（わたしの裸、こいつらが──いや待て、クリスが運んだ？　じゃあ、じゃあ、クリスはもう確実に、わ、わたしの──）

「落ち着いてミィナさん！　今も見えちゃいますってば！」

　後ろから抱きついてきたパオラが、ミネルヴァの裸の胸むな元もとからずり落ちかけていた掛布をあやういところでつかんだ。それでさしものミネルヴァも我に返る。

「パオラ余計なことを！」「お、おい、今ちらっと」

「こ、こ、この、ば、ばか──ッ」

　ミネルヴァは扉とびらに破は城じよう槌つちのごとき蹴けりを入れ、戸板ごと廊下にいた男たちを薙なぎ倒たおした。轟ごう音おんが早朝の宿を震ふるわせた。





３　デクレヒト捕囚







　軍使は報告を終えると、一礼し、軍議室を出ていった。両開きの大おお扉とびらの廊下側に立っていた二人の衛えい兵へいが、扉を閉める。

　広い室内に、王おう配はい候こうガレリウスはひとりきりとなる。

　部屋の中央の大きな卓たくは、王国全土の精せい緻ちな地図が描かれ、今はそのサンカリヨン周辺に紫むらさきや黄色の駒こまがいくつも配置されていた。ガレリウスはふうっと大きな息をつき、壁のタペストリから赤い飾り布を引きちぎると、それを卓上地図の北方領──ラボラジアからデクレヒト城じよう砦さいにかけての海岸線に無む造ぞう作さに置いた。

　氷ひよう象ぞうの大群を操あやつる帝国軍は、まるで北方全土に押し寄せた雪崩なだれのようだ、と軍使は興奮ぎみに言っていた。ガレリウスはふんと鼻を鳴らす。

（アンゴーラ。約やく定じようをなぜ今、破は棄きする）

（デクレヒトを数すう隻せきの艦隊でつつくだけであれば、これまで看かん過かしてきた。しかしこの軍勢にこの進路、あきらかに聖都サンチユリオをうかがう動きではないか）

（それに、女帝アナスタシアが息子二人を殺したというが、狂気の沙さ汰ただ）

（ここでアナスタシアが死ねば、帝統が途と絶だえかねない。なにを焦あせっている？）

　地図卓たくのまわりを、ガレリウスは腕組みしたままゆっくりと歩き回る。紫むらさきのトーガの裾すそがさらさらと石いし床どこを這はう。

「──お、お待ちください！」

「許可なく立ち入りは、や、な、なにを」

　扉とびらの外で衛えい兵へいたちの上ずった声が聞こえ、さらに金属音までもががちゃつく。ガレリウスが振り返ると、両開きの扉が割れ、廊下に立つ小柄な人影が目に入る。外がい廊ろうを渡る風に、細く束たばねた銀色の髪が舞い上がる。白しろ薔ば薇らの騎士の足下には、衛兵二人が転がっている。

「よい。通せ」

　そう言って、ガレリウスはため息をつく。立ち上がりかけていた衛兵は、二人とも恐縮して扉の両側に引き下がる。ジュリオが敵意剝むき出だしの目つきで軍議室に足を踏み入れると、扉はその背はい後ごで閉じた。

　二人は、大きな地図卓を挟はさんで向かい合う。

「非礼お赦ゆるしください、閣かつ下か」

　ジュリオはほとんど目を伏せるだけの会え釈しやくをする。別人のようだな、とガレリウスは思った。はじめて出で逢あったのは何ヶ月前だったか。そのときはほんとうに、小鳥や栗り鼠すたちと心を通わせられるのではないかと思うほど純真な少年だった。今、その両眼には水銀のような光がたまり、胸むねの白薔薇章も枯かれかけて見える。二の腕には、痛々しく血のにじんだ包帯を巻きつけていた。

（当然か。よってたかって、この者を利用し、踏みつけ、あるいは除こうとした）

（それでも、これまでは支えがあった。今やシルヴィアさまも──）

「アルビレオス閣下は、いらっしゃらないのですか」

　固い口調でジュリオが訊たずねた。

「軍議はもうだいぶ前に終わった。アルビレオスは、北方デクレヒトへの出兵準備で、しばらくは都を離れる」

　ジュリオはうなずいた。ガレリウスはいやな予感にとらわれ、ジュリオが口を開く前に話を脇わき道みちに流した。

「そなたは、征ゆかぬのか」

　青い眼めが細められる。

「北に、でしょうか」

「そうだ。怪け我がが治り次し第だい、デクレヒトに馬を飛ばすものかと思っておったぞ。北ほく衛えい軍ぐんは敗走、女王陛へい下かともども聖せい巡じゆんの御一行は消息不明。なぜそう平静でいられる」

　ジュリオは目を伏せた。長いまつげが灰色の影を下まぶたに刻む。

「私がいま一騎で向かって、なんになりましょう。陛下の行方ゆくえも知れないのに」

　ガレリウスは、若き白薔薇の騎士の顔に、かすかな苦痛を感じ取る。

（陛下、と呼んだ。いつもシルヴィアさまのことは名で呼んでいたのに）

（この者なりに、感情を押し殺しているのだな）

　かつてのジュリオであれば、シルヴィアを救けるために無策で飛び出していったのではないか、とも思う。

「そなたはどこまで戦せん況きよう報告を聞いている？」

　ガレリウスは卓たくの地図上、アンゴーラと聖せい王おう国こくとの間に横たわる海に目をやって言う。

「閣かつ下かがご存じのことは、おおむね」

　アンゴーラ帝国軍数万は、氷の海を渡り、ラボラジア公国のリドリアから上陸した。半島をわずか五日で制圧した帝国軍は、進路を南西にとり、女王直ちよつ轄かつ領りよう内ないに侵しん攻こう。北ほく衛えい軍ぐんの拠きよ点てんであるデクレヒト城じよう砦さいを強きよう襲しゆう、占せん領りようした。折おり悪あしく、聖せい巡じゆん中の託たく宣せん女じよ王おうがデクレヒトに滞在しており、現在、女王の安あん否ぴは不明。

「折悪しく──とは、私は思いません」とジュリオが言った。ガレリウスは眉まゆを寄せる。

「アンゴーラが、聖巡の予定を知っていた、と？」

「はい。おそらく」

「間かん諜ちようの目星までついているかのような口ぶりだな」

「そこまでではありませんが」

　ジュリオはほんの一いつ瞬しゆん口ごもり、視線を泳がせた。

「カーラ先生の行方ゆくえが、ここ数日知れません」

「王宮指し南なん役やくが？」

　あの女のことだ、だれにも言わず泊まりがけで遊び歩くこともしょっちゅうではないか、とガレリウスは思ったが、ジュリオの目に逼ひつ迫ぱくした色を感じ取って口に手をあてる。

（そうか、あの女、出しゆつ奔ぽんして数年、聖都サンチユリオに戻るまでは──）

「はい。アンゴーラを巡めぐっていた、とおっしゃっていました」

　ジュリオの言葉が、ガレリウスの思考を継つぐ。

「それで、あの女がアンゴーラに与くみしていると？」

「わかりません。可能性の話です」

「そなたの師しではないか」

「師だからといって、疑わない理由にはなりません」

　ガレリウスは深い息をついた。ほんとうにこの少年は変わってしまったのだ、と思う。

「しかし、短たん絡らくは危険だ。他ほかの者も疑い、調べねばならぬ」

「はい」

「ときにそなたは、アンゴーラとの約やく定じようのことは知っておるのか」

　ジュリオは唇を引き結び、剣先のような視線をガレリウスの額ひたいに突き立てた。

「……さきほどから、なぜ言葉で私の肚はらを探ろうとなさるのです」とジュリオは言った。ガレリウスは額に手をやった。

「なぜ刻こく印いんを開かぬか、ということか」

「はい」

　ガレリウスの持つ、夢想の神イケロスの刻印。それは、人の記憶と思考に触れ、読み取り、ときには奪い取る力を有する。しかし──

「常つねに頼るものではない。刻こく印いんを開けば消しよう耗もうする。それに、そなたにはわからぬかもしれぬがな。神の力では、かえって読めぬものもある」

　ジュリオは訝いぶかしげに目をすがめる。

「そなたのその腕の傷が、自分で搔かきむしったものだということも、人の目でなくては読めぬ」

　息を吞のむかすかな音が聞こえた。ジュリオは、両腕の血で汚れた包帯に手をやった。指も、唇も、震ふるえている。

　ガレリウスは安あん堵どしている自分に気づいた。

（この者も、まだ心までは失っていない）

（シルヴィアさまがアンゴーラに捕らわれたかもしれぬと知って、平静でいられるはずはなかったのだ）

「いま一度訊きく。アンゴーラとの約やく定じようのこと、知っておるのか」

　ジュリオは、まだ震えている唇を嚙かみしめ、首を振る。

「不戦の密約があるとの噂うわさは、聞いております。それ以上は」

「そうか」

　ガレリウスはそこで言葉を切って、ジュリオの苦痛に満ちた顔を見やる。この傷ついた憐あわれな少年の心に、まだ刃やいばを突き立てようというのか。そう自問し、すぐに自答する。

　もちろんだ。

「その通りだ。密約だ。かつて聖王家は王女の一人をアンゴーラに差し出した」

　若き騎士の美しく歪ゆがんだ顔に、亀き裂れつが走ったように見えた。

「アンゴーラ帝室の者もまた、テュケーの血で寿命を延ばしておるのだ」

「なんて……ことを」

（しかし、解げせぬ。なぜ今、約定を破るのか）

　それだけは、ガレリウスにも見当もつかない。

（シルヴィアさまを捕らえて、また血を補充しようということなのか）

（ただ子を産ませ、殖ふやしても、テュケーの血は薄まり、力は弱くなるばかり。それくらいはアンゴーラもわかっているはず）

（聖婚を成なし、ウェネラリア節を執とり行い、テュケーの祝しゆく福ふくと託たく宣せんのもと、正しい血を殖やせるのは、我ら聖せい王おう国こくのみなのだ。この先も寿命を延ばしたければ、我らとの約定は守らねばならないはず）

（なぜ今、一方的に破は棄きした？）

　ガレリウスが考え込んでいると、ジュリオは地図卓たくを迂う回かいし、大おお股またで歩み寄ってくる。

「では、やはり帝国軍の目的は、シルヴィアさまだと」

　もはや少年の顔からは、さきほどまでの冷酷そうな表情の鎧よろいが消え去っている。

「その可能性は大きい。そなたの言う通り、聖せい巡じゆんがデクレヒトに赴おもむくと帝国側に漏もれていたのであれば、なおさらだ。しかし」

　ガレリウスは、詰め寄ってきたジュリオの肩を押しのけ、地図卓たくをあごで指す。

「報告にある限りでも、万単位の大軍だ。デクレヒトひとつ落として留とどまるとは思えぬ」

「……聖都サンチユリオに、侵しん攻こうしてくる、と」

「そうだ。それに、メドキアにはミネルヴァさまもいらっしゃる」

　ジュリオはぐっと喉のどを鳴らして唾つばを飲み下す。

　アンゴーラの目的が聖王家の血なのだとしたら、連合公国にも攻め入る可能性がある。

「公国側と、一いつ刻こくも早い和わ睦ぼくを。ミネルヴァさまを都にお迎えしなければ」とジュリオは青ざめた顔で言った。「クリストフォロやフランチェスカ・ダ・ザカリアの排除など、もはや考えている猶ゆう予よはございませぬ」

「ふん。それが、そなたの用事か」

　ガレリウスは吐はき捨てた。

「フランチェスカ・ダ・ザカリアとはもはや、いっとき手を組むしかなかろう。しかし獣けものの仔こは話がちがう。きやつだけは殺さねばならぬ」

「閣かつ下か！」

「あれはアンゴーラよりも危険なのだ。なぜわからぬ」

「クリストフォロを手にかければ、ミネルヴァさまは我々と和わ議ぎなど絶ぜつ対たいに」

「たわけが。我らが交渉する相あい手ては公国ぞ。大たい局きよくの見えぬ小娘ひとりを相手に話し合うわけではない」

　ジュリオは息を詰めて押し黙る。

「用は済んだのだろう。戻れ。そなたもいずれ北ほく征せいするのであろう」

「……いえ。私の用件はまだ済んでおりませぬ。閣下に、お願いがございます」

　ガレリウスは片目だけを細め、蒼そう白はくになったままのジュリオの顔をねめ回す。

「申してみよ」

「メルクリウスさまをすぐに釈放するよう、軍に働きかけていただきたいのです」

　ジュリオの言葉に、ガレリウスはわずかに首を傾かしげた。

　幼い紫むらさき薔ば薇らの騎士──メルクリウス・エピメクスは、近衛このえを六人殺害した咎とがで、囚とらわれている。ジュリオが殺されかけたあの一件がもみ消された以上、メルクリウスもまた、まともな裁判にかけられることはないはずだった。放ほうっておけば、いつまでも監禁されたままということもあり得る。しかし──

「今は軍部に借りを作りたくない」ガレリウスはにべもなく言った。「大たい公こう家けの男子だ、まさか殺しはすまい。それに、メルクリウスは幼すぎ、力が強すぎる。危ういのだ。今は牢ろうに閉じ込めておいた方が安心できる」

「いえ。メルさまは、デクレヒトの帝国軍を攻め、シルヴィアさまをお救いするのに必要な方です」

「あの齢よわいにしては、たしかに非ひ凡ぼんな騎士だ。しかしひとりでどうなるものでもない。そなた、メルクリウスの刻こく印いんの力がなんなのかも知らぬのだろう。あれは──」

「存じております」

　ジュリオに言葉を遮さえぎられ、ガレリウスは目を見開く。

「ポイボスは、『開く者』でしょう。よく存じております。大たい公こう家けの方々の力がみな増したのは、メルさまが『開いた』から、と」

　知っていたのか、とガレリウスは暗い気持ちになる。

（この者も、もはや戻れぬほどの深みに来てしまったのだな）

「ならば。メルクリウスのみで北進軍に参加しても、どうにもならぬとわかっていよう」

　もう一人、刻印を持つ者と同行すれば、その者の力を増幅し、帝国に対抗する有効な手段となりえるかもしれない。しかし、いまの聖せい王おう国こくに、そのような戦いを決するほどの刻印を持つ者はほとんどいない。

「私の力は、戦うためのものではない。ルキウスを呼び戻せ、などというつもりではあるまいな。今、メドキアを空あけるわけにはいかぬぞ」

「いえ。ティベリウスさまです」

　ガレリウスは息を吞のんだ。

　兄ティベリウス。回春に失敗し、病やんだ身体からだで翡ひ翠すい宮に隠いん栖せいする王おう太たい伯はく。

「そなた……兄の刻印の力を知っているのか」

「はい。この目で見ました。すでに、ポイボスの開かい紋もんの影響で力がいくぶん増しているとおっしゃっていました。メルクリウスさまが直接触れ、開けば」

「ならぬ。ならぬ！」

　自みずからも驚おどろくほど激した声でガレリウスは言った。

「これ以上、兄が力を増しては、危うい」

「閣かつ下かは、以前おっしゃっていたでしょう。王国のためにはティベリウスさまを再び立てる必要があると」

「そうだ。しかし、それはただの旗としてだ。兄自身が力を持ちすぎてはならぬ。見てわかるだろう、兄はどうしようもなく邪よこしまで、欲望が過ぎる。そのうえ、あの力。あのおぞましい刻印。幻げん惑わくの神モルフェウス……」

　老いたる王おう配はい候こうの声は、震ふるえている。

「兄にこれ以上、力を与えてはならぬ。だいいち、戦いくさに出られる身体ではない」

「身体ならば、あの方はいくらでも代わりを立てられるではありませんか」

　当然のことのようにそう口にするジュリオに、ガレリウスは悪寒さえ覚えた。

「そなた。……自分がなにを言っているのか、わかっておるのか」

「その折には、この私の身体をティベリウスさまにお貸ししようと思っております。あの方は私にご執しゆう心しんのようですし、シルヴィアさまをお救いするという点では、利害が一致します。お力ちから添ぞえくださるはずです」

　もはやガレリウスは言葉を失うしかない。

　筋は通っている。おそろしいほどに、理に適かなっている。

　モルフェウスの刻こく印いんは、他人の身体からだを乗っ取るという、危険な力を有している。ポイボスの刻印がそれを増強すれば、力の及ぶ範囲は爆発的に広がるだろう。敵軍から女王ひとりを無傷で助け出さねばならないという戦いに、これほど適した力はない。ティベリウス自身の病やんだ身体は、寝しん台だいから一歩も出られないほどに脆ぜい弱じやくだが、まず最初に何者かの肉体を乗っ取れば、軍に加わるのに問題はない。しかもジュリオは自みずからの肉体を提供すると言う。若き白しろ薔ば薇らの騎士の鍛きたえ抜かれた肢し体たいは、戦場に出るためにはうってつけだ。

（兄は、こんな馬ば鹿かげた提案を吞のむだろうか……）

（喜んで吞むだろう）

　ガレリウスは戦せん慄りつしながらも、意識のごく一部を必死に冷却し、計算した。

「……そなた、なぜそこまで」

　自分の肉体を、あの汚れた欲望の塊かたまりのごとき男に、すすんで差し出すとは。

「なぜ、とお訊ききになるのですか」

　ジュリオは、漂ひよう白はくされたような哀かなしみをたたえた目になり、つぶやいた。愚ぐ問もんだ、とガレリウスは自らを恥じた。

「シルヴィアさまのためです。他ほかに、なにがありましょう」

　そう答えるジュリオに、ガレリウスはしばらく返す言葉を見つけられなかった。

「ならぬ」

　しばらくの間の後で、ようやくそれだけ言えた。ジュリオは暗くら闇やみに沈んだ目を伏せ、首を振り、それから静かに一礼して軍議室を出ていこうとした。

　その背中がまるで、病やまいに蝕むしばまれた枯かれ木のようにやせ細って見え、ガレリウスは思わず呼び止めていた。ジュリオは両開きの扉とびらの前で振り向く。

「……なんでしょう」

「思い詰めるな、とは、言わぬが」

　言いかけ、ガレリウスはジュリオの生せい気きのない視線に耐えられず、目をそらす。

「女王陛へい下かは、テュケーの女神がお護まもりくださる。その庇ひ護ごは絶ぜつ対たいだ、そなたもよく知っていよう。果か胎たいの託たく宣せんが下されておるのだ──あの予見が果たされるまで、他の形で陛下のお命が脅おびやかされることはない。行方ゆくえはまだ知れずとも、この先もきっとご無事だ」

　まさか自分が、慰なぐさめや気休めを口にするとは。ガレリウスはそう自じ嘲ちようした。

　しばらくの沈黙に、ガレリウスはちらとジュリオの顔をうかがった。そこには、何百年もの間ただの一度も雨に降られることなく日に焼かれ続けた白い砂のような微び笑しようが浮かんでいた。

「いえ、閣かつ下か」とジュリオは言った。「当代、女王陛下は二人いらっしゃいます」

　その言葉に、ガレリウスは眉まゆを持ち上げる。

「シルヴィアさまと、ミネルヴァさま。どちらも、どちらの身代わりになり得ます。どちらかが亡なくなっても王統は続くのです。ですからテュケーの神は、両方を護ってはくださいません」

　ガレリウスは目を剝むいた。

「大だい院いん司しが、前に言っていたことです。ミネルヴァさまが亡なくなれば、ミネルヴァさまの持つ力はシルヴィアさまに受け継つがれると。逆もまた然しかりです。いえ、テュケーの神はむしろそれを望んでおられるかもしれません。二つに分かたれた力が、統合されることを、です」

「な……んと？」

「私はもう学びました。神は人のためにおられるわけではないのです」

　ジュリオはガレリウスに背を向け、扉とびらに手をかけた。

「ならば、人は神を踏みつけてでも──人として、戦うしかない」







　ジュリオが出ていってしまった後も、しばらくガレリウスは地図卓たくの脇わきに立ちつくして、両開きの扉に彫られた大たい公こう家けの紋もん章しようを凝ぎよう視ししていた。

　神を踏みつけてでも、戦う。

（あのような言葉まで吐はくとは）

（かつて、巫み女こと偽いつわってまで信仰を学んだ者とは思えぬ）

　しかし、あそこまで追い込んだのは、他ほかのだれでもない──守しゆ護ご騎士の職務を与え、王おう太たい伯はくティベリウス、そして女王シルヴィアに近づけたのは、ガレリウスなのだ。












（まだ、それが失敗とはいえぬ）

（ジュリオの言動で、状況は大きく変わり続けた。それが悪影響であるかどうかは、まだわからぬのだ）

（おそらくあの者はもう止められぬ。まずもってして、純粋な武力でかなう者が、もうこの王おう城じようにはいない。アルビレオスですら、ジュリオは止められまい）

（私が嘆たん願がんを断った以上、あの者は──）

（そうだ。必ず、翡ひ翠すい宮に赴おもむく）

（兄ティベリウスに、直接逢あいにいくだろう。そして兄は、あのおぞましい案を受け入れるだろう。もはやそれは止められぬ）

　しかし、今すぐだろうか。ガレリウスは唇を嚙かみしめ、考えを巡めぐらせる。今このときではあるまい。まずはメルクリウスの身柄の解放が先だ。ならば。

　ガレリウスは大おお股またで軍議室を横切り、扉とびらを押し開いた。

「閣かつ下か、先ほどは申し訳ございませぬ」「ジュリオ殿が、いきなり」

　左右から衛兵が上ずった声で言う。

「よい。それよりも急ぎの任務がある。そなたらに頼みたい」

「はっ」

「そなたはジュリオを追いかけよ。言づてがある。メルクリウス殿の件、承うけたまわった、とだけ伝えよ」

　衛兵の片方は一礼し、すぐさま走り出した。ガレリウスはもう一人に向き直る。

「そなたは大だい将しよう軍ぐんアルビレオスのところに行け。このガレリウスが呼んでいると」

「はっ。しかし、閣下はこれからどちらへ」

「翡翠宮だ」

　もう一人の衛兵も石いし床どこを踏み鳴らして走り去った後で、ガレリウスは大股で廊下を歩き出す。

（ジュリオよりも先に、兄ティベリウスに逢う。それしかない）

（そこで──）

　額ひたいに手をやった。夢想の神イケロスの刻こく印いんが、ぼんやりと熱を帯びている。





　　






　石壁に切られた細い窓の外に、荒れた海が見える。

　吹き込む寒風は石にこすれて悲鳴をあげ、雨はわずかだが砦とりで内にまで吹き込んできている。そのせいで壁にまばらにならんだ松明たいまつの火はさんざんなぶられて揺れ、廊下を歩く十数人の影を壁に激しく踊らせていた。

（まあ、どうってことのねえ天気だ。本国のに比べりゃそよ風みたいなもんだ）

　窓の外を横目で見ながら、ニコロは思う。

（アンゴーラじゃあ、今いま時じ分ぶんはもう吹ふ雪ぶいてる）

　打ち上げて砕くだけた波は頭とうがそのまま凍こおってしまうのがアンゴーラの寒さだ。ここデクレヒトの冷え込みなど比べものにならない。しかも、今のニコロはアンゴーラの正式な軍装をしており、風にはためかないよう、また冷気が入ってこないようにと、裾すそも袖そでも襟えりもぴったりと布が巻きつけてある。ほとんど寒さは感じなかった。

「このあたりでは雪が降らぬのか？」

　ふと、ニコロのすぐ隣を歩く少女がそう訊たずねてきた。

「いえ。しこたま降りますよ。でも、まだ秋口ですから」

　そう気安い口調で答えてしまった後で、ニコロは口をつぐむ。肩越しに背はい後ごをそっとうかがうと、深い髭ひげで覆おおわれた渋じゆう面めんがいくつも、ニコロをにらんでいる。巨体を甲かつ冑ちゆうに包み分厚い長剣を帯びながらも、ほとんど足音を立てず付き従うこの十数人は、アンゴーラ帝室が誇る禁きん衛えい隊たい──つまり近衛このえ兵へいであった。

　ニコロはすぐ隣に目を移す。

　歩みにあわせて揺れる少女の頭は、ニコロの肘ひじあたりの高さだ。しかし、その銀の髪が戴いただく青い冠かんむりは、まぎれもなくアンゴーラ帝権のあかし。

「どうしたニコライ」と、女帝アナスタシアは目を上げて笑う。「禁衛の耳なぞ気にせず、昔通り気安い口をきいてよいぞ」

「は」

　ニコロは頭を下げる。

　若い日々のほとんどをアナスタシアの私室でともに過ごしたニコロは、こうして戻ってきた今、女帝との距離を測はかりかねていた。なにせあるじの肉体は十歳ほどにまで若返っている。逆に、ニコロはもう幼い小こ姓しようなどではない。

（あの頃ころは、もう飼い主ぬしと飼い犬みたいな触れあい方をしてたもんだが、いま同じように振る舞えってのも問題がないか？）

（まあいい。面倒だ。昔通り喋しやべれってんなら、そうしよう）

「雪が降らぬから、砦とりでもこう粗そ雑ざつな造りなのかと思っておった」とアナスタシアが言う。

「まさか。これでもデクレヒト城じよう砦さいは、聖せい王おう国こくの防雪建築の粋すいですよ」

　ニコロは肩をすくめた。

「外に防雪柵さくが見えるでしょう。それと、屋根の形はアンゴーラ式を参考にしたとか」

「ふん。我らは、雪は防げても兵は防げぬような、柔やわい砦は建てぬわ」

　アナスタシアはいくぶん愉ゆ快かいそうに吐はき捨てた。

　ニコロは昨日までの、ここデクレヒトの攻防を思い出そうとするが、あまりにも一いつ瞬しゆんのうちに片が付いてしまったため、よく憶おぼえていない。もとより聖王国の城は、氷ひよう象ぞうの進撃を止められるように造られていないのだ。王国北ほく衛えい軍ぐんは三日保もたなかったのである。

　やがて廊下は尽き、左手に大おお扉とびらが現れる。紫むらさきの聖せい軍ぐん旗きの上に重ねるように、紅あか地じ・海かい竜りゆう柄のアンゴーラ軍旗がかけられている。占せん領りよう時の習いだ。

　扉とびらの左右に控えていた帝国軍兵が、アナスタシアに向かって、床に額ひたいを打ちつける最さい敬けい礼れいをした。ニコロは扉を引いた。

　広間の壁には、びっしりと火が灯ともされていた。まっすぐ奥まで敷かれた深しん紅くの毛もう氈せんは、帝国から運んできたもので、色気のない造りの砦とりでの内装にはひどく不釣り合いだった。毛氈の左右にはアンゴーラ兵がずらりと並び、女帝が姿を見せると一いつ斉せいに唱しよう和わした。

「帝権讃頌ネブガラドミニオ！」

　それから、嵐あらしが麦畑を薙ないだかのように、兵たちがそろって平へい伏ふくする。

　広間の奥に、頭を下げない者が二人だけいた。どちらも聖せい王おう国こく軍ぐんを示すタバードを肩に巻きつけている。胸むねには真しん紅くの薔ば薇ら章しようが光っていた。装よそおいからして将しよう軍ぐん職だが、それにしては二人ともまだずいぶんと若く見える。片方など、まだ四十くらいではないか。

（帝国軍にしちゃあ、捕ほ虜りよをまともに扱ってるもんだな）

　ニコロは少し意外に思った。

　アナスタシアは広間の最さい奥おうの大きな椅い子すに案内された。二人の王国騎士は当惑ぎみの目で、幼い女帝を見つめている。両りよう脇わきで、アンゴーラ将軍が憤ふん慨がいするが、もちろん言葉が通じない。当のアナスタシアは騎士たちの困惑ぶりを面おも白しろそうに見ている。

「アナスタシア陛へい下かだ。見てわかるだろ」

　見かねたニコロが王国の言葉で言った。騎士は目を剝むく。

「なんでもいいから礼しろ。あんたら騎士だろうが」

　それでも二人はしばらくなにやかやと言い合っていたが、やがて眼前の幼い女帝に向かって立りつ礼れいし、口上を述べた。薔薇章しよう典てん範ぱんの礼れい法ほうに則のつとった見事な挨あい拶さつだったが、それが理解できるのはもちろんニコロだけであり、周囲に控える帝国軍の者たちからの無遠慮で敵意に満ちた視線──床に頭を打ちつけないとは無礼きわまりない、という非難──が、二人の捕虜に注そそがれた。

　挨拶の後も、二人はぼそぼそと言い合っている。

　ニコロは王国の言葉が聞き取れるので、二人の戸と惑まどっている理由が二つあることがわかった。一つはもちろん、アンゴーラを統すべる《巨きよ竜りゆう》たる女帝が、このようなあどけない少女であるということ。もう一つは、戦いくさなど知るはずもない女帝自身が侵略軍を率ひきいていたということだ。

「聖王国、北ほく衛えい将軍アルカンジェロ殿、ならびに北衛副将軍パスカーレ殿にございます」

　椅子の反対側にひざまずいた将軍がアナスタシアに耳打ちした。アナスタシアはうなずき、身を乗り出すと、二人の王国騎士にいきなり言った──王国の言葉で。

「妾わらわは、そなたら二人の齢よわいを足し合わせたよりも長く、毒蛇の巣たる帝室で生きてきた。小娘でもないし、そなたらよりも戦を知っておるぞ」

　北衛将軍も副将軍も青ざめ、礼というよりは恐怖で、膝ひざを折った。アナスタシアはくつくつと笑った。

「敵を見下し、嘲あざけり、踏みにじりはするが、侮あなどりはせぬ。そなたらの言葉くらいは学ぶ。アルカンジェロ、そなたの出身の西国訛なまりで喋しやべってもよいし、パスカーレ、そなたが聞き取りやすいイメイヘンの卑ひ語ごでもよいぞ」

　二人の将しよう軍ぐんはついに平へい伏ふくした。

（やれやれ。こうやっていびるためにわざわざ謁えつ見けんをさせたのか）

　ニコロは暗あん澹たんたる気持ちになる。捕ほ虜りよと直接話したいなどと言うから、おかしいとは思ったのだ。

「さて、面おも白しろい顔も見られた。退さがってよいぞ」

　アナスタシアの言葉に、北ほく衛えい将軍は顔を上げた。

「な……なんと？」

「退がれと言っておるのだ。悪いのは耳か、頭か？」

　アナスタシアはいやみたっぷりに十いくつかの方言で『退出せよ』という意味の言葉を繰り返した。将軍アルカンジェロの顔は羞しゆう恥ちで真っ赤に染まる。

「我らに訊じん問もんすることがあるのではないのか！」

　矜きよう持じを傷つけられたらしいアルカンジェロがわめく。

（騎士は馬ば鹿かが多いからな……）

（きつい拷ごう問もんでも受けて、それでも黙もく秘ひを通して、それでようやく屈くつ辱じよくを押し殺すことができる。捕虜として丁てい重ちように扱われると腹を立てるんだから、手に負えねえや）

　ニコロはこっそりため息をついた。差し出がましいとは思ったが、アナスタシアに目め配くばせしたところ、勝手にせよ、との反応が返ってきたので、ニコロは口を開く。

「あのな、こっちが知りたいのは託たく宣せん女じよ王おうの居所だけなんだ」

　騎士二人の顔がこわばる。

「それで、おまえらは二人とも言わないだろ」

「当然だ。聖軍騎士の矜持がある」

「たとえ両腕両脚を斬きり落とされ、両眼をえぐられようと、陛へい下かはお護まもりする」

　実際そんな目に遭あったときにどう泣きわめくかわかったものじゃないな、とニコロは皮肉に思う。

「いや、そうじゃない。おまえら二人ともそもそも居場所を知らないだろ」

　さすがに二人とも訓練を積んだ紅くれない薔ば薇らの騎士である。かまをかけても顔には出さなかった。

「ニコライ。そなた、追い詰め方が下へ手たよな」とアナスタシアが笑った。

「申し訳ございません」とニコロは肩をすくめる。

「よい。さっさと退がらせろ。ついでに将軍、兵たちも、全員だ。ニコライ、そなただけ残れ。それから、さっさとあの者を連れてまいれ」

　腕に縄をかけられて、広間から連れ出されようとした二人の将軍と、ちょうど連れてこられたもう一人の捕虜とは、大おお扉とびらのところで顔を合わせた。北衛将軍が息を吞のむ。

　帝国軍兵三人に囲まれ、毛もう氈せんの上をこちらに歩いてくるのは、一人の女だ。粗そ末まつな貫かん頭とう衣いを着せられ、細い鎖で両腕を縛られ、髪は乱れ、磨いた大理石のように冷ややかな美び貌ぼうは血で汚れている。

「……大だい院いん司しどの……」

　うめいた北ほく衛えい将しよう軍ぐんは、そのまま広間の外に引きずり出された。左右にずらりと控えていた兵たちも、そしてアンゴーラ将軍も、広間から出ていく。寒さが急激に増したのは錯さつ覚かくではないだろう。

　最後に、捕ほ虜りよを連れてきた兵たちが退出してしまうと、死に絶えたように静かな広間に三人だけが取り残される。

「……お久ひさしゅうございます、女帝陛へい下か」

　大院司ヒエロニヒカは薄笑いを浮かべて言った。発音まで完かん璧ぺきな、アンゴーラ語だ。

「縛ばくを解といていただけませんでしたので、礼を欠くこと、ご容よう赦しやくださいまし」

　ニコロはぞっとした。

（そう、たしかに、大院司だ。聖都サンチユリオ神しん官かん団だんの長ヒエロニヒカ）

（もう捕らえていたのか。しかも、これは──すでに尋じん問もんを受けた後）

（それにこの二人、面識があるのか？）

「変わらず美しいな」とアナスタシアが微笑ほほえむ。「ともに百年、齢よわいを重ねてきたが、妾わらわの身体からだは山また山、谷また谷。今やこのような幼おさな子ごの身よ。しかし、聞けばそなたは永くその姿を保っているというではないか。うらやましいぞ。ふ、ふ、新鮮な血のすぐそばにいられる特権か」

　ニコロの背せ筋すじの寒気が強くなる。

（いいのか。ここで、この対話を聞いてしまっていいのか）

（あるいは陛下は、おれがもう後戻りできないようにと、これを聞かせているのか）

「しょせん、女帝陛下の業わざは借りものでございましょう」ヒエロニヒカの口調は平静そうだったが、言葉の端々に苦痛がにじんでいるのがわかった。「それなのに、なぜ約やく定じようを破は棄きなさったのです」

　アナスタシアは愉たのしげに、舌なめずりをした。

　約定、とニコロは思う。やはり、存在したのだ。アンゴーラと聖せい王おう国こくとの不戦協定。それがなければ帝国はとっくの昔に聖都を制圧していただろう。

（この大院司は、百年以上生きている化け物だと聞く。約定の内容も知っているわけだ。いったいなんだ？）

「もう必要なくなった。ゆえに破った。他ほかに説明が必要か？」

　アナスタシアの口調は、猛獣が牙きばで捕らえた獲物を舌でもてあそんでいるようだ。

「帝室がお持ちのテュケーの血は、薄まり、力を失っておりましょう」

　ヒエロニヒカが言う。

「聖王家なくては、その回春の業わざは保てぬのですよ。女帝陛下、あなたのなさっているのは、来年の種たね籾もみまでも食べ尽くす愚ぐ行こうに等しいのです。おわかりにならないあなたではないでしょうに」

　ニコロはもはや悪寒を隠せない。

　聖せい王おう国こくと、アンゴーラとの契約。

（そういうことなのか）

（王国は、アンゴーラ帝室のために、若返りの血を育て、定期的に提供していた、と）

　テュケーの娘たちに子を産ませ、殖ふやし続けても、血は薄まり、行き詰まる。ニコロはまさにその傍ぼう流りゆう血統の終しゆう焉えんを断だん絶ぜつ城じよう塞さいの地下で目まの当たりにした。

（これまでは、そのたびに聖王国から……つまり、王女が……差し出されていた？）

「だから、もう、必要ないのだ」

　アナスタシアの笑みは、ついに毒蛇のそれに変へん貌ぼうする。

「来年の種籾を食い尽くす。ふん。よいたとえだ。来年がないことは、そなたがだれよりもよく知っておろうに」

　ヒエロニヒカの、仮面のような美び貌ぼうに、亀き裂れつが入ったかに見えた。

「妾わらわが知らぬとでも思ったか。は！　始まりの者と終わりの者はすでに邂かい逅こうしておる、じきに訪れるは、すべての星が喰くらわれ、時の果てる夜明けだ！」

　大だい院いん司しの膝ひざが折れた。毛もう氈せんの上に崩くずれ落ちそうになる。ニコロは思わず駆かけ寄り、その身を支えていた。

「来年のための種籾などなんの必要がある？　いま妾に必要なのは、大量の、正統なる、テュケーの血ぞ。無論、姉妹二人ともよ！」

「……な、なんの、ために」

　ヒエロニヒカの声は震ふるえている。

「愚ぐ問もんしか吐はけぬようになったか。妾が永えい劫ごうに生きて帝権を担になうためぞ」

「愚おろかな。人の世が尽きるのです。帝権なぞ、譫言うわごとでしょう。治める国などない、みな凍こおりつき、砕くだけ、消え失せるのですよ」

「人の帝権だと、だれが言うた」

　アナスタシアは椅い子すから立ち上がり、歯を剝むき、一歩、また一歩、ニコロと、そして崩れ落ちそうなヒエロニヒカに近づく。女帝の右手が持ち上がり、自みずからの額ひたいを指し示す。そこにぼんやりと、やがてはっきりと、ついには目を灼やくほどにまぶしく浮かび上がる青い光の紋もん様よう。ニコロの腕の中で、ヒエロニヒカは喉のどがねじ切られたようなうめき声を漏もらした。

「……イノ・モルタ……な、なぜ、あ、あなたがッ」

「さあ、言え。女王はどこにどう逃がした？　三万の軍がこの一帯を蝗いなごの群れのように捜し尽くしているが、見つからぬ。そなたがなにかしたのであろ。言え」

　ヒエロニヒカは唇を嚙かみしめ、首を振った。

「ふん。見事な忠ちゆう義ぎよな。帝臣どもに見習わせたいものよ」

　アナスタシアはさらに歩み寄ってくると、大だい院いん司しの髪を乱暴につかみ、顔を寄せ、囁ささやいた。

「心躍おどることを教えてやろう。そなたを先ほどまで尋じん問もんしていたのはな、ただの禁きん衛えい兵へいよ。尋問としては前菜に過ぎぬ」

　ぐいと腕を引き、ヒエロニヒカの身体からだをニコロの腕から引きずり出すと、床に投げ、アナスタシアは残忍そうな笑みで付け加えた。

「これから、専門の拷ごう問もん官かんが相あい手てする。存分に愉たのしめ」





４　不協和音







　乾ききった夕風が、砂すな埃ぼこりとともに血のにおいを運んでくる。エパベラ西門の外に広がった連合公国軍の宿営地は、負傷者と、撤てつ退たいするときに砦とりでから運び出した資材とでごった返していた。折れた棹さおの先でそれぞれの公国旗がみじめに風にはためいている。忙しく走り回る姿は衛えい生せい兵へいだけだ。

（いけない、もう日が暮れてしまう。早く撤てつ収しゆう部隊の宿営割り当てを済ませないと）

　西門そばの物見台から宿営地を見渡したパオラは、額ひたいの汗をぬぐって床にへたり込み、何枚も広げられた板に黒こく炭たんで指示を書き込んでいく。

　もともと衛生兵であるため、大勢の怪け我が人を見ると駆かけ出したくなる。しかし、今のパオラは指し揮き官かん代行なのだ。ひとりひとりに手当をしているひまはない。

「これ各隊に回してください、お願いしますっ」

　物見台のてっぺんから、指示を書いた板を投げる。下で受け取った連絡兵たちが分担して走り出す。パオラも、傍かたわらに置いていた分厚い作戦書を取り上げると、急いで梯子はしごを下りた。

　最も大きい軍議用の幕まく屋やに駆け込むと、すでに鎧よろいとタバードをつけた公こう爵しやくや騎き士し団だん長ちようらが顔をそろえていた。自分も指し揮き官かん用のタバードを肩に巻いているパオラだが、三倍も四倍も歳を重ねた男たちの前では、やはり恐縮してしまう。

「ごめんなさい、遅くなりました」

　露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうな視線がいくつもパオラをにらむ。老齢の公こう爵しやくたちだ。

「よい。早くここへ」

　上かみ座ざのザカリア公爵が、隣の椅い子すをあごで示す。フランチェスカの父親とは思えないほど温厚で優しい人間で、パオラはずいぶんと助けられていた。公爵の背はい後ごにはミネルヴァも控えていたので、少し安心する。

　パオラが席につき、作戦書を膝ひざに置くなり、キセルキニア公爵が口を開いた。

「一いつ刻こくも早い和わ議ぎを！　もはや王国と戦っているときではない」

　何人かが渋じゆう面めんでうなずく。キセルキニアはメドキアのすぐ北、アンゴーラにも女王直ちよつ轄かつ領りようにも近く、このまま帝国軍が南下してくればラボラジアの次に蹂じゆう躙りんされるとあって、必死なのも当然だった。加えてキセルキニア公は六十を超える老齢、遠えん征せい先の駐ちゆう留りゆうはそろそろ限界なのだろう。

「ザカリア公、王おう配はい候こうからの和わ睦ぼくの使者を独断で追い返したと聞きましたぞ。なぜ勝手なことをなさる」とキセルキニア公は唾つばを飛ばす。

「和睦ではない。降こう伏ふく勧かん告こくだ。我が軍の者の身柄まで要求してきたのだぞ、詮せん議ぎするまでもない」

　珍しくザカリア公が厳しい口調で突っぱねる。

「身柄……というと、聖せい女じよ殿の？」

「いや。フランチェスカではない」

　ザカリア公の視線は、ちらと背後のミネルヴァに向けられる。しかし、それ以上なにも言わない。キセルキニア公も黙り込む。騎士たちは訝いぶかしげに目を交かわしている。当のミネルヴァは苦々しい顔をして唇を嚙かみしめている。

　王配候がミネルヴァの身柄を要求してきた意味──つまり、ミネルヴァが託たく宣せん女じよ王おうの姉だということは、公爵たちには知らせていた。すでに隠し通せるものでもなかった。したがってその要求がとても吞のめるものではないことも、公爵らはわかっている。ミネルヴァは、公国連合が聖せい王おう国こくとなんらかの交渉をする際の、最大の切り札だからだ。

「今ここで和議を始めても、我らにかなり不利にござります」

　騎士団長の一人が言った。まわりもうなずく。

「砦とりではすでに八つ奪い返され、ほぼ戦線はエパベラまで押し込められました。補給もいよいよ苦しく、メドキア公も囚とらわれたまま。この状況で和議に入れば敗戦に等しく」

「さよう、せめてフランチェスカ殿が戻られるまで！」

　パオラはうつむいて作戦書のぼろぼろになった固い背表紙に目を落とす。唇を嚙んでこらえる。

　負け戦いくさ続きだった。拠きよ点てんのほとんどを失い、

「ふん。そのフランチェスカ殿の作戦とやらに七万の軍勢を預けて、このていたらくではないか」

　忌いま々いましげにうめいたのは、肥満体のケルマニア公こう爵しやくだ。フランチェスカがここエパベラにいた頃ころはさんざん持ち上げ、すり寄っていたが、手のひらを返したように冷ややかな態度である。パオラをにらんでくる目つきも、侮ぶ蔑べつに近いものを含んでいる。

「戦せん況きようが好転してから和わ議ぎを──と言い続けて、もう三日だ。悪くなる一方ではないか。この場にいない者の戦術なぞがどれほどの役に立つものか」

「フランさまはっ」

　パオラは思わず立ち上がり、どんと重たい作戦書を机に叩たたきつけていた。視線が一いつ斉せいに突き刺さり、うろたえてうつむいてしまう。それでも、なんとか声をしぼり出す。

「フランさまは、あらゆる状況を想定して対応策を書き残してくださいました。この場にいなくても、いるのと同じなんです」

「ならばその書を騎き士し団だん長ちようなりに渡せ。そなたは若すぎる、形の上とはいえ軍を率ひきいるのは無む理りがあろう」とキセルキニア公が言った。

「さよう。場合によっては各国軍が独断で動くことも必要」とケルマニア公。

「い、いけません、いま連合が割れては」

「ラボラジアの帰国も許可したではないか」

「あ、う、それは」

「ともかく小娘の出る幕ではない。書を渡し、兵の足を洗う仕事にでも戻れ」

　パオラの背はい後ごでみしりと床が軋きしんだ。ミネルヴァが憤ふん慨がいし、大剣を手に一歩前に出ようとしたのだ。あわてて制止しようと振り向いたとき、幕まく屋やの入り口近くで声がした。

「おそれながら、公爵」

　見事な赤あか髭ひげをたくわえた、キセルキニアの軍団長だった。

「万が一の漏ろう洩えいに備え、その書はパオラ殿のみが開くこととすべきでしょう」

「む……」キセルキニア公は鼻はな白じろむ。

「さようです。もとより書と状況をつきあわせて指示を配するだけの職にございます。フランチェスカ殿の選ばれた通り、パオラ殿におまかせすべきです」

　ザッパニア騎士も賛同する。あごのたるんだケルマニア公爵は渋じゆう面めんをつくって汗をたらす。最後に、ザカリア公爵がうなずいてパオラを見た。

「どのみちその書は、フランチェスカとそなたにしかわからぬような符ふ牒ちようが多く使われているのであろう？」

「は、はい」

　パオラは何度もうなずく。ザカリア公は他ほかの公爵たちを振り返った。

「ならば、次の攻撃作戦までは、フランチェスカの軍略に委ゆだねようではないか。メドキア公が囚とらわれたままの現状で和議に入っては、まず有利な条件は引き出せまい。それは卿きようらもわかっていよう」

　公こう爵しやくたちは渋しぶ々しぶうなずく。

「ならば、とにかく明日だ。攻撃の中核はザカリア軍が担になう。他国軍は掩えん護ごに回ってもらい、なるべく被害が出ぬようにしよう」

　ザカリア公は、幕まく屋やの出入口をにらんだ。そのはるか先にそびえているはずのサンカリヨンの城に向けられた目だ。

「このままではメドキア割かつ譲じようまで要求されるおそれがある。なんとしても、それだけは避けねば……」







　その日没を、クリスは宿舎の部屋の窓から眺ながめていた。壁にべったりと背中を預け、床に脚を投げ出していると、全身が疲労で軽くしびれ、汗臭くささがにじみ出てくる。固くなった手の皮は黒い垢あかでたっぷり汚れている。つい先ほどまで銀ぎん卵らんの先せん凸とつ隊たいと訓練をしていたのだが、今は湯ゆ浴あみの順番待ちである。クリスは顔つきも体つきも妙に女っぽいので一緒に湯を使っていると変な気分になる──というわけのわからない難なん癖くせをつけられて、ひとりで湯を使うように言われたのだ。

　おかげで、あのときのミネルヴァとの会話を思い出さずにはいられない。

　──けっきょくまた怒らせたままだ。

　──なんなんだ。ぼくが戦う理由は、ちゃんと説明したじゃないか。












　さすがのクリスも、ミネルヴァの理不尽ぶりに腹が立ってきた。

　──ミネルヴァのためでもあるのに。

　──このまま一緒にいたら、どうしようもない。だからひとりで聖都サンチユリオに行くんだって、そう言ったのに……

　その理屈がわからないミネルヴァではないだろう、とクリスは思う。

　つまりは、感情の問題なのだろうか。クリスだって、ミネルヴァとこれから離れなければいけないのはつらい。ミネルヴァも同じ気持ちだとしたら。

　──じゃあ、どうしたらいいんだ。

　このままルキウスを斃たおせたとして、ひとりで聖都に向かって、ほんとうにいいのだろうか、と思う。

　聖都の地下で、冥めい王おうと向き合う。そこで──どうすればいいのかはわからないが──クリスは、自分を自分の手に取り戻す。獣けものを宿し、操あやつられるままに人の命運を喰くらい、啜すすり続ける生を、断ち切るのだ。

　そこでクリスはふと気づく。

　──ミネルヴァは、ここのところ、死の予見をしなくなった。

　それはおそらく、果か胎たいの託たく宣せん──女王の夫となる男の予見をしたためだ。テュケーの血を持つ娘にとっての、絶ぜつ対たい的で、決定的な死。聖都王おう城じようの地下、銀ぎん陰いん宮において、クリスの手によってもたらされるはずの死。

　その託宣の前には、戦場での万の死の可能性はみな霞かすんでしまうのだろう。

　そしてもし、クリスがこのまま獣を超ちよう克こくできてしまったとしたら……

　──ぼくとミネルヴァは、一緒にいる理由がなくなる。

　──むしろミネルヴァは、ぼくから離れていなければいけなくなる。死の予定を迎えないようにするために。

　クリスは部屋の隅に溜たまった暗くら闇やみの中で、自分の両腕を抱いた。

　──それなのに、ぼくは聖都に行くのか。

　──ルキウスを殺して、あの刻こく印いんの力を奪い、ひとりで。

　神々の力を、自分の意志で欲ほつしたのは、はじめてのことだった。それまでのクリスにとっては、自分の生を翻ほん弄ろうするだけの邪魔なものに過ぎなかった、異い形ぎようの力。けれど今のクリスは明確に、催さい眠みんの神ソムヌスの力を必要としている。




　──その力がほしいの？




　声がした。クリスははっとして顔を上げた。

　窓の前に、外の光を遮さえぎり、人影があった。女だ。クリスの額ひたいと両手に、じんわりと熱が浮かぶのがわかった。

　この暗さで顔など見えるはずもないのに、クリスには、その女の顔が自分そっくりであるとわかった。ただ、額ひたいに獣けものの烙らく印いんはない。当然だ。

　──こいつ自身が、獣なのだから。

　生まれたときにはじめて見た、深く記憶に刻まれて忘れようもないその顔。名前も知らない、母親。




　──その力が、ほしいの？




　母親はそう繰り返した。声は直接、クリスの頭の中に響いてくる。耳をふさいでも無駄だ。目を閉じても無駄だった。その姿は闇やみの中で消えない。だからクリスは答える。

「そうだよ。おまえのためじゃない、ぼくのために、必要なんだ」

　おまえは出てこなくていい。クリスはじっと母親をにらみつける。血で汚れた粗そ末まつな服も、焼け焦こげた髪も、あの夜のままだ。山さん賊ぞくが村を襲い、家々に火を放ち、そしてクリスがその山賊たちもろとも母親を殺した、あの七歳の夜。




　──あなたは、もうそれを手にしている。




　母親が言った。クリスは目を細めた。

　──なんだ？　こいつはなにを言っている？

　どれだけ見み据すえても、母親の姿は揺らぎもしない。その目にたまった虚きよ無むの光も。




「思い出して。わたしと過ごした七年の間のことを」




　母親の声が、頭の中のおぼろな響きから、たしかなものに変わった。

「おまえは母かあ様さまじゃない」

　クリスは吐はき捨てた。

「どうしてわたしが、この姿でいると思うの」

「おまえが、ぼくにつけいるためだろう」

　母親は微笑ほほえみ、首を振った。

「思い出して。わたしといた七年間のこと。どうして──」

「黙れ。おまえは母様じゃないんだ」

「どうして七年もの間、あなたが村人たちに見つからずに済んだのか」

　──え？

　クリスは目を見開いた。いつの間にか、母親の姿は、すぐ目の前にある。

「どうして、わたしの顔が、あなたと同じなのか」

「なにを……なにを、言って」

「どうしてあなたはわたしの名前を知らないのか」

「どうして？　どうしてだって？　そんなの」

「どうして今わたしが、この姿で現れているのか」

　クリスは何度も首を振った。なにを否定したいのか、自分でもわからなかった。

　──どうして村人たちに七年も見つからなかったのか、だって？

　──わからない。こいつはなにを告げようとしている？

「あなたはようやく、求めた。その力を求めた。だから今なら、思い出せるはず」

「……いやだ。知らない」

「思い出して。あなたはもう、最初からそれを手にしている」

「いやだ！　離れろ！」

　そのとき、階下で足音が聞こえた。階段を上がってくる。そして、少女の声。

「……いいですか、今度こそちゃんと仲直りしてくださいね！　クリスさん、いま上にいるっていうから」

　──パオラ？　それに……

「だから！　喧けん嘩かしてるわけじゃないんだ。仲直りもなにもない」

　──ミネルヴァ！

　──まずい。この部屋に来るのか。今、烙らく印いんが……

　クリスは自分の手の甲に爪つめを立てた。熱が痛みに変わる。

　──消えろ、早く消えろ！　あのときと同じことが起きる、消えろ！

　目の前で、母親の顔に張りついた不気味な笑みがぐにゃりと歪ゆがむ。

「……思い出して……」

　その声も、流れる水の底からのように揺らぐ。階段を踏み鳴らす二人分の足音が、母親の声を闇やみに散らし、まぎれさせる。

「今は戦いくさなんですよ、クリスさんはいつもはっきりしないんだから、ミィナさんが一度ばしっと言ってあげないとだめです！」

「わかってるってば！　こら、ついてくるな、ひとりで行く！」

　足音が二つに分かれ、ひとつが部屋のすぐ外で立ち止まった。クリスはこわばった唾つばを飲み下し、暗い部屋を見回した。もう、人影はどこにもなかった。扉とびらに顔を向けたとき、闇が割れて廊下から燭しよく台だいの明かりが差し込んできた。その向こうに、火で照らされた紅あか色いろの髪も見える。

「……は、入る、ぞ」

　ミネルヴァがおどおどした声で言った。クリスは深々と息をついた。







　パオラは隣の部屋に入ると、しばらく机のまわりを歩き回り、壁に聞き耳を立てようかどうか迷った。

（二人の間のこと、ではあるけど）

（銀ぎん卵らんにとっても、連合軍にとっても重要なことだし……）

　しかし盗み聞きまでしてよいものか。

（あと、なんか痴ち話わげんかみたいになっちゃったらどうしよう）

　パオラが立ち止まって腕組みし、思案を打ち切ろうとしたとき、いきなり壁越しにぱあんと高らかな音が聞こえた。それからミネルヴァの怒ど声せい。

「──こ、この、ばかッ」

　パオラは跳とび上がりそうになってしまう。

（なに今の？　殴なぐった音？）

　壁に駆かけ寄るが、やはり耳を押しつけてまで聞くのはためらわれる。それっきり壁の向こうは静かになってしまい、不安をいっそう煽あおる。

（喧けん嘩かなんてしてないって言ってたくせに、どうみても喧嘩じゃない）

（二人とも、ほんと言葉が足りないんだから！）

　焦じれたパオラは、思い切って壁に片耳をつけた。

（……あれ？）

　ほんとうに、なにも聞こえない。ぼそぼそ声さえもだ。

（やっぱりあたしがついてればよかった）

　ぱっと壁から離れ、部屋を飛び出す。廊下をやかましく踏み鳴らし、クリスたちの部屋の扉とびらを乱暴に開いた。

「もう二人ともっ、もうちょっと落ち着いて、素直に──」

　そう言いかけたパオラは、愕がく然ぜんとして言葉を失った。クリスは壁かべ際ぎわにへたり込んでいた。その頰ほおが赤く腫はれているのが、蠟ろう燭そくのぼんやりした明かりだけでもわかる。他ほかに、部屋の中に人影がないのだ。

（ミィナさん、出てっちゃった？　ああもう最悪！）

「クリスさん、なにぐったりしてるんですか一発殴られたくらいで！　どうせまた無神経なこと言ったんでしょ、なんで追いかけないんです！　下行っちゃったんですかっ？」

「え？　あ、ああ、いや」

　クリスはぼやけた声で曖あい昧まいに答える。パオラは扉を叩たたきつけるように閉めると、階段に向かって走り出した。

（サンカリヨン攻めには、絶ぜつ対たいに二人とも必要なのに！）





　　






　サンカリヨン城は、無計画に増築を重ねた凡ぼん百ぴやくの古こ城じようとはちがい、大聖堂と城じよう郭かく、さらに市街地を囲む城じよう壁へきまでもが一体となって設計された、禁欲的な造形美を持つ一大建築物であった。

　しかし今は、醜みにくい大きな二つの傷がある。

　破られて補修中の東門、そして南の城じよう閣かくと大聖堂とをつないでいた高い渡り廊下の無む惨ざんな崩ほう落らく痕あとである。どちらもかつての戦いくさで銀ぎん卵らん騎き士し団だんに破壊された。

（あの渡り廊下は、ミネルヴァさまがあの大剣と腕ひとつで叩たたき崩くずしたと聞く）

　公こう爵しやく執しつ務む室しつの窓から見上げると、渡り廊下の落ちずに残った両端は、暗い夜空に食い込む一対の爪つめのようだ。王おう配はい候こうルキウスは、堅けん牢ろうな石組みを断ち割ったというミネルヴァの恐るべき剣撃を思い、自分の額ひたいに手をやる。包帯の下の肉はごっそりとえぐられている。

　数日前、銀卵騎士団の宿営地を襲撃した折、受けた手傷だ。まだ癒いえていない。

（あのとき、ミネルヴァさまの剣先は指三本ほど離れていたはず）

（剣圧だけで、だ）

　あの一いち撃げきを思い出すだけで、背せ筋すじがぞくぞくと奇妙な悦よろこびに震ふるえる。

（あれを女王に戴いただくことになるやもしれぬのか）

　ルキウスは肩を揺らして忍び笑いを漏もらす。

（ぞっとせぬな。ガレリウス殿は手を出すなと言っていたが……）

（あれは、敵に回したいものよ。この手で切り刻み、泣き叫ぶところが見たい。そう、できれば獣けものの仔この目の前で）

（なんといっても、この私の刻こく印いんを傷つけたのだ）

　煮えた蜜みつのような憤ふん激げきが、腹の底からにじみ出てくる。あの美しい細身を切り裂さき、あの紅あか色いろの髪をなお色濃い血で染めなければ、とうていおさまる怒りではない。

「……閣かつ下か？」

　背はい後ごに控えていた軍使が、心配そうに訊きいてくる。報告の途中で、ルキウスが窓の外に視線を投げ、物思いにふけってしまったためだ。

　ルキウスは軍使に向き直り、深く息をついて怒りを腹に押し込め、訊たずねた。

「それで、シルヴィアさまは、まだ消息がつかめぬと」

「はい。大だい院いん司し、北ほく衛えい将しよう軍ぐん、ならびに副将軍は捕ほ虜りよとした、とアンゴーラ側からの通達がございましたが、陛へい下かは……」

「ふむ……」とルキウスは腕組みする。

　アンゴーラ側の噓うそという可能性もあるが、理由が考えづらい。

（ヒエロニヒカがうまく逃がしたか）

（あるいは、そう、あの方が自力で逃げたか）

　シルヴィアは今や、かつてのようなか弱いだけの女王ではない。折れない心に加えて、着実にテュケーの本来の力を発はつ現げんさせつつある。

（しかし、死んでもらっては困る。我々の重要な手て札ふだだ）

　ともかく、ここメドキアで公国連合軍と悠ゆう長ちようににらみ合っている場合ではなくなった。一いつ刻こくも早く休戦に持ち込みたい。その思いはおそらく、ラボラジア軍に離り脱だつされた公国側も同じはずだ。

（もとより、エパベラごとき田舎いなか町まちに七万近くの軍が駐ちゆう留りゆうしているという現状に無む理りがある。坐ざして待っていればいずれ破は綻たんしたのだが……）

「ザカリアの女め狐ぎつねめが戻る前に、けりをつけとうございますな」

　そばに控えていた参さん謀ぼう官かんが言った。ルキウスはうなずく。フランチェスカ・ダ・ザカリアが連合を離れている、なによりの好機なのだ。あの女がいないうちに、なるべく有利な休戦協定を結んでしまうことだ。

（そのためには、獣けものの仔こを殺すのはもとより、ミネルヴァさまを捕らえることだ）

（できれば指し揮き官かん代行も、だが……）

「現在の指揮官は、たしかに十五かそこらの小娘のようです」と参謀官。「どうやらこの娘、フランチェスカ・ダ・ザカリアの影武者だったようで」

「ふん？　それで代行を？　くだらぬな。ザカリア者は若い女に率ひきいられぬと戦えぬような性せい癖へきでもあるのか」

　ルキウスの言葉に、参謀官は乾いた笑いを漏もらす。

「しかし、フランチェスカ・ダ・ザカリアが書き残した作戦書を携帯しておるのはたしかです。他ほかの者に一いつ切さい触れさせぬとのことで、漏ろう洩えいを防ぐためでしょうな」

　ルキウスは、三歩ほど離れたところにある卓たく上じようの、分厚い紙束に目をやる。

　こちらも状況は似ている。王宮指し南なん役やくカーラが記した戦術書。フランチェスカ・ダ・ザカリアの師しだったというカーラは、考え得るあらゆる状況における公国軍の戦術を先読みして書面にまとめてしまった。そして実際に、公国軍の布陣すべてを読み切り、各所の砦とりでの攻防で聖軍は連勝を続けたのだ。

「戦術家としても、師の方が上うわ手てであった──というところでしょうか。空恐ろしい女です。敵に回したときのことを思うと」

「ふん。女狐めの師であったことが偶然うまく働いたに過ぎぬ」

　ルキウスは吐はき捨てた。たしかに見事な読みではあったが、どうにもあのカーラという女は気に食わない。しかしその話はそこで打ち切り、待機していた軍使に向き直った。

「ガレリウス殿に、今の話をすべて伝えよ。加えて、あと十日で和わ議ぎをまとめ、聖都サンチユリオに戻る、と」

「はっ」

　軍使が部屋から出ていったのを確認したルキウスは、包帯の巻かれた額ひたいに手をやり、肩から力を抜き、部屋の奥の豪ごう奢しやな寝ね椅い子すを振り返った。

　そこにぐったりと座すわっていたローブ姿の老人が、はっと気づいて顔を上げる。禿はげあがった額に粘ねん土ど板ばんのひび割れのような皺しわが寄る。

「……ルキウス公。い、いつからそこに」

　しわがれきった声で、メドキア公こう爵しやくはうめいた。長い軟なん禁きん生活で、身体からだはともかく精神はくたびれきっているらしく、目には一滴の生せい気きさえもない。

「さきほどから、ずっと」

　ルキウスは、愉ゆ快かいさが声に出ないようにと苦労しつつ答える。

「この部屋は城内でもとくに眺ながめがよいので、使わせていただきました。軍使の報告と、簡単な軍議とに」

　壁かべ際ぎわに立つ参さん謀ぼう官かんも、にやにやと笑っている。

「な……なに？　さきほどから、わしはひとりで」

　メドキア公は、困惑しきった目を、ルキウスと参謀官との間にさまよわせている。その声は、濁にごりきっている。ルキウスは忍び笑いをしながら、額ひたいの傷のわずかな痛みを指で塗ぬり広げる。

（ほぼ回復した）

　人間の認識力を蝕むしばむ、催さい眠みんの神ソムヌスの刻こく印いん。メドキア公の目は、ルキウスや参謀官や軍使の姿を映うつしていただろう。耳は、ルキウスたちの会話を聞き取っていただろう。しかし、それらが意識に届かなくなる。認識できなくなる──

（ミネルヴァさまから引き離しさえすれば、獣けものの仔こといえど恐るるに足らず）

（休戦を焦あせったきやつらは、強引に攻めてこよう。なお好都合）

「メドキア公、お聞き及びの通り、王国はアンゴーラの攻撃を受けている。もはや王と臣とで争っている場合ではありませぬ」

「そう承知しておられるのなら、即刻メドキアから兵を退ひかれるがよろしかろう。今は北方の守りを固めるとき」

「兵を退くべきは公国側にござろう。老公が連合公国軍に口添えくださるなら、ご家族は解放いたすが、いかがか」

「笑止。我が息子らも、サンカリヨンを離れるつもりなどござらぬ。メドキア公こう爵しやく家に、誇りなき者はおり申さぬ」

　ルキウスはにたりと笑うと、卓たく上じようの作戦書をかき集めた。

「……老公がそうおっしゃるであろうと、これにも、そう書いてある」

　老公爵は眉まゆを寄せただけだった。ルキウスの言葉の意味がわからなかったのだろう。ルキウスは公爵を残し、参謀官を伴ともなって廊下に出た。立りつ礼れいする衛えい兵へいにうなずいて鍵かぎをかけさせ、歩き出す。

　背はい後ごから追いつき、寄り添ってきた足音があった。薬で脱毛した頭を白い頭ず巾きんで隠した、年齢のよくわからない男だ。両手は長ちよう衣いの袖そでの中で組み合わせている。あきらかに神しん官かんの装よそおいだが、『蛸たこ』と呼ばれる間かん諜ちようの一人だった。それぞれがさまざまな身分・職業に身をやつし、各所に潜せん伏ぷくする。この男は幼い頃ころから神しん学がくを学び、神官団の中で出世を重ねてきた。三さん大たい公こう家けに忠誠を誓っていることを除けば、まったく本物の高位神官と同じである。

「時間がかかったな」とルキウスはつぶやいた。

「申し訳ございません」

「たしか、か？」

「はい」頭巾がかすかに揺れる。「獣の仔とミネルヴァさまの接触にともない、不可解な氷結が確認されました。宿の床まで凍こおって砕くだけそうになっていたと」

「そこまで獣けものの烙らく印いんが開けるようになったか。あの小僧め、オルクスにますます近づいているということか」

　ルキウスがつぶやくと、右手後ろに付き従って歩いていた参さん謀ぼう官かんが口を開く。

「ミネルヴァさまのそばに放置しておくには、あまりに危険です。一いつ刻こくも早く殺さねば、どれだけの被害が出るか」

　ルキウスはにたりと笑った。

「そして、向こうもそれはわかっていよう。好都合よ」

「好都合……とは」

「わからぬのか？　獣の仔こが刻こく印いんを開くときには、ミネルヴァさまはその近くにはいられない、ということだ」

　ルキウスは自分の手を見下ろし、指を開き、再び強く握にぎる。

「きやつがひとりならば、我がソムヌスの神の力から逃れる術すべはない。今度こそ、この手で必ず殺す」

「なぜ閣かつ下かが手ずから殺すことにこだわられるのです。その……」参謀官が言いにくそうに言葉を濁にごす。「お怪け我がをなさったときも。兵たちに囲ませればよろしかったでしょうに。閣下が危険に身をさらされるようなことは」

「ふん」

　ルキウスはせせら笑う。

「ティベリウス殿がな、面おも白しろいことを言っておられたそうだ。そこの『蛸たこ』に聞き出させたことだがな」

「王おう太たい伯はく陛へい下かが？」と参謀官は眉まゆをひそめる。

「刻印の力、とは」とルキウスは自分の額ひたいを指さす。「冥めい王おうオルクスの分割された力だ。百十一の堕だ神しんたちが奪ったものだ」

　参謀官は青い顔でうなずく。

「つまり、我が力は獣の一部ということになるな」

「……そうなりますが、それが」

「しかし、獣の仔が持つ烙印も、獣の一部だ」

「はい」参謀官の声には戸と惑まどいがにじんでいる。

「獣の仔は、刻印を持つ者を殺し、その力を奪う。あやつにできるのなら、私にもできる。破片の大きさはちがえど、どちらも獣の一部であることには変わらぬのだからな」

　参謀官は顔を引きつらせ、危うく立ち止まりそうになり、足を速めて追いついてくる。法ほう衣いの『蛸』の方は一言も発さず、足取りも乱さないままだ。

「では」

　参謀官の言葉の間に、喉のどの鳴る音が挟はさまる。

「閣下が、あの者の持つ力を、奪えると」

「そうだ。死者の王としての力だけではない。陶とう酔すいの神イアコス、恐きよう慌こうの神フォボス。みなこの手に握にぎれる」

　それきり、参さん謀ぼう官かんは黙り込む。

　もちろんその沈黙の理由はルキウスにもわかる。これを知った者はみな、恐るべき可能性に思い至る。三さん大たい公こう家けの者同士で殺し合い、刻こく印いんの力を奪い合う──ということが、あり得るのだ。

（まさに命運を喰くらう災さい厄やくの獣けものよ。存在するだけで争乱を巻き起こす）

　ルキウスは二人を伴ともなって軍議室に入った。待機していた千人長たちが一いつ斉せいに立ち上がり、礼する。卓たく上じようの燭しよく台だいには火が灯ともされ、広げられたサンカリヨン周辺の地図を照らしている。ルキウスは奥の椅い子すに腰こしを下ろした。参謀官は右隣の席につき、神しん官かんは斜め後ろに立ったままだ。

　地図の脇わきに、カーラの作戦書を置くと、ルキウスは着席した一同を見回し、言った。

「公国軍は窮きゆうしている。明日の攻撃が最後になる公算が大きい。そうだな」

「調べでは」と神官が背はい後ごでうなずく。

「しかしこのサンカリヨンは一日で落ちる城ではない」

「獣の仔こを使うのでは」と参謀官。

「それしかないだろう。冥めい府ふの門を開けば、どれだけの死が喚よび起こされるか。しかしやつの力は味方をも巻き込む。力が及ばぬのはテュケーの庇ひ護ごを受けたミネルヴァさまのみ。そのミネルヴァさまも、しるしを開いた獣のそばにいては危うい。となれば」

「なるほど」

　騎士の一人が、咳せき込こむように笑った。

「獣の仔は、軍を離れてからこのサンカリヨンの中心に達し烙らく印いんを解放するまでの間、まったく単独行動になる、と」

「そうだ」

　ルキウスも歯を剝むく。

「そしてミネルヴァさまが同行しないということは、私の力を破れぬということ」

　ルキウスは肩を揺らした。列れつ席せきした騎士たちの間にも、残忍そうな笑みが広がる。

　刻印の使い方にも戦い方にも長たけていたコルネリウス、デュロニウスは、しかし獣の仔に敗やぶれた──ミネルヴァがそこにいたからだ。

（あの二人が触れ合っている間、たしかに、なんらかの信じがたい命運作用が生まれる。神々の予定さえも覆くつがえすほどのことが起きる。それは認めねばなるまい）

（しかし、獣の仔ひとりならば、怖れることはない）

（刻印を開く前に殺せばよいのだ）

（コルネリウスもデュロニウスも、愚おろかにもあの者を利用しようとした。それが誤りよ）

（刃やいばが届くときに殺しておけばよかったのだ）

「しかし、ほんとうにそのような、人じん智ちの及ばぬ不確かな力に賭かける作戦に出ましょうか。なにせ東門の補修は終わっておりませぬ。定じよう石せき通りの総力攻こう城じよう戦せんに持ち込むやも」

　参さん謀ぼう官かんのひとりが、やや不安そうに異を唱となえた。

「総力戦はない。王宮指し南なん役やくがそのように読んでおる」

　ルキウスは、作戦書をあごで示した。

「気に食わぬ女だが、銀ぎん卵らん騎き士し団だんの者を陥おとしいれる術すべに関しては、他ほかのだれよりも長たけていると認めざるを得ぬ。駄目押しの作戦まで用意しておるわ」

「と言われますと」

「明日の攻撃直前に、これを公国側に流せ」

　そう言ってルキウスは、背はい後ごに控えていた神しん官かん──『蛸たこ』に、カーラの作戦書を渡した。居並ぶ騎士たちがそろって目を剝むき、それから一人、また一人と腑ふに落ちた顔になる。

「……なんとも、陰険な作戦にございますな」

「しかしこれで、しょせん寄せ集めの公国連合軍はばらばらに」

「そうだ」とルキウスはうなずく。「これできやつらはもはや、銀卵騎士団のみで行う、これまで通りの小こ賢ざかしい奇き策さくしかとれぬ」

　しかも、恐るべき指し揮き官かんフランチェスカ・ダ・ザカリアは不在であり、預けた戦術はすべて読み切れるのだ。せせら笑いが広がる。

「七万の軍など見せかけよ。敵はわずか千名足らずと考えてよい。銀卵の旗だけを叩たたき潰つぶせばよいのだ」

　騎士たちは力強くうなずいた。

　参謀官が卓たく上じように身を乗り出し、詳細な指示を振り分け始めた。背後の神官は、いつの間にか姿を消していた。





５　聖戦の旗き手しゆ







　枢密議コンクラーヴエの日取りはフランチェスカの提案により、三日も繰り上げられることになった。多数派工作や市民の人気取りのための礼れい拝はいで忙しい枢すう機き卿けいたちも、さすがにだれひとり異を唱となえなかった。エパベラからの急きゆう使しがプリンキノポリに到着したからである。

「アンゴーラ急襲を受け、ラボラジアは全軍引き上げ──」

　大教会の南聖堂でその報告を聞いたフランチェスカは、さすがに蒼そう白はくになった。その場に同席していた僧たちも、アンゴーラと聞いて騒然となった。

「枢密議コンクラーヴエの日程を繰り上げましょう」

　フランチェスカは凛りんと通る声で騒ぎを断ち切った。聖堂にいた書記僧の一人に言う。

「明日……はさすがに無む理りですわね、明後日。必要な日程の組み直しをお願いしますわ」

　書記僧は恐縮して頭を下げた。それからすぐにも枢機卿全員を集めるように指示し、ほとんど有無をいわせぬ合議で日程変更を決めてしまったのだ。







　夜、自室に戻ったフランチェスカは、教母用の装そう飾しよくの多い祭さい服ふくを肩からむしり取って床に投げると、寝しん台だいに突っ伏した。疲労は限界に達しようとしていた。後悔などしてもしかたがないと頭ではわかっているが、それでも、もし自分がエパベラに残っていれば──などと考えてしまう。

（今は、信じるしかないのだ）

（パオラや、ミィナや、クリス。お父様。銀ぎん卵らんの面々を）

　いますぐにプリンキノポリを発たって戻ったところで、三日早くエパベラに着くだけだ。どのみち大勢は決しているだろう。いや、決していなければまずい。内戦など早々におさめて北に注力しなければ、聖王家も七公国もまとめて蹂じゆう躙りんされる。

　なぜアンゴーラが今──という疑問も、押し殺さなければならなかった。材料が少なすぎて、考えてもわからないことだ。フランチェスカはここプリンキノポリで最良の結果を出した後、最速でエパベラに戻るしかない。

　しかし、どうしようもなく物思いは曲がりくねった水路に潜もぐり込んでいく。アンゴーラと聞いて、ニコロを思い出さないわけにはいかないのだ。

（ニコロがいなくなったのは、およそ一ヶ月前）

（あれがアンゴーラの間かん諜ちようだったのは、まず間違いない。そうでなくてはあれほど念入りに家系図を偽ぎ造ぞうできはしない）

（帝国になんらかの情報を持ち帰り、その情報をもとに、進軍を決定した……？）

　フランチェスカは寝返りを打つ。

　理性で無駄だとわかっていることを、感情は繰り返しこね回す。それは、とくに疲れて目を閉じているときなどには、押しとどめようがない。

（あたくしは、ニコロを止められたのだ）

（異い教きよう徒とだ、家系図は偽ぎ造ぞうだ、と告発するだけでよかった）

　そうすればニコロは国外追放、あるいは処刑されていただろう。けれど、それで今回のアンゴーラの侵しん攻こうがどうにかなったとも思えない。

「──フラン様」

　扉とびらの外で声がした。ジルベルトだ。

「お入りなさい」

　扉が開き、黒ずくめの長身の影がするりと寝室に入ってくる。後ろ手に扉を閉めると、ジルベルトは言った。

「馬の手配は明後日までになんとかできそうです。この季節ならばイル・デル・グレコから海路でザカリエスコ経由の方が早くエパベラに着けます」

　フランチェスカは頭の中で計算する。出発は明後日の夜になるだろう。

「八日後──になるかしら」

「はい。俺おれひとりなら、早はや馬うまを乗り継ついで四日でエパベラに戻れますが」

「あら。それじゃあ、あたくしもジルの腕の中に同乗させてもらおうかしら」

「一頭に二人乗りでは、けっきょく遅くなります」

　フランチェスカはくつくつと肩を揺らせる。冗談の通じない近衛このえ隊たい長ちようは、こういう気分のときにはありがたい。

「ときに、フラン様」

　ジルベルトが急に声をひそめた。口調だけではない。軍隊訛なまりのザカリア方言に変わっている。外部の者に聞かれたくない話、ということだ。

「プリンキノポリに着いてから、ずっと何者かに監視されている気け配はいがあります」

　寝しん台だいの上でフランチェスカは身を起こす。

「ずっと、なのね？」

「はい。気配だけ、という無意味な報告をせねばならないこと、お赦ゆるしください」

　ジルベルトにしては珍しいことだ。厳格で現実的な戦闘員であるこの男は、曖あい昧まいな発言はまずしない。不確かな情報は指し揮き官かんの判断を狂わせるからだ。カーラの教えにもあった。弓がほんの髪一本分揺れただけで、矢の刺さる場所は何歩分もずれる。

「常時、何者かに見られている──としか言えぬのです」

　大教会にいる間じゅう、ひたひたと圧迫感が這はい寄よってきているのは、フランチェスカも感じていた。ただ、それは迫る枢密議コンクラーヴエへの緊張や遠くエパベラの戦せん況きようへの心残りではないかとも思えた。

（ジルが言うのなら、何者かがいるのだ）

「敵、だと思う？」

　ジルベルトは固い表情で首を振った。

「わかりません」

　そう答えるしかないだろう、とフランチェスカも思う。聖せい王おう国こくの憲兵隊かつ隠おん密みつ部隊であった黒薔ば薇ら騎き士し団だんの一員たるジルベルトだ。当然、この不本意な報告をする前に、教会内をあらかた調べているにちがいない。

（それなら今は、放ほうっておくしか──）

　二人の視線が同時に扉とびらに注そそがれた。廊下に、大勢の人の気け配はいがしたからだ。

　扉を叩たたく音に、フランチェスカは身を固くする。

「……フランチェスカさま。夜分に、申し訳ございません」

　コモンドールの枢すう機き卿けいの声だ。なぜこんな夜遅くに？

　フランチェスカは寝しん台だいから下り、扉に近づいた。ジルベルトが首を振って扉との間に割って入り、先にノブをつかむ。

　廊下には、枢機卿らを先頭に、燭しよく台だいを手にした大勢の僧の姿があった。みな、ザカリエスコ大だい司し教きように反はん目もくしている者たちだ。多くは、すでにマルマテオ師しへの投票の約束をとりつけている。

「どうなさったのですか」

　問いながらフランチェスカは、一群の顔を探った。マルマテオ師の姿はない。

「内密のお話がございます」とコモンドール大司教が言った。

　フランチェスカはジルベルトと僧ら十人近くを伴ともなって、すぐ近くの神しん具ぐをおさめる大きな蔵に入った。蠟ろう燭そくの火が、神像や装そう飾しよく楽器、神しん話わの場面を綴つづったタペストリといった貴重な品々をおぼろに照らす。祭さい服ふくの上からローブを巻きつけた僧の一団も、石像めいて見えた。

　最後に蔵に入ったフランチェスカは、ジルベルトとともに入り口にいちばん近い場所に立った。

「なんのご用でしょう」

「枢密議コンクラーヴエでの選挙の件にございます」

「そのお話は、みなさまとの間では済んでいるはずではありませんの？　マルマテオさまに、なにか問題でも」

「はい。そのマルマテオ司教補からの提案で、いち司教補の身に、教会を統すべる職が務まるはずはないと」

　フランチェスカは息をついた。

「みなさまも重々ご存じの通り、枢密議コンクラーヴエでの選挙は神々の御意思。選ばれた方に拒こばむ権利はありませんのよ」

　裏でどれほど人間くさく欲望にまみれた多数派工作が渦うず巻まいていようと、中央大聖堂で執とり行われる枢密議コンクラーヴエはれっきとした神事であり、その投票結果は人じん為いではなくパルカイの神々の御み心こころがもたらしたものとされる。もっとも、これまで、総そう主しゆ教きようの地位を拒むような人間が選出されたことはなかったので、辞退が問題になることもなかった。プリンキノポリ教会の三百年以上の歴史の中で、はじめての珍ちん事じなのだ。

「しかし、我々としましても、司し教きよう補を選ぶというのは、どうも」

「さよう。まだ員数も足りておりませぬ」

「フランチェスカさまが表立って否定しておりませぬので、ザカリエスコ大だい司し教きようはまだフランチェスカさまの助力があると触れ回って、だいぶ支持を集めておりますし」

　フランチェスカは眉まゆを寄せた。

（マルマテオ師しが負けたときに、自分たちの立場が悪くなることを案じているのか）

（なぜ今さら？　そこは何重にも説とき伏せたのに）

　枢密議コンクラーヴエは神事であり、「選挙」とは呼ぶものの、紙や木片を用いるような下世話な手段はとらない。香こうが焚たかれ祈りが捧ささげられる中、施せ錠じようされた大聖堂に集った司教たちは、ただ選んだ者の名を「叫ぶ」のである。全員が一致した場合、神々の意思が濁にごりなく下されたと判断され、総そう主しゆ教きようが決定する。一致しなければ、一致するまで繰り返す──空気が澄み通って天意が地上に正確に伝わるまで、である。実際には、一派を残して他ほかのすべてが脱落するまで「叫び」が続けられる。つまり、声が涸かれるか心が折れるかした者から投票権を失っていくということである。

　死人さえも出したという記録の残る、この恐るべき選出形式の要点は三つ。

　ときに日をまたぐほどに時間を要すること。

　必ずしも多数派が勝つとは限らず、そのときの空気に結果が支配されること。

　そして、勝利者と敗北者それぞれに与くみした者がはっきりと峻しゆん別べつできること。

（マルマテオ師の名を叫び続け、負けた場合、新総主教に冷れい遇ぐうされる）

（その俗世的きわまりない恐れは、こちらの武器にもなるのに）

　発声が僅きん差さで拮きつ抗こうしたとき、勝つ側に鞍くら替がえすれば選挙後の優ゆう遇ぐうが期待できる。そういった何人かの欲望の生み出すわずかな傾きが、一気に流れを変えることもある。どちらに傾くのか、それを決めるのは、たとえば──

　絶大な人望を持ちつつ被ひ選せん挙きよ権けんを持たない者。

　フランチェスカは淡あわい微笑ほほえみをつくり、胸むねの瑠る璃り剣けんに手を添え、一同を見渡した。

「あたくしを信じてくださいまし。この身は、前猊げい下かに手ずから祝しゆく福ふくを賜たまわりました。必ずや天意が向きますわ」

　しかし、枢すう機き卿けいたちは首を振った。

「フランチェスカさまのご威い光こうは疑いなきもの。だからこそ、です」

「……だからこそ？」

「はい。フランチェスカさまの名で、天意をまとめるべきであると、我々は考えます」

「お戯たわむれを。あたくしは女ですわ」

「いえ」

　枢機卿の後ろに控えていた、おそらく最年長であろう司教がしゃがれた声で言った。

「マルマテオ司し教きよう補は全地教会でも最も学識深きお方。その司教補が、見出されました。我らも文献を確認いたしました」

　その頭ず蓋がい骨こつめいた顔の輪りん郭かくが、揺れる蠟ろう燭そくの火の向こうで陰いん影えいを移ろわせる。

「なにを……です？」

　フランチェスカの声も、骨をこすり合わせるような不気味な音に変わっている。

「史上わずか二例、先例がございました。いずれも戦時中です。南方の蛮ばん族ぞくを平定し、この地に大教会を築かんとしたとき、そして聖王家が成立しテュケー神殿の勢力が増し、司教領を脅おびやかそうとしたときです」

「だから、なんの先例なのです」

「軍を自みずから率ひきいた総そう主しゆ教きようが戦いくさに斃たおれられ、それを受けた枢密議コンクラーヴエで、このような議決がなされた例です──戦勝まで総主教座を空くう位いとし、軍神ベローナの御名のもとに選ばれた聖戦の旗手を代理とする、と」

　ジルベルトの眉まゆがわずかに動いた。フランチェスカは、自分が息を吞のむのをこらえられたかどうか自信がなかった。

　軍ぐん神しんベローナの名において選ばれた、聖戦の指し揮き者しや……

　枢すう機き卿けいがぼそりと、まるで短剣を心臓に突き立ててとどめを刺すように、つぶやいた。

「うち、一例は、女性でございました」

「……あたくし、を、総主教代だい理りに？」

「はい。それが今の神々の御意思であろうと、マルマテオ司教補は申しております。我々も賛同いたします」







　マルマテオは、西尖せん塔とうの鐘しよう楼ろうでひとり祈き禱とうをしている最中だった。螺ら旋せん階段を駆かけ上がり、鐘の下の小さな丸い堂にフランチェスカが駆け込むと、わずかばかりの蠟燭の火が灯ともる簡素な祭さい壇だんの前で、灰の山のような人影がもぞりと動き、振り向いた。

「マルマテオさま。どういう──」

　そこまで言いかけて、フランチェスカは言葉を吞み込む。マルマテオが両眼に白い布を巻きつけていたからだ。

「お邪魔いたしましたか」

「いえ。これは、蠟燭の火で星が見えぬので、目をふさいでいるだけです」

　老ろう師しは布をするすると外した。それから、背はい後ごの壁の高みを見やる。鐘楼の上部はちょうどあずまやのように吹きさらしになっており、鐘を囲む支柱の間に夜空が見えた。

「真西、ですな。ひときわ赤く燃えておるのが、ベローナです」

「存じていますわ」

　軍神は、その実、最も多くの祈りを集める神だ。美しく作法に則のつとった礼れい拝はい堂どうでの祈りではなく、多くは砂すな埃ぼこりと血と鋼はがねのにおいにまみれた戦場での、兵たちの祈り。西の空にかかる血の色の星は、勝者の頭上に輝く星であり、敗者を災わざわいに導く星でもある。

（今になって、老ろう師しが軍ぐん神しんベローナに祈るとは）

（決心が固いということか）

「コモンドール大だい司し教きようさま他ほか、みなさまがあたくしの寝室にまでわざわざいらっしゃいましたわ」

「では、お話は伝わっておりましょう」

「なぜ……ですの？」

「なぜ、とは」

　マルマテオは再びフランチェスカに背を向ける。

「パルカイの神々の御意思を、謹つつしんで汲くんだだけです」

「あたくしを選ぶことが？」

　老師はしばらく答えない。蠟ろう燭そくの火が溶とけた蠟を吸い上げる音さえ聞こえそうなほどの静せい寂じやくだ。

　不意にフランチェスカは悟さとる。

（この方の意図は、総主教を空位にすることだ）

「なぜですの」

　遠いこだまのようにフランチェスカは繰り返した。

「老師なら、おわかりのはず。総そう主しゆ教きよう座を空あけたままこの戦いくさを続ければ、人心は神々から離れて戦にのみ注そそがれ、教会の権威は衰すい退たいしますわ。あなたがたがどれほど祭り上げようと、あたくしには一ひと筋すじの信仰心もないのですから」

　マルマテオだけは、それを知っているはずなのだ。

「ならばそれも神々の御意思でありましょう」

　老師は静かに答えた。

「人心が教会から離れようとも、信仰から離れなければ、それでよいのです。プリンキノポリは、遠い光にただ祈りを捧ささげたいと望む人々が集う、星見の塔とうであればよい」

　再び、鐘しよう楼ろうの柱の間に赤い星を仰あおぐマルマテオ。

「あ、あなたは──」教会を解体するつもりなのか、という言葉は、フランチェスカの喉のどにつかえて腹に転げ落ちた。

「聖せい女じよどの。貴女あなたは、この戦に勝ち、王となり、世俗の権威すべてをその手に握にぎられたとして、首都をどこに置かれるのです？」

「……え？」

「ザカリエスコでしょうか。ここプリンキノポリ？　あるいはサンカリヨンですか？」

　それは、考えるまでもない。

「そう──」

　マルマテオ師しが、フランチェスカの内心を代弁する。

「聖都サンチユリオをおいて他にないでしょう」

　聖都サンチユリオしかない。もとよりフランチェスカは、今の聖せい王おう国こくの枠組みを壊こわそうとは思っていない。王権にしがみつく三さん大たい公こう家けと神しん官かん団だんを滅ぼしたいだけなのだ。

「それが、どうしたとおっしゃるのですか」

「そのとき貴女あなたは、空くう位いのままの総そう主しゆ教きよう座を埋めようとなさいますか？　いいえ。図はからずも神権を戴いただき、振りかざし、覇は道どうを歩んだ貴女です。遠く離れた南方の地に、もうひとつの神権をよみがえらせる理由などない。しかもあなたの神権は、偽いつわりです」

　ならばフランチェスカが勝利したとき、神に由ゆ来らいする政権という概がい念ねんは消滅する。マルマテオは、そう言っているのだ。

「老ろう師しは、あたくしに、教会と政体とを切り離せ、と──」

「プリンキノポリは、星見の塔とうに戻るべきなのです」

　マルマテオ師しは柔やわらかな声で答えた。

「そのときにはこの不ふ肖しようマルマテオ、プリンキノポリ司教の任ならば、謹つつしんでお請うけしましょう」

「あなたがなさればよいでしょうッ！」

　フランチェスカは思わず叫び、崩くずれ落ちそうな僧そう衣いの背に詰め寄った。

「あなたが総主教に就つき、世俗と距離を置くようにつとめれば済む話です。なぜ、なぜそんなことまであたくしに押しつけようとなさるのです！　このうえ、全地の数万の僧を敵に回せとおっしゃるのですか！」

「最初の糸を斬きったのは、貴女ではありませぬか」

　老師の背中越しの静かな声に、フランチェスカは言葉を失う。

　そうだ。総主教を殺したのはフランチェスカなのだ。

「神々が、貴女を選ばれたのでしょう。ならば最後まですべてを背負い、這はってでも進み続けるしかありませぬ」

　フランチェスカは弱々しく首を振った。

　このもろい肩にはもうこれ以上、藁わらの一本であっても余計な重荷は負えない。それはマルマテオ師にもわかっているはずなのに、それでも──

　神々さえも、担になえ、と。

　踵きびすを返す。鐘しよう楼ろうの上の方から不意に吹き下ろしてきた冷たい夜風が、金こん色じきの髪をフランチェスカのうなじに強く張りつけ、蠟ろう燭そくの火を乱し、堂の壁にちぎれた影を踊らせる。

（もういい。マルマテオ師がなにを主張しようと、枢密議コンクラーヴエの決定は絶ぜつ対たいだ）

（明日、もう一度多数派工作をやり直す。実際にあたくしがマルマテオの名を叫び続ける限り、風は必ずそちらに吹くはず）

　そう言い聞かせ、歩き出そうとしたとき、背中に声がかけられる。

「聖せい女じよどの」

　フランチェスカは振り向いた。

　マルマテオは祭さい壇だんの前で、再びこちらに身を向けている。

「……なんでしょう」

　かさかさの声で答えた。

「ひとつだけ、お訊ききしたいことがございます。聖せい女じよどのは、託たく宣せん女じよ王おう陛へい下かと長きに渡ってご一緒に戦われておりましたな」

「……ミィナと？　ええ。もちろん。それがなにか」

「女王陛下が、つまり──負傷されたときなどに、陛下の御おん血ちに触れられたことはございますかな」

「……え？」

（ミィナの、血？）

　訝いぶかしむと同時に、フランチェスカは思い出す。総そう主しゆ教きようを殺したクリスを、ミネルヴァとともに追いかけたあのときのことだ。聖せい王おう国こく軍ぐんに作戦を読まれ、数千の兵に囲まれ、見捨てて逃げろと訴えたフランチェスカを担かつぎ上げ、ミネルヴァは片手で大剣を振るい包囲網を強行突破した。二人とも無数の矢傷と刀傷を負い、お互いの血を浴びた。

「ありましたわ……でも、それが」

　マルマテオの顔が哀かなしげに翳かげった。蠟ろう燭そくの火が揺れたせいではないことが、フランチェスカにははっきりとわかった。

「それが、どうしたのです」

「いえ。それならば、それでよいのです。貴女あなたはやはり神々に選ばれた方ということ」

「ミィナの血がなんだとおっしゃいますの」

（テュケーの血脈──血筋、という意味ではなく、血そのもの？）

　しかしマルマテオは目を伏せ、首を振った。そして、また白い布を両眼に巻きつける。

「今は、なにも答えませぬ。貴女もよくそうなさるでしょう。勝つためには、そのときが訪れるまで沈黙するものです」

　フランチェスカは唇を嚙かみしめ、階段に足を向けた。

　堂を出て何段か下ったところに、暗くら闇やみに染しみ込みそうな長身の人影があった。待機していたジルベルトだ。ランタンの覆おおいを上げ、フランチェスカの一歩前を歩き出す。

　尖せん塔とうを下りきり、暗闇の中庭に出る。そびえるいくつもの礼れい拝はい堂どうのそこかしこには蠟燭の火が見え、かすかな祈りの調べが聞こえる。枢密議コンクラーヴエの日程を早めたため、規定されている儀ぎ式しきのすべてを不眠不休で済ませなければならないのだ。

　中央大聖堂と正門との間の巨大な広場に出たとき、不意にフランチェスカは足がすくんだ。ジルベルトも立ち止まり、剣の柄つかに手をかける。

　なにも見えない。闇の中で、風が刈かり込まれた草と敷石をなでているだけだ。それでも、フランチェスカにすら感じられた。いくつもの視線と気け配はい。

（……だれ？）

　二人は息を殺して大聖堂に入り、長い長い階段を足早に上って五階から渡り廊下で西聖堂に渡った。寝室に戻り、ようやくフランチェスカは息をつく。

「……何人いたか、わかる？」

　ようやくそれだけ口にできた。ジルベルトは首を振る。

「どこに潜ひそんでいたのか。正門の方に思えましたが」

「動かなかったわね」

　正門──ということは、僧たちではなく、外部の者？　たとえば、市民？

　フランチェスカは寝しん台だいに身を横たえる。あと二日なのだ。滞とどこおりなく枢密議コンクラーヴエを済ませ、早くエパベラに戻らなければ。どんな妨害があろうとも。

　決意で胸むねの内を塗ぬり固めるが、それでも弱い言葉が唇から滑すべり出る。

「ジル」

「はい」

「今夜は、ここにいて」とフランチェスカは、寝台のシーツを手でぽんと叩たたく。

「わかりました」と扉とびらのすぐそばでジルベルトは答える。「安心してお休みください。夜通しここに立ってお護まもりします」

　冗談の通じない男でよかった、とフランチェスカは胸中で笑い、枕まくらに顔をうずめた。













　　






　夕ゆう映ばえにほの赤く焼かれた草の上で、鳥たちが落ちた木の実をついばんでいる。大きく張り出したバルコニーに築かれた空中庭園である。手すりの向こうには赤く染まったタルミアの湖水、湖こ畔はんの色づいた森、城じよう壁へきを隔へだてた都の家並みが見える。

　ジュリオは左手を仰あおいだ。美しく苔こけむした石壁の高い楼ろう閣かくが目に入る。

　翡ひ翠すい宮。聖都サンチユリオ王おう城じようのはずれにあり、訪れる者のほとんどない、静せい寂じやくに守られたその一角は、王おう太たい伯はく──つまり、託たく宣せん女じよ王おうの父親の居きよ城じようだった。

（ここを訪れるのは、三度目、か）

　ジュリオは思い返す。

（王太伯陛へい下かは、三度しかまみえていないというのに、その三度とも、私の命運を大きくねじ曲げるのだな。思えば不思議な縁だ）

　一度目は、まだなにも知らなかった頃ころだ。王太伯直属に転属となり、託宣の内容を探る目的で女王シルヴィアの守しゆ護ご騎士として送り込まれた。

　二度目は、自分の意志で赴おもむいた。退任の挨あい拶さつ。そして、女王の死について問い詰めるためだった。あれは愚ぐ行こうだったと、今にして思う。

　三度目が、今だ。

（最後になるだろうか）

（北方から、生きて戻れる保証もない）

（私が私を取り戻せる保証も、ない）

　頭を振り、歩を進める。

　ジュリオの足は、白しら木きの扉とびらが見えてきたあたりで止まった。行く手から近づいてくる大きな人影が見えたからだ。タバードが夕風にはためき、磨きあげられた胸むね当あてが落らく日じつを照り返す。獅し子しを思わせる髪と顎あご髭ひげで囲まれたその険けわしい顔には、静かな殺さつ気きがみなぎっている。

「閣かつ下か、なぜこのような場所に」

　ジュリオは訊たずねた。

「無論、おまえを待っていたのだ」

　大だい将しよう軍ぐんアルビレオスは、静かに答えた。

　その胸の白しろ薔ば薇ら章しようは、ジュリオが胸に留めているものと同じ。七度死ぬよりもなお厳しいといわれる剣けん審しん院いん一等審査をくぐりぬけて手にした、最高位騎士のあかしだ。

「私と閣下の間に、もう言葉は不要なはずです。とすれば、剣で止めるためですか」

「そうだ。……いや」

　腰こしの剣の柄つかに手をかけたアルビレオスは、ふと殺気をゆるめ、視線をそらした。

「もはや私の剣でも、おまえを止められるとは思っておらぬ」

　ジュリオは大将軍の全身を油断なくねめつけながら、かすかに首を傾かしげる。

「時間稼かせぎだ。今、ガレリウス閣下が、王太伯陛下に面会されている。しばしおまえに邪魔されたくない」

（ガレリウス閣下が？）

（では、メルさまの釈放もそのためか。どうせ私を止められはしないと悟さとって、先にメルさまのところに足を向けるように仕組んだわけか）

（けれどティベリウスさまに逢あってどうする、私の提案を断るように説得でもしているのか？　だとすれば、無駄なことだ）

「言葉が不要、とは、取り消します」

　ジュリオはそう吐はき捨てた。この男には、喋しやべらせなければいけないことがいくつもできてしまった。

「軍から三さん大たい公こう家けの影響を完全に排除するのがあなたの目的ではありませんでしたか。ミネルヴァさまを聖王家に再びお迎えするという案にも反対なさっていたはず。なぜガレリウス閣かつ下かの言いなりに動くのです」

「王おう太たい伯はく陛へい下かに対しては、立場を同じくする、というだけだ」

（なるほど。ティベリウスさまの増ぞう長ちようを怖れているという点では、軍も大公家も同じか）

（この王おう城じようは、もはや混こん沌とんだ。意思も信条も憎悪もからまりあい過ぎている）

　ならば、自分のことだけを考えるしかない。

「将しよう軍ぐん閣下はこれから北方へ向かわれるのでしょう」

「そうだ。ここでお前に殺されなければ、だが」

　アルビレオスは自じ嘲ちよう気味に答えた。

「帝国軍が、女王陛下を捜しているらしき情報が入った。まだ見つかっておらぬのだ」

　背中に隠した拳こぶしを、ジュリオは強く固めた。

（シルヴィアさまは、まだ帝国に囚とらわれていない）

（まだ、間に合う）

「それでは、私とメルクリウスさまがその北ほく征せい軍に加わりたいと申し出た場合、承しよう諾だくしてくださいますね？　私がこの後、どうなろうとも」

　アルビレオスはうなずく。

「やむを得ぬだろう。貴重な戦力だ。王太伯陛下のことと女王陛下のことは別問題だ」

「最後に、もうひとつ。カーラ先生はどちらです？」

　アルビレオスの太い眉まゆが寄る。

「おまえも指し南なん役やくの行方ゆくえを知らぬのか」

「カーラ先生は、あなたがたと手を組んでいたわけではないのですか」

　ジュリオは目を細め、一歩詰め寄る。アルビレオスは鼻から息を吐いた。

「あの女が、だれかと手を組むなどということがあると思うのか。だれかの手を一方的につかむことはあろうが」

　図はからずも、ジュリオは笑ってしまう。たしかにその通りだ。

（先生が私を裏切ったかもしれない、などと、どうして考えた？）

（あの人はそもそも、私の味方などではない。だれの味方でもない。敵になれる者もこの地上のどこにもいない。だから、だれも裏切らない）

　心がわずかに軽くなっている。ジュリオはアルビレオスに向かって、まっすぐ歩き出した。大だい将しよう軍ぐんの手が再び剣の柄つかにかかる。どちらからともなく、上体が風にあおられた煙のようにゆらりと泳ぎ、次の瞬間、蹴けられた地面の草が飛び散った。







　扉とびらを叩たたく音に、王おう配はい候こうガレリウスは振り向いた。

「……女王守しゆ護ご役、ジュリオ・ジェミニアーニにございます」

　切れ切れの少年の声が聞こえる。ガレリウスが、天てん蓋がい付きの寝しん台だいを覆おおう紫むらさきの垂れ幕に目をやると、その奥から声がする。

「待ちくたびれたぞ。ガレリウス、早う招き入れろ」

　涸かれきった、しかし幼い声。

　ガレリウスはそれでもしばしためらい、部屋を見渡した。古書の積まれた台のせいで、小さな寝しん所じよはなお狭せま苦くるしく感じる。薬草の甘い香りが胸むねに苦しいほど漂っている。

「ガレリウス。早う」

　いらだたしげに王おう太たい伯はくが急せかす。

「入れ」とガレリウスは扉に向かって言った。

　寝所に入ってきたジュリオの姿を見て、ガレリウスは内心ぎょっとした。髪や服装の乱れは直してあるが、顔は汗ばみ、滴したたるほどの殺さつ気きの残ざん滓しをまったく隠せていない。かすかに血のにおいもする。袖そでで隠しているどこかは確実に出血しているだろう。なによりも、腰こしの剣だ。刀身の中なか頃ごろから折られて欠けているのである──しかも、鞘さやごと、だ。

「……アルビレオスは？」

　迂う遠えんな言い回しを考える気も起きず、ガレリウスは単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊たずねた。

「生きてはおります」

　ジュリオは、その紅こう潮ちようした顔に似つかわしくない冷たい声で答えた。

「これから北ほく征せい軍を率ひきいられる、重要な職務がございますから」

　つくづく恐ろしい男に変へん貌ぼうしてしまった、とガレリウスは思わずにいられない。

（しかし、時間稼かせぎにはなったわけだ）

（アルビレオスをわざわざ呼んだ甲か斐いがあった。なんとか間に合った）

　ガレリウスは臥ふし所どを振り返る。

「……ジュリオ。早う。早う」

　震ふるえる声が垂れ幕を揺らす。

「王太伯陛へい下か、拝はい謁えつお許しいただき恐きよう悦えつ至し極ごく」

「挨あい拶さつなどよい！　早う！」

「私のご提案、ガレリウス閣かつ下かからお聞き及びでございますか」

「聞いた。聞いたぞ！　ああ、ああ！　そなた、そなたのその若く、美しく、しなやかで強い白しろ金がねのごとき肉体、さあ近う寄れ」

「シルヴィアさまをお救いするため、にございます」

「無論じゃ！　穢けがらわしい熊くまども、わしのシルヴィアに指一本触れさせるものか。毒蛇の兵ども、一人残らず、一人残らず！　自みずからの手で腹を搔かききり臓ぞう腑ふを引きずり出す異い形ぎようの死をくれてやる、我がモルフェウスの神の力でだッ」

　分厚い紫むらさきの布越しにも、ぼんやりと青い光が見えた。

「ふ、ふふ、ジュリオ、そなたの肉体、その身体からだを使って、救い出したシルヴィアと睦むつみ合ってもよいぞ、ふ、ふふ、そなたも本ほん望もうであろ」

　ガレリウスは吐はき気をこらえるのに必死だった。なんとおぞましい肉欲だろう。

　しかし、こちらに歩み寄ってくるジュリオの顔には、一いつ片ぺんの不安も、嫌けん悪おも、恐怖も浮かんでいない。

「……よいのか」

　思わずガレリウスは訊たずねていた。

「よいのか、とは」とジュリオは立ち止まり、首をわずかに傾かしげた。

「そなたは、奪われ、穢され、隷れい属ぞくさせられるのだぞ。よいのか」

　ティベリウス本人の聞いている前である。それでも、訊きかずにはいられなかった。

　なぜ、この若き守しゆ護ご騎士は、なにも怖れることなくここまで投げ出せるのか。

「シルヴィアさまのためですから。それに」

　そこでジュリオは、あろうことか、微笑ほほえんだ。

「私が私の言葉を口にできるのは、これが最後かもしれません。だからこそ、お二人に申し上げておきます。私はいくつもの神々の刻こく印いんを目にし、その異形の力に触れました。今は確信しています。あなたがたの神々の力はみな、けっきょくのところ、人の心にしか触れられない。どれほどの力であろうと、人の心の中だけに働くものです。ならば──」

　ジュリオの手が伸ばされ、ガレリウスの脇わきを過ぎて、紫の幕をつかみ、持ち上げる。

「ならば、人の心は、いつか必ずそれを超えます」





６　陥穽







「サンカリヨン東門に到達するまでに、川の南側の二つの砦とりでを経由します。まずここ、最大拠きよ点てんのアゾーロ砦を通り、サンカリヨン東門に最も近いコルシャノ砦に向かいます」

　パオラの指は、卓たくに広げられた地図の上を、エパベラからサンカリヨンまでたどる。道の悪さを考慮しなければ、最短距離で二つの砦を落とすことによってサンカリヨン東門に至る。

「最低でも二日はかかるということか」

　ザッパニアの騎き士し団だん長ちようが、顎あご髭ひげをしごきながら渋しぶい顔で言った。

「いえ。一日で突っ切ります」

　幕まく屋やの中がざわめいた。

　早朝の軍議である。エパベラ市外の宿営地の最も大きな天てん幕まくには、各公国の軍団長、及び副長格が勢せい揃ぞろいしていた。まだ薄暗い外では、馬のいななきや刃やいばを研とぐ音が聞こえる。

「いかに総攻撃とはいえ、その早攻めは無む理りがある」

「さよう。城攻めは倍の兵を使えば半分の時間で済む、といったような単純なものではない。代行殿もそれくらいは知っておろうに」

「はい。ですから、同時に攻めます」

　パオラの倍、三倍の歳の屈くつ強きような男たちが、一いつ斉せいに渋じゆう面めんを歪ゆがめる。

「同時？」

「銀ぎん卵らん騎き士し団だんが先さき駆がけをつとめます。全軍でアゾーロ砦を囲んだ後、銀卵のみはそのままコルシャノ砦に強行。ここは敵地深く、あまり兵が配備されていません。みなさまが追つい撃げきを遮さえぎってくださっている間に銀卵のみでこれを落とします。その後、攻こう城じよう兵器の到着を待って、サンカリヨン東門に向かいます。あたしはアゾーロ砦に残って指し揮きを執とります」

　パオラも自分で言っていてぞっとした。退路も確保しないまま、背はい後ごから一本の矢も飛んでこないという前提で、敵地深くに進軍するのだ。しかも、指揮官なしで。

「側面からの攻撃に配慮して陣を展開している余裕がありません。だから両方の砦を一日で落とし、サンカリヨン攻めまで一気に行います」

「失敗すれば、壊かい滅めつ……まであるぞ」

　だれかがうめいた。

「はい。ですから、後こう陣じんほど厚くします。巨大な楔くさび陣じん形けいだと思ってください。キセルキニア軍、ケルマニア軍は最さい後こう方ほうで、このように」

　パオラは手前側のアゾーロ砦を頂点とした山型に部隊駒こまを配置する。

「いや、我らのことではない。我らはいざというときには退ひけるが、先陣はどうなる。アゾーロ砦が落ちていない状況で横から攻められて分ぶん断だんされたら」

「そうだ。王おう配はい候こうは……妙なわざを使うのだろう。ここのところ、あのおぞましい術で攻めてこなかったのは、誘い込む手やもしれぬ」

　騎士たちはこわばった顔を見合わせる。王配候ルキウスの、認識を蝕むしばむ刻こく印いんの力。その正体は知らなくとも、砦とりでひとつの駐ちゆう屯とん部隊が反撃のそぶりさえなく皆殺しにされた恐怖はだれもが忘れていなかった。見えない敵に待ち伏せをされたらどうするのか。

「ですから、その状況のために銀ぎん卵らんが先さき駆がけをつとめるのです」

　パオラの言葉に、幕まく屋やじゅうが静まり返る。

　攻撃が失敗しても、銀ぎん卵らん騎き士し団だんだけを見捨てて退却せよ。敵の攻撃は先陣の向かうコルシャノ砦に集中するため、退路は易やさしい。パオラはそう言っているのだ。

「我らが最さい後こう尾びなのは、気き遣づかわれているのか」

　キセルキニアの隊長がうめく。パオラはなにも答えないが、その通りだった。キセルキニアとケルマニアは、ラボラジアのすぐ南側にある公国だ。次にアンゴーラの攻撃を受ける可能性が大きい。この戦いくさでいたずらに兵を失わせるわけにはいかない、とパオラは考えたのだ。

「大丈夫です。アゾーロ砦、コルシャノ砦、そして東門、銀卵の進軍にあわせて順繰りに制圧し、みなさまが退路をおさえていてくだされば、不可能な作戦ではありません」

「これはつまり、サンカリヨンを落とす気はない──ということか」

　老齢の騎士が低い声で言った。

「はい。狙ねらいは、一に王配候ルキウス閣かつ下かの首。そして可能ならば、メドキア公とサンカリヨン大だい司し教きようの救出です」

　パオラはそう言って、傍かたわらに置いていた作戦書を持ち上げ、胸むねに押しつけた。

「いや待て、東門を破り、王配候の首を獲とれたのならば、その勢いでサンカリヨン奪だつ還かんも狙えるのではないか」

　顔にいくつも古傷のある壮そう年ねんの千人長が机を叩たたいて言った。隣の騎士が顔をしかめる。

「無茶を言うな。敵指し揮き官かんを獲れる前提で動く軍がどこにある」

「そうだ。見よ、この作戦では総軍が縦たてに伸びる。迅じん速そくに城攻めに員数を割さける陣じん形けいではなかろう」

「む……」

　血けつ気きに逸はやる若い騎士の何人かも不満げな顔をしたが、じきに、しかたない……という空気が幕屋を支配していった。やがて、ふとだれかが言う。

「これもまた、フランチェスカ殿の作戦ですか」

「……はい」

　しばらくの間、粘ねばりつくような空気が漂った。これまで、その作戦のほとんどは潰つぶされていくつもの砦を失ってきたのだ。

「実はここのところ、看かん過かできぬ噂うわさを耳にしたのですが」

　隊長の一人が重苦しい口調で言った。それから両隣の騎士と目め配くばせし、うなずきあう。

「なんですか」とパオラは身を乗り出した。

「フランチェスカ殿やパオラ殿、それに近衛このえの剣けん士しがたに、戦いくさのすべてを仕込んだ師しがおられると」

　パオラは息を吞のむ。

「え……ええ。……カーラ先生、のこと、ですね。もう何年も前のことですけれど」

　幕まく屋やの中をそっと見回す。何人かは、なんの話かわからないといった顔をしているが、ほとんどが渋じゆう面めんでじっと話を聞いている。みな、知っていたのだろうか。

「カーラ、とは……」「聞いた名だ」「魔女の名ではなかったか」「万の軍をひとりで滅ぼしたという」「フランチェスカ殿が、その弟子？」

　ざわめきが広がっていく。最初に話を切り出した隊長が、声の調子を上げる。

「そのカーラなる剣士、今は聖都サンチユリオの王宮指し南なん役やくを務めていると聞きました」

「な──」

　何人かが腰こしを浮かせた。

「王宮指南役？」

「大だい将しよう軍ぐんさえも口出しできぬという、あの」

「では聖せい王おう国こく軍ぐんについているのか。フランチェスカ殿の師が」

　パオラはほとんど吐と息いきと変わらない声で答えた。

「……はい。あたしもそう聞いています」

「では、敵に手の内が読まれているのではないか」

「いや、待て、教え子だからといってそこまで」

「その魔女とやらが軍に指さし図ずできるとも限らぬ。しょせん指南役なのだろう」

「知らぬのか、王宮指南役といえば不ふ可か侵しん職しよくだぞ」

「しかし」「落ち着け。不確かな噂うわさごときで作戦をゆるがせにできるか」

「それもそうだが」「だいいち、それで他ほかにどうしようというのだ」

　じきに、言葉が途と絶だえる。だれからともなく、ため息がいくつも漏もれた。

「……やむを得ぬ、か」

「もう残された時間もない」

　パオラは押し殺した不安を飲み下し、作戦書を抱いて立ち上がった。

「では、武運を」







　棹さおに巻きつけられた状態の旗が、宿営地のあちこちにいくつも積み上げられて山を作っている。各国の補給兵がやってきては、それを担かついで運んでいく。すべて銀色の旗だ。街並みの向こうにようやく顔を見せた朝あさ陽ひを受けてちらちらと光っている。

「なあ、なんであんなにうちの旗が必要なんだ」

　銀ぎん卵らんの古こ参さん兵へいの一人が、弩おおゆみに油を差しながら言った。隣で剣に砥と石いしを当てていた兵は肩をすくめる。

「サンカリヨンを占せん領りようしたときに城じよう壁へきにずらっと並べるんだろ」

「馬ば鹿か野郎。パオラの話聞いてなかったのかよ。占領なんてできるか」

「退路を示すためですよ」

　クリスが言うと、火を囲んでいた兵たちが一いつ斉せいにこちらを向く。

「ぼくらがサンカリヨンに入った後、どれくらい時間がかかるかわからない。それまで砦とりでが保もつかどうかもわからないし、サンカリヨンを出るときに後こう陣じんがどうなっているかもわからない。ひょっとしたら分ぶん断だんされてるかもしれない。だから、銀ぎん卵らんの退却路を示すために、各軍に旗を配ってるんです」

「ふうん。銀ぎん鶏らん旗きめざして逃げりゃいいわけか」

　おそらく、銀卵の面々の不安を少しでも取り除こうというパオラの涙ぐましい気配りだろう、とクリスは思う。つまり、逆に言えばただの気休めだ。旗を目印に自力で退却しなければならないような事態になっていたら、まず逃げ切れまい。

「やれやれ。うちの可愛かわいい代行さんは、団長よりえぐい作戦を立てやがる」

「いや、もとから団長の作戦なんだろう」

「どっちでもいい。攻める方が性しように合ってらあ。前はわけのわからん奴に好き放題にやられたからな」

　クリスもうなずく。

　銀ぎん卵らん騎き士し団だんのこういう空気は、悪くない。王おう配はい候こうルキウスの率ひきいる『見えない部隊』に襲撃された他国の軍は、みな不可解な力への恐怖に怯おびえて萎い縮しゆくしてしまったが、銀卵だけはちがう。

「ところで、おいクリス、ミィナはどうした」

「そうだ。攻撃隊じゃないのか、あいつ」

「ええと、その」クリスは目のやり場がなくなって焚たき火びを見つめる。「ミネルヴァは、パオラの護衛で、アゾーロ砦の司令部にずっと待機ってことになってます」

　みんなを不安がらせないようにそう言え、とパオラに命じられているのだ。

「いつまで痴ち話わげんかしてやがるんだ」

「もっとびしっと言ってやれ」

「ひんむいてガツンとかましてひいひい言わせろ」

「この玉無し野郎」「寝小便垂れが」

　さんざんな言いようにも、クリスは背を向けるばかりだ。太た刀ちを胸むねに抱き、並ぶ天てん幕まくの向こうの空にぼんやりと浮かぶサンカリヨンの尖せん塔とうの影を見やる。

　──ルキウスを、殺せなければ……

　その想いが、胸に重く突き刺さっている。

　──ぼくは、ミネルヴァをこのまま永遠に失ってしまうかもしれないんだ。

　昨日の夜、ミネルヴァと交かわした最後の会話を思い返す。殴なぐられた頰ほおの痛みまでも浮かび上がってくる。

　自分で選んでミネルヴァを自分の中から消し去ったのに、まだ後悔がくすぶる。

　こんなにもそばにいるのに、声も、息づかいも、ぬくもりも、なにも感じられない。

　やがて重苦しい軍ぐん鉦しようが打ち鳴らされ、喇らつ叭ぱの音も聞こえた。薄暗い宿営地のそこかしこで金属のぶつかり合う音がして、ざわめきが地面から浮き上がる。色とりどりの旗が夜明けの空を突く。

「進軍！　進軍用意！」

　伝でん令れいの声が宿営地を駆かけめぐる。クリスの全身にどす黒い活かつ気きがみなぎり、指先にまで走った。

　──今はとにかく、戦いくさのことだけを。

　──必ず、この手でルキウスを殺す。





　　






「閣かつ下か、動き出したようです」

　参さん謀ぼう官かんの声に、ルキウスは顔を上げた。窓の向こうにはかすかな朝焼けの空がある。歩み寄ると、サンカリヨンの東に広がる荒野が見渡せる。砦とりでのつくる影がこちらに向かって長く伸び、その根こん本ぽんにはいくつかの篝かがり火びがちらちらと見える。遠いエパベラの街は地平線に張りついた凹おう凸とつにしか見えない。そこに翻ひるがえっているであろう各公国軍の旗も、ルキウスにはもちろんわからない。

「公国軍は、ザカリアを先陣として、楔くさび陣じん形けいでアゾーロ砦に向かっております。一応、破は城じよう槌つちも用意してあるようですが」

　参謀官は床の上の地図を杖つえの先で指す。

「……サンカリヨンを包囲する気など毛頭ないようだな。攻こう城じよう戦せんに長たけたキセルキニア軍を後こう陣じんに配するとは」

　ルキウスは嘲ちよう笑しようする。

「一点突破でしょうな。きやつら、ラボラジアの帰国で気勢をそがれ、早くなにがしかの戦果をあげて少しでも有利な和わ議ぎに持ち込みたいと焦あせっておるのでしょう」

「我らよりも公国の者どもがアンゴーラに焦っておるとは滑こつ稽けいよな」

　老齢の鎮ちん守じゆ副ふく将しよう軍ぐんが笑う。

「きやつらはアンゴーラ軍がラボラジアから南西に進んだことを知りませぬ。キセルキニアもケルマニアも、そのまま帝国が南下して自国に攻め込むことを怖れるのは、まあ当然でしょう」と参謀官が憐あわれみを込めた声で言う。

「けっきょくのところ、烏う合ごうの衆しゆうだったということよ」

　ルキウスは吐はき捨てた。

「女め狐ぎつねめがいれば、まだしも統制がとれたかもしれぬが、書ひとつ残して影武者に任まかせて戦いくさができると考えていたとはな」

「もとより、ひびの入った煉れん瓦が。水一滴で割れますな」

　参さん謀ぼう官かんは、手にしたカーラの作戦書の束たばに目を落とす。これまで砦とりで攻めに用いた十数枚は抜いて『蛸たこ』に渡してある。最も効果的な時点で、それは公国軍の亀き裂れつを穿うがつだろう。ルキウスは踵きびすを返し、扉とびらに向かった。

「では、東門で待つとしよう。銀ぎん卵らんはコルシャノ砦で足止めせよ。殺すなよ」

「はっ」

　ルキウスは暗く冷えきった廊下に出る。護衛を連れ、城じよう壁へきの上に続く階段に向かって歩き出す。足音につれて刻こく印いんが昂たかぶってくるのがわかる。まだ完全に癒いえていない額ひたいの傷に響くほどに。

（コルシャノ砦までは、ミネルヴァさまが同道するだろうな。我が力を怖れて）

（しかしそこから先、獣けものの仔こは、ミネルヴァさまから離れ、必ずひとりでこのサンカリヨンに来る）

（あれはしょせん、そういうさだめなのだ。ひとりで這はいずり回り、ひとりで死ぬ）





　　






　早朝から、パルカイ神群への高らかな讃さん美びを歌い上げ続けていたオルガンの響きが、高みに昇った陽ひに頭を垂れるようにして少しずつ落ち着き、浜の砂に優美な紋もんを描くさざ波のような調べに変わっていく。

　プリンキノポリ大教会のすべての尖せん塔とうと鐘しよう楼ろうには『沈黙』を表す青い幕が巻かれ、新しい総そう主しゆ教きようが決まるまでの間、大聖堂外のすべての音が絶えるようにとの神々の意思を示している。枢密議コンクラーヴエ前の最後の礼れい拝はいを終えた枢すう機き卿けいらが、東と西のそれぞれの聖堂から、疲れ切った顔で歩み出てくる。フランチェスカはそれを、城壁のちょうど正門真上のあたりから眺ながめていた。

　振り返ると、プリンキノポリのみじめに焼けただれた街並みが一望できる。

　大教会の正門前の広場は、どうやら真っ先に再建されたらしく、石柱で囲まれた壮そう麗れいな噴ふん水すいも、それにつながる水路も、かつてのままだ。しかし、そこからまっすぐに伸びる大通りを目でたどっていくと、黒く焼け焦こげた屋根や残ざん骸がいが放置されたままの更さら地ちや粗そ末まつな幕まく屋やが目につく。

　そんな家々から、ぽつりぽつりと人が道に姿を現し、次々に大通りに出てくる。オルガンに導かれるようにして流れが生まれようとしている。

（人が……集まり始めている）

　フランチェスカは城壁から身を乗り出す。人々がそれぞれの胸むねに押しつけるように抱いているのは、聖せん告こく大たい全ぜんや銀の神しん具ぐ、あるいは花輪や鈴だ。

（枢密議コンクラーヴエがいつ終わるかもわからないのに。明日まで続くかもしれないのに。それでも、祈りを胸むねに集まってきている）

　今は街中が静けさに包まれているが、枢密議コンクラーヴエが終わり、正門が開け放たれると、人々が正面広場に歓かん呼この声とともになだれ込んでくる。盛大に鐘が打ち鳴らされ、祝しゆく賀がの宴うたげが開かれ、新総そう主しゆ教きようの名を広めるために全地の教会に向けて急きゆう使しが放たれる。

（そう、そのときに祝しゆく福ふくされる名は、マルマテオでなくてはならない）

（空くう位いの総主教座を、あたくしのような戦いくさ人びとに守らせる──などという悲報はだれも望んでいないはず）

「フラン様。枢すう機き卿けいらが集まり始めています。お時間です」

　声に振り向く。ジルベルトは階段のそばに立っている。

「ジルは、ここに？」

「ええ。けっきょく、あれの正体はつかめませんでした。内部の者なのか、外部なのかも。ですから、ここで張り込みます」

　フランチェスカはうなずく。

　何度も感じた視線や敵意。あからさまにフランチェスカに向けられていたそれの源を、突き止めることはついにできなかった。この城じよう壁へき上部からなら、教会内外をある程度は見渡せる。

「ジルも神しん学がくを修おさめておけばよかったわね。枢密議コンクラーヴエに出させてもらえたかも」

「司し教きよう資格には最低でも二十四年が必要です。列れつ聖せいでもされなければ無む理りです」

　ほんとうに冗談を解げさない男だ。フランチェスカは肩を揺らして笑う。

　枢密議コンクラーヴエはパルカイ教会のみならず各国の政治にも影響を与える重要選挙であり、一いつ切さいの干かん渉しようを排するため、開催中の大聖堂には選挙人以外だれも立ち入れず、厳重に施せ錠じようされることになっているのだ。

　だからフランチェスカはジルベルトと別れ、ひとりで階段を下りる。

　その日のフランチェスカの装よそおいは、銀の薄うす衣ぎぬに、翼をかたどった肩当て、軽い兜かぶとのような造形の頭飾り──戦女神ベローナそのままのいでたちだった。胸に吊つるした瑠る璃り剣けんも、いっそう映はえて見える。大聖堂前の広場に下りていくと、居合わせた僧たちの間から感嘆のため息が聞こえてくる。

「これは、聖せい女じよさま。なんとお美しい」

「まるで天から遣つかわされたかのよう」

「まさに、今日という日をパルカイの神々も見守ってくださっているあかし」

　枢機卿たちがすり寄ってきて口々に言う。

「さあ、まいりましょう」

「ええ」

　フランチェスカは微笑ほほえんでうなずき、それからこっそりと広大な庭を見回し、マルマテオ師しの姿を捜した。

　老ろう師しは、ちょうどフランチェスカたちの背はい後ご、西区画へと続くアーチを抜けてこちらにやってくるところだった。何人かの若い僧を連れている。フランチェスカは足を止め、会え釈しやくする。視線が合うと、目もく礼れいが返ってくる。

（昨日は、枢すう機き卿けいたちに個別に面会し、説得し、支持を取りつけなおした）

（マルマテオ師しで決まるはず）

　老ろう師しの歩みに同調するように、再び大聖堂に向かって歩き出したときだった。オルガンの調べが、聞き憶おぼえのあるものに変わった。

　アストレイア頌しよう歌かだ。第六番。

　あのときの、最初の曲。

（王国軍に占拠されたこの大教会への攻撃を、あたくしは、この歌で始めた）

　それは、血と鋼はがねと炎の記憶だ。ひるがえる銀ぎん鶏らん旗き、逃げまどう王国軍兵、塗ぬり広げられる殺さつ戮りく。そしてあのとき、この正門広場で、クリスが──

　フランチェスカは正門を振り向いた。

　なにかどろりとした気き色しよく悪わるいものが首筋に触れたような気がした。毛が逆立つのがわかった。フランチェスカだけではない。まわりの僧たちも立ち止まり、あたりを不安げに見回している。

（なんだ？　この感触）

（見られている。触られている。捉とらえられている）

「なにか……聞こえませぬか」












「地面がおかしい。這はい回まわっているものがおる。蛇か？」

　司し教きようかだれかの言葉に、フランチェスカは足下を見おろし、息を吞のむ。草が萎しおれ、赤黒く変色している。そこかしこに、穴が口を開けたかのように。

「こ、これは。不吉な」

「なんの兆きざしか」

　そしてフランチェスカは雷に打たれたかのように直感する。

（ずっとあたくしを見ていた者たち）

（あたくしをここで待っていた、憎悪を吐はきかけていた者たち──）

「早く大聖堂へ！　早くお入りくださいッ」

　枢すう機き卿けいたちに叫んだ。その足下で、もはや見まがうこともない血の海が土から染しみ出て広がっていく。そのどす黒く泡立つ汚お泥でいを突き破り、手が、矛や剣の刃先が、焼け焦こげた紫むらさきの旗がずるずると生えてくる。僧たちの引きつった声が血の湖面を揺らす。

「早く大聖堂へッ」

　フランチェスカはひりついた声で叫んだ。その脳裏で記憶が渦うず巻まく。

（この場所は、あのときクリスが冥めい府ふの門を開いた場所）

（閉じていなかった。ほころびたままだった）

（こいつら、こいつらはッ）

「──ヴヴァヴァアアアアアッ」「フランチェスカァアアアアアアッ」

　咆ほう吼こうが四方から吹きつける。血しぶきを散らし、地中から数百、いや数千の、泥と灰で汚れた甲かつ冑ちゆう姿が這いずり出る。

「お、こ、これは」「おお、こんな、こんなことが」

「なんだ。こ、この者たちは」「王国軍兵か」「なぜ、こ、このような」

　囲まれて立ちすくんだ僧たちがうめく。その声を、湧わきあがる水すい泡ほうのような亡もう者じやたちの声が押おし潰つぶす。囲まれている。広大な庭は、煮え立つ血の海と、赤黒い粘ねん液えきを鎧よろいや刃やいばから滴したたらせる亡者たちとで埋め尽くされている。みな、顔の肉はとうに腐り落ち、眼がん窩かにどろりとした光がたまっている。なにかを捜すように骨の露出した首を巡めぐらせ、血を引きずりながら蠢うごめいている。

　蒼そう白はくになった僧たちはひざまずき、肩も組んだ手も震ふるわせながら祈り始めた。

「ひぃやああああああ」

「あ、ぎ、ぎぁ、あ、あがッ」

　祈りの声が悲鳴に変わる。亡者たちが生きた人間のぬくもりに気づき、錆さびた刃を突き立て、あるいは腐った歯でかじりついたのだ。

「やめろ、や、やめてくれ」

「まぼろしだ、まぼろしだ、まぼろしなのだ」

「お、おお、鎮しずめたまえ、鎮めたまえェッ」

　だれかの手がフランチェスカの肩をつかんだ。振り向くと、マルマテオだ。その肩越しに、ずるずると歩み寄ってくる亡もう者じやたち。

「早くお逃げください、南の庭へ！」

　しかしフランチェスカはその肩越しに見る。

（王国軍兵だけではない）

　折れた銀ぎん鶏らん旗きを引きずる兵の姿もある。鎧よろいをつけていない市民の姿もある。身体からだが焼け焦こげて頭の一部や腕を失っている者ばかりだ。真っ黒焦げの子どもを抱いた女さえいる。そして──

「あ、ああ」

　フランチェスカは血のにおいのする息を吐はいた。

　亡者たちの群れの中央に立つ、でっぷりとした巨きよ軀く。肥満した身体に巻きつけた金こん色じきの典てん礼れい服ふく。その腹は割さけ、血ち塗まみれだ。頭に戴いただくのは純白の三重冠。

（総そう主しゆ教きよう猊げい下か……）

「聖せい女じよさまッお逃げくださいッ」

　耳元でわめくマルマテオの手を振り払い、フランチェスカは叫んだ。

「ここだ！　フランチェスカ・ダ・ザカリアは、ここにいる！　亡者ども、聞け！　そなたらの敵はここにいる！」

　血の海がざわめく。落ちた腐ふ肉にくが雨のようにその海面を打つ。亡者たちが振り向いた。マルマテオ師しの手が再びフランチェスカの手首を強くつかみ、走り出す。

「老ろう師し、あなたは離れて！　あたくしが引きつけます！」

「もはやそのような猶ゆう予よはありませぬッ」

　マルマテオの言う通りだった。亡者たちは血と腐肉と骨の入り混じった土石流のようで、庭の敷石と草と逃げ遅れて倒れた僧とを吞のみ込みながら押し寄せてくる。南の中庭に続くアーチを目指そうにも、伸びてくる骨ばかりの手や血みどろの槍やりの壁が行く手を遮さえぎる。ただ隙すき間まを見つけては逃げまどうばかりで、フランチェスカは気づけば城じよう壁へきの際ぎわに追い詰められている。薄うす衣ぎぬの裾すそはどっぷりと血を吸って重い。マルマテオ師が、亡者の一人に足首をつかまれて転びそうになり、フランチェスカはあわててその肩を支える。逆側から折れた脚を引きずり迫っていた兵の一団が、フランチェスカの二の腕や襟えり首くびをつかむ。腐ふ臭しゆうが鼻を突き刺す。

「聖女さまが」

「門を開けろ、早く、逃げ場がないであろうがッ」

　フランチェスカは亡者たちの手を振り払いながら背はい後ごをうかがう。いつの間にか大教会正門に背中を押しつけている。古い血の痕あとに、新しい血が塗ぬり重ねられている。

（いけない、この向こうには市民が集まっている）

　門を開けるな、と叫ぼうとしたとき、濡ぬれた冷たい指がフランチェスカの喉のどに強く食い込んだ。首をねじると、すぐそこに崩くずれかけた亡者の顔がある。

「ヴウウブフフランチェスカァアアアアアアアッ」

　怨えん嗟さの吠ほえ声ごえが吹きつける。フランチェスカの意識が身体からだから遊離しそうになる。現うつつとまぼろしの境目が破れかける。

（だめだ、気を失うな、目をそむけるな）

　フランチェスカは唇にきつく歯を立てた。

（この者たちを踏みしだいて、ここまで来たのだ。ならば、これもまたあたくしが受けるべき報むくい）

（これしきの憎悪で、これしきの異い形ぎようで──）

　そのとき、地が揺れて盛大に血しぶきが飛び散り、フランチェスカの喉のどを締めつけていた感触がかき消えた。真上から落ちてきたなにかが、亡もう者じやを踏み潰つぶしながらすぐ目の前に着地したのだ──と、おぼろげに理解する。黒い長身の影が立ち上がり、フランチェスカの視界を遮さえぎり、迫る異形の者たちから隠す。手には抜き放たれた剣。フランチェスカは目を剝むく。

「ジル！」

（城じよう壁へきの上から、飛び降りてきたのか）

「フラン様は老ろう師しをお願いします」

　言うや否いなや、剣けん風ふうが血を巻き上げる。ジルベルトの黒い背中は、折り重なって這はいずり寄ってくる亡者たちの群れに吞のみ込まれかけては弾はじき飛ばし、少しずつえぐれながらフランチェスカの目の前に戻ってくる。死人の手が触れた箇所が、じきに腐り、壊え死しし、剝はがれ落おちるのだ。一ひと太た刀ちも受けていないにもかかわらず、ジルベルトの露出した両腕は焼けただれ、鎧よろいの肩当ては錆さびて血ち溜だまりに落ちてしまう。気づけばフランチェスカの喉の皮膚も溶とけて血でぐずぐずになっている。マルマテオも同じだ。右足首から先は血の海に没していて、どうなっているかもわからないが、ともかく立てないのはたしかだ。

「……ァア、アアアア、ゥ、ゥヴアッハッ」

「……アアアゥアアアア」

　おぞましい涎よだれ混じりの死者の声が左右から近づいてくる。

（ジルひとりでは保もたない）

（だめだ。門を開くしかない）

　激痛に顔をしかめながら首を巡めぐらせ、門の開閉装置に目をやったフランチェスカは、絶ぜつ望ぼうに打ちのめされる。滑かつ車しやも鎖も血ち塗まみれで、ちぎれた法ほう衣いが張りつき、その手前で亡者たちがなにかを一心に貪むさぼり食くっているのが見える。

（あ、ああ……）





　　






　アゾーロ砦とりでの壁越しに、まるで水みず撒まきのように矢が飛び交かい、怒ど声せいまみれの風があちこちに吹き乱れる。

「梯はし子ご隊たい！　一いつ斉せいにかかれッ！」

　パオラは馬上で指し揮き杖じようを振るって叫んだ。勇ゆう猛もう果か敢かんなザッパニアの兵たちが、長い梯子を手に砦とりでの壁面に取りつく。城じよう壁へきの矢や窓まどからは、聖せい王おう国こく軍ぐん兵の必死の形ぎよう相そうがのぞき、矢だけではなく剝はぎ取った肩当てや盾、あるいは鍋なべ、煉れん瓦がの欠片かけらといったものまでが投げ落とされて侵入者を襲う。

　パオラは風向きの変化を見てとり、再び杖つえを持ち上げた。

「砂袋、撃てぇっ」

　石弓から次々と放たれた小さな布袋が、城壁をいくつも飛び越える。目つぶしの砂だ。的中させなくとも被害が出るので、敵が一ひと所ところで守りを固める砦に対しては、うまく風を読めば効こう果か覿てき面めんの武器である。矢窓の向こうで王国軍兵のうめき声が重なる。

「続けぇっ」

　パオラの号令とともに、第二波、第三波の梯子隊が城壁へ殺到する。ついに、最初の一人が砦内に飛び込んだのが見えた。先陣を讃たたえ、かつ羨うらやむ鬨ときの声こえがあがる。

　パオラは手でひさしをつくって陽よう光こうを遮さえぎり、砦の大きな影の向こう、砂さ塵じんに煙る西を見やる。地平ではためく銀色の旗が、少しずつ遠ざかっていくのが見える。総攻撃の先陣を切った銀ぎん卵らん騎き士し団だんは、ここアゾーロ砦に挨あい拶さつていどの矢を射かけると、そのままサンカリヨンに向けて砦の脇わきを突っ切ったのだ。背はい後ごから追つい撃げきされないように、このアゾーロ砦を攻め立て、一いつ刻こくも早く落とすことがパオラの当面の目標だった。

（ここを拠きよ点てんにして、陣を組み直す）

　パオラは砦の高い物見台を見上げる。おそらく南北から聖王国軍が挟きよう撃げきのために迫ってきているだろう。じきに銀卵はコルシャノ砦に達する。そこを攻撃している間に、アゾーロ砦を落としたこの中ちゆう盤ばん部隊から、重たい破は城じよう槌つちを運び出し、銀卵に届ける。同時に、挟撃に備えて掩えん護ご部隊を展開する。

　砦攻めが二つとも稲光のような勢いで遂行されるという、あまりにも危うい前提の上の作戦である。

（できるはず。もうアゾーロ砦は陥かん落らく寸前だ）

「千人長、破城槌を出す用意、早めにお願いします！」

　隣の馬上のザッパニア騎士にそう言葉をかける。

「はっ。しかし、後こう方ほう部隊がまだ」

　パオラは東を振り返って歯は嚙がみした。キセルキニア、ケルマニアの両軍が、あまりにものろい。進軍が停とまっているとしか思えない遅れぶりだ。

（なぜ？　後こう陣じんはまだ接せつ敵てきしたわけでもないのに）

「どうしてみなさんが自分で破城槌を運んでこなかったんです」

　今さら責めてもしょうがないとわかっていても、パオラの口調はきつくなってしまう。

「砦攻めに使うもんでもねえのに俺おれたちが運ぶなんて」

「そうだ。後陣の連中はどうせのんびり焚たき火びでもしてやがるんだ、それくらいの仕事させにゃ」

　ザッパニア兵が不満を垂れる。その言い分はわからないでもなかったが、一いつ刻こくが生死を分けるこの戦いで手間を惜しんで任務を押しつけ合うなど、怒りを通り越してあきれてしまう。右手に持った荷物が重いからといって左脚にくくりつけるようなものではないか。

（だめだ。怒っちゃだめだ。今あたしが怒ったってしょうがない）

（統制がとれてないのは、そもそもあたしの責任なんだ）

（最さい後こう陣じんからサンカリヨンの東門まで、破は城じよう槌つちを運ぶのに──どれくらいかかる？　半日くらいか。日暮れまでにはなんとか）

　なるべく急がせるように、と後陣に伝でん令れいを遣つかわし、パオラは再びアゾーロ砦とりでに向き直る。

「正面城じよう壁へき、制圧しました！　突入します！」

（順調だ。もう落ちた）

（怖いくらいに──順調だ）

　なぜかパオラはそのとき、かすかな不安が胸むねを刺すのを感じた。砦が落ちるのが早すぎる気がする。ここまで手薄な拠きよ点てんではないはずだ。







　その不安は、制圧が完了した砦内に足を踏み入れたとき、具体的なものに変わった。先に内部を調べていたコモンドール兵が走り出てくる。

「団長っ、こ、これを」

　パオラの隣にいたコモンドール軍団長に手渡されたのは、紐ひもで綴とじられた一ひと束たばの紙だった。開いて目を通した軍団長は、息を吞のみ、パオラの頭越しにザッパニアの団長に投げ渡す。

「どこにあったのだ」

「三階の指し揮き官かん室らしき部屋ですッ」

　二人の騎士は兵に先導されて同時に走り出す。

「ま、待ってください！　なにごとですかっ」

　パオラもあわてて後を追った。石造りの階段を駆かけ上がり、油と鋼はがねのにおいの充満する廊下を抜け、まだ紫むらさきの王国軍旗がかけられたままのその部屋に飛び込む。壁に大きく切られた窓の手前、大机に広げられた書面。

「なんと……いうことだ」

　ザッパニア騎き士し団だん長ちようが机に手をついてうめく。コモンドール軍団長は青ざめた顔で髭ひげを震ふるわせ、声もない。パオラも机に駆け寄り、無む造ぞう作さに広げられたそれを目にし、愕がく然ぜんとした。

　見み憶おぼえのある筆跡で、びっしりと綴つづられた──

「……これも。これもだ。北岸の砦を落とされたときの、我が軍の陣じん形けいではないか」

「員数も、退却路も、部隊編成までもかッ！」

「余よ剰じよう人員の再配備もほぼその通り読まれている」

「くそ。どうりで手薄な砦とりでから見事に潰つぶされていったわけだ」

（カーラ先生の字だ。間違いない）

　フランチェスカが公国軍を離れてからの、十数回に及ぶ砦の攻防、そのすべてにおける公国側の動きと、その対処が克こく明めいに記されている。まるで死刑の判決書のようだ。パオラは冷たい闇やみがひたひたと手足の先に打ち寄せるのを感じる。抱かかえたフランチェスカの作戦書を、きつく胸むねに引き寄せ、首を振る。

「……これは。き、きっと、王国軍の攪かく乱らんです」

　虚うつろな言葉が唇からこぼれる。二人の軍団長が振り向いてこちらをにらむ。

「だ、だってそうでしょう、終わった戦いくさのことです。後からどうとでも書けます。こうやってあたしたちを混乱させようと」

　熱に浮かされたようにつぶやきながら、しかしパオラは自分の言葉が噓うそだとだれよりもよく知っている。カーラの字なのだ。ザッパニア騎き士し団だん長ちようが首を振って言った。

「代行殿、気休めはやめていただこう」

　彼の指さす一枚が、パオラを闇の底に叩たたき落とす。

　そこに記されていたのは、サンカリヨン東門に向かって矛先のように尖とがった陣じん形けいで進む急襲作戦──すなわち、パオラがまさにたった今、率ひきいているこの作戦だった。

「このアゾーロ砦の人員を、前もってほとんどコルシャノ砦に移してあったのか」

　書面を食い入るように読みながら騎士団長がうめく。

（それで、ここまで早く落ちたのか。では、銀ぎん卵らんはコルシャノ砦で数倍もの兵に迎げい撃げきされることになる）

（銀卵だけを先行させる策も、読まれていた……）

「代行殿、見よ！　南北から挟きよう撃げきし分ぶん断だんするとも書いてあるぞ！」

　パオラは、床にへたり込みそうになった身体からだを叱しかりつけ、その作戦書を凝ぎよう視しする。

　紙上における南北からの挟撃は、しかし、先陣を狙ねらったものではない。

「代行殿！」扉とびらが叩きつけられるように開き、物見の兵が飛び込んでくる。「敵襲です、後こう陣じんキセルキニア勢とケルマニア勢が南北から攻撃を受けています！」

　パオラたちは部屋を飛び出し、砦の屋上に駈けあがった。砂さ塵じんの吹き荒れる東を見やり、パオラは絶句する。

「……馬ば鹿かな。どこから」

「先ほどまで、王国軍など影も形も」

　ほんの数すう刻こく前まで自分たちが通ってきた荒野の道を、今は紫むらさきの旗を掲かかげた大軍が分断している。パオラの視界がざわざわと闇で蝕むしばまれていく。

（やられた。すべて読まれていた……）

　押し寄せる絶ぜつ望ぼうの中で、パオラはほとんどすべてを理解した。

　この砦はすでにルキウスの力の範囲内なのだ。

（あたしたちには、王国の挟きよう撃げき部隊が認識できていなかった。後こう陣じんが進軍を止めていたのは、敵が見えていたからだ）

　敵の攻撃は銀ぎん卵らん騎き士し団だんに集中するはずだという、その前提が、すでにカーラの策の手中だった。先陣だけが襲われ、分ぶん断だんされたのなら、そこから後ろの主力部隊は先陣を見捨ててでも退却できる。しかし、パオラたち中核部隊と、後陣とが分断されたなら。

（キセルキニアもケルマニアも、応戦さえせずにエパベラに逃げ戻るだろう）

（あたしたちはここで孤こ立りつする……）

　砂混じりの強い風が吹きつけ、パオラの栗くり毛げを舞い上がらせる。

「……どの、パオラどの！」

　呼ぶ声にも、しばらく気づかないほど、パオラは放心していた。定まらない視線を声の主ぬしに──ザッパニアの騎き士し団だん長ちように向ける。肩をつかまれ、揺さぶられていることにもようやく気づく。のろのろと首を巡めぐらせると、屋上にはいつの間にか十数人の甲かつ冑ちゆう姿があった。両国軍の千人長や百ひやく卒そつ長ちようらが詰めかけ、パオラを囲んでいるのだ。

「しっかりなされよ！　指令を！」

（ああ、そうだ）

（あたしは指し揮き官かん代行だった）

　右手の指し揮き杖じよう、左手の作戦書、それぞれのあやふやな感触を確かめる。階下で兵たちがわめいているのも聞こえてくる。……いつの間に後ろに。戻れねえぞ。この砦とりでじゃ全軍立てこもるのは無む理りだ。馬ば鹿か野郎静かにしろ。腰こし抜ぬけが。くそ、なんでこんな目に。おいどうするんだ。団長、団長は！　隊長どこです、命令は！　おいふざけんなさっさとしろ！

（だめだ。もう、これは負け戦いくさだ。せめて）

　左手の作戦書を胸むねまで持ち上げる。

「……あたしは、このままコルシャノ砦の方へ向かいます。単たん騎きで」

　騎士団長の顔が歪ゆがむ。

「な……に？」

「あたしが指揮官代行だというのも、この作戦書を持っているというのも、敵には知れてるはずだから、少しは敵てき兵へいを引きつけられるはずです。みなさんは散さん開かいして退却を」

「な、なにを言っておるのだ！」パオラは襟えり首くびをねじり上げられる。「このような事態にそんな愚ぐ策さくをとれと、そこに書いてあるのか！　指揮官も作戦も失って、公国軍はどうなるとッ」

　パオラは弱々しく首を振り、騎士団長の胸を押しのけた。

「もとから、なかったんです。指揮官も作戦も」

　力を失ったパオラの手から、作戦書が滑すべり落ちる。石いし床どこに打ちつけられ、留め金が弾はじけ飛び、紐ひもが解ほどけて何十枚もの紙が散らばって広がる。

　屋上に集った隊長らが、一いつ斉せいに息を吞のみ、目を見開く。

　すべて、白紙だった。

　まっさらな噓うその破片たちの真ん中に、パオラはしゃがみ込む。

「これが、フランさまがあたしに預けた唯ゆい一いつの作戦です。なんにもなかったんです」

　あらゆる事態を想定した対応策があると、敵も味方も欺あざむき、その実すべての指示をパオラ自身が下すこと。それが、フランチェスカの残したたったひとつの戦せん略りやく。

　これまでずっと、だましだまし、その役目を続けていた。

　七万の軍を俯ふ瞰かんし、ときには走り回り、声を集め、任務と糧りよう食しよくと宿営を割り振り、必死に旗を振り、恐怖を押し隠し、これまでやってきた。

（でも、もう限界だ。やっぱり無む理りだった）

（ごめんなさい、フランさま）

（せめて他ほかの国の人たちは、なるべく死なせないように）

（それから、あたしの指し揮きで銀ぎん卵らんを、なんとか逃げ延びさせて……）

　そのとき、再びパオラは襟えり首くびをつかまれ、床から引きはがされる。目の前に、怒りに燃える眼めがある。

「たわけがッ」

　ザッパニア騎き士し団だん長ちようが叫んだ。

「貴き殿でんが指揮官なのだ、いいか、我ら総軍はこの紙切れに従ってきたわけではないぞ！」

「でも……でも」

　なにか言いかけたとき、焼けつく衝しよう撃げきがパオラの右みぎ頰ほおを襲い、視界に星が散った。一いつ瞬しゆん遅れて引きつった痛みがやってくる。鼻の奥と口の中とにむせるような鉄の味が広がる。横から殴なぐられたのだ、とようやく気づく。

「寝言を垂れている場合かッ」

　平ひら手てを赤く腫はらしたコモンドール軍団長が怒ど声せいを浴びせてくる。

「貴殿の命令で何百人死なせた！　何千人殺したッ！　ここで逃げると抜かすかッ」

　パオラは唇を嚙かみしめ、喉のどを灼やく涙を必死にこらえる。

「あ、あたしに、どうして、どうしてそこまで。ただの衛えい生せい兵へいなんです、あたしは」

「我ら誇りある騎士が──」

　手が、パオラの襟首から離れる。

「──泣くしか能のないただの衛生兵に指し揮き杖じようを預けると思うのか」

　パオラは顔を上げた。揺らめく視界の中で、いくつもの大きな人影がパオラを取り囲み、じっと見つめている。

　そのどれもが、見守る目であり、なにかを待っている目でもあった。

（なにを？）

「作戦中なのだ」

　だれかの声が、まるでパオラの内心に答えるかのように告げた。

「貴殿の作戦だぞ。忘れたのか」

（あたしの作戦）

（あたしが立てて、こうしてみんなを死し地ちに送り込んだ、作戦）

　左手の中には、もうなんの感触も残っていない。けれど右手には、冷たくたしかな、金属の感触がある。パオラの意識に、その冷たさが流れ込んでくる。

（これまでも、これからも、何百人、何千人と殺すんだ）

（あたしの手にある、小枝よりも軽いこの杖つえで）

（今も、また、そう）

　遠い鬨ときの声こえが聞こえる。砂混じりの風に乗って運ばれてきているのだ。かすかな地響きは馬の蹄ひづめが土を踏み鳴らす音だろうか。どれほどの数の兵だろう。

（そうだ。なぜ今になって、後こう陣じんを襲う敵軍が見えるようになった？）

　ルキウスが力を解といたのだ。それしかあり得ない。なぜ解いたのか。それは──

（もちろん、他ほかに向けるために、だ）

（銀ぎん卵らん騎き士し団だんに）

　パオラは目を閉じ、涙の残ざん滓しがまつげに染しみ通って薄れていくのを待った。両足で踏みしめた石いし床どこの無む慈じ悲ひな硬さをたしかめる。

（あたしの作戦は、まだ終わっていない）

（まだ、逃げるわけにはいかない）

　息を止め、吐はき出し、パオラは目を開いた。












７　敗北の凱がい歌か







「矢が尽きるぞ、くそォッ」

「南側の壁に回れ、門はあきらめろ！」

　百ひやく卒そつ長ちようの涸かれきった声が砂すな埃ぼこりを散らす。コルシャノ砦とりでの城じよう壁へきの上から雨と降り注そそぐ矢の勢いは、もう一いつ刻こくたとうかというのにまったく衰おとろえない。立ち並ぶ王国軍の弓兵の影はまるでもう一段高いべつの城壁のようだ。

「くそったれが、なんでこんなしみったれた砦にこんなに詰めてやがンだ！」

「投とう石せき機きまでか、反へ吐どが出る歓迎じゃねえか！」

　銀ぎん卵らんの兵たちが口々に罵ののしりながら逃げまどう。砦の門の上で木組みの巨大な機械がうなりをあげて腕を振り、石つぶてを撒まき散らす。城壁に近づきかけていた一隊も、これを真正面から受けて薙なぎ倒たおされる。

「弓兵だけでうちの五倍くらいいるぜ。読まれてやがったんだ」

「どうりでアゾーロ砦をすんなり素通りできたわけだ」

「御ご託たく並べてる場合か、いっぺん退たい避ひしろォッ」

　土に立てて並べた大盾の後ろに、銀卵の小隊が次々に逃げ戻ってくる。しかしそのとき、砦とはべつの方角から矢が飛来し、地面に相あい次ついで突き立った。不運にも腕に矢を受けた二、三人の兵が転がってのたうち回る。

「増ぞう援えんが来ちまった」

　だれかが絶ぜつ望ぼう的なつぶやきを漏もらす。川の方から砂さ塵じんが近づいてくる。クリスは太た刀ちを握にぎり直して立ち上がっていた。ここで増援の一番槍やりをしのがなければ、銀卵兵といえど心が折れる。

「おいクリス！　あ、ちくしょう、ええい！」

　走り出したクリスの背中に、先せん凸とつ隊長の声がぶつけられる。

「しょうがねえ先凸隊十名、続けェッ」

　川岸から駆かけてきたのは、弩おおゆみを手にした騎馬隊だった。クリスと銀ぎん卵らん騎き士し団だんの先凸隊を目にして、先頭の何騎かが驚きよう愕がくし、怯ひるんだ。そのわずかな躊ちゆう躇ちよをクリスは見逃さない。身ひとつで馬群に飛び込み、太刀で馬の腹を、あるいは騎士の脚の付け根を斬きりつけながら駆け抜ける。

「馬ば鹿かなッ」「踏み潰つぶせ、ひるむなァッ」

　聖せい王おう国こく騎士の怒ど声せいが右から左から降り注ぐ。拍車や馬の後うしろ脚あしが何度もクリスの胴をかすめた。しかし騎馬隊に単独で突撃し嵐あらしのように破壊を撒き散らして走り抜けるのは、傭よう兵へいだった頃ころに何度となくやってきたことだった。

「こ、これが《星喰くらい》か！」「お、おのれ、囲め、潰せェッ」

　久ひさしく呼ばれることのなかったその戦名が憎悪とともに吐はきかけられる。太た刀ちを握にぎった手に返ってくるのは、肉を裂さき骨を砕くだく快感だ。

　頭を塗ぬり潰つぶすほどの怒号と蹄てい音おんと刃やいばのぶつかり合う音とが止やむ。王国騎士が一いつ旦たん退却を命じる声も聞こえた気がする。やがて耳に響くのはクリス自身の荒い吐と息いきだけになり、倒れた馬や騎士たちの骸むくろのただ中でふと顔を上げると、川の向こう岸にびっしりと紫むらさきの旗が見えた。

「北ほく砦じようからの増ぞう援えんだ、ありゃあ」

　歩み寄ってきた先せん凸とつ隊たいの一人が、あごから血を滴したたらせながらうめく。

「コルシャノ砦とりでなんざ攻めてる場合じゃねえな」

「砦の南側に退しりぞいて陣を張りなおしゃあ、なんとか」

「アゾーロ砦から、うちの増援が来なかったらどうする」

「うるせえ。くだらねえこと考えてる場合か」

　クリスの四し肢しに、ぼんやりとした疲労と倦けん怠たい感かんが染しみ通っていく。クリスはそれを無む理り矢理呼び起こした殺意で塗り潰そうとする。敵の増援は何千人だ？　あとどれだけ斬きればいいんだ？　太刀を握り直したとき、背はい後ごから声がかけられた。

「おい、クリス。潮しお時どきだ」

　先凸隊長だった。濃い髭ひげで埋まったその顔は、古傷よりも多い新しい傷で血ち塗まみれになっている。まぶたの血を親指で弾はじき飛ばし、隊長は言葉を続ける。

「単独作戦に移れ」

　クリスは唇を嚙かみしめる。

　単独作戦。あまりにも不確かなので、最後の手段だと念押しされた策。クリスひとりでサンカリヨンに向かうという、あまりにも無む謀ぼうな賭かけ。

「なにぐずぐずしてやがンだ、さっさと行け。もともとてめえはひとりで突っ込みたがってたじゃねえか」

「でも……」

　クリスは粗そ末まつな盾と荷台とを並べただけの銀ぎん卵らんの陣を見渡す。クリスがここで団を離れるということは、増援を迎げい撃げきするための戦力が減るということだ。

「馬ば鹿か野郎。てめえひとりいねえくらいどうってことねえわ」

　隊長はクリスの尻しりを蹴け飛とばす。

「俺おれがパオラから判断を預かってンだぞ。俺の命令はパオラの命令で、つまり団長の命令だ。行け」

　クリスはぐっと唾つばを飲み込み、つないである馬の方へと駆かけ出した。

「クリスの掩えん護ごだ、南側つっつくぞッ」

　コルシャノ砦の南側を走り抜けるとき、またも矢が夕立のように浴びせられる。クリスを離り脱だつさせるために陽よう動どうをしかけた先凸隊の兵たちの押し殺した悲鳴が背中に聞こえる。矢の一本がクリスの太ももに、また一本が脇わき腹ばらに突き立った。唇を血がにじむほど嚙みしめ、手た綱づなを握にぎりしめて落馬をこらえる。

（馬に当たらなければいい）

（サンカリヨンまで、保もってくれ）

　クリスはこだまする痛みの中で馬の腹に拍車を入れた。





　　






　サンカリヨンの東門外は、かつては五日に一度の市が開かれて活かつ況きようを呈ていしていた。エパベラまでの街道を整備し、水路を引き、丘をならし、二つの街をつなげて一つの大都市にしようという計画さえも持ち上がったほどである。

　しかし城が聖せい王おう国こく軍ぐんに占せん領りようされ、戦地と化してからは、多くの軍ぐん靴かと蹄ひづめと車輪とに踏み荒らされた焼け野原が広がるばかりとなっていた。街道の石いし畳だたみの敷ふ設せつも、門からわずか数百歩ほどのところまでで止まっている。

　じっと眺ながめていると、胸むねの内まで砂だらけになり乾いてしまいそうな光景だ。

　じきに、傾いた陽ひがサンカリヨン城の背はい後ごにかかろうとしている。東門の上の高い城じよう壁へきから、街道の続く先を見渡した王おう配はい候こうルキウスは、目を細め、砂にけぶる地平になにかの影を探そうとした。

「銀ぎん卵らん騎き士し団だんは完全に孤こ立りついたしましたな。コルシャノは落とせぬでしょう」

「北ほく砦じようからの増ぞう援えんとで挟はさみ撃うちすれば殲せん滅めつできます」

　左右に控えた参さん謀ぼう官かんが愉ゆ快かいそうに言う。

「砂がひどい。まったく見えぬな」

　ルキウスは眉まゆをひそめ、鼻を鳴らした。

「じきに、キセルキニアやケルマニア軍を挟きよう撃げきした部隊から、伝でん令れいが来ましょう。川の北を通っておるので遅れているのです」

「楽な戦いくさでありましたな。やはり烏う合ごうの衆しゆう」

「あの作戦書を見たときの、公国の者どもの顔が見とうございましたな」

　居並ぶ王国騎士らの間に、下げ卑びた笑いが広がる。

「勝ってはいても、蹂じゆう躙りんできぬのが無念よ」

　ルキウスは砂でぼやけた地平を見つめてつぶやく。

　後こう陣じんのキセルキニア軍やケルマニア軍は、おそらくは早々にエパベラに退しりぞくだろう。それを追つい撃げきできるほどの兵力はない。アゾーロ砦とりでのザッパニア・コモンドール勢にしたところで、殲滅はできまい。

「どれほど腐ってはいても七万の軍ですからな。こちらから攻め入るとなると、殲滅する間じゅう閣かつ下かのお力を保たせなければなりませぬ。少々無む理りがありましょう」

「ふん。銀卵騎士団を皆殺しにして、城壁につるし、憂うさを晴らすとするか」

「すでに掃そう討とう部隊は待機させてあります」

　ルキウスは額ひたいの刻こく印いんに手をやった。熱が指先に返ってくる。

「ほんとうに、あの者は単たん騎きで出てきましょうか」

「銀ぎん卵らんは窮きゆうしておる。他ほかに手はない。後こう方ほうからの増ぞう援えんもない。必ずや来る」

　そう言い捨て、ルキウスは踵きびすを返し、階段に向かった。







　ルキウスの率ひきいる掃そう討とう部隊二千あまりは、サンカリヨンとコルシャノ砦とりでとのちょうど中間地点で全隊停止した。馬上でルキウスは振り返る。あぶみと槍やり先さきを整然と並べた屈くつ強きようの騎馬隊である。逆光に燃える紫むらさきの旗も、磨きあげられた甲かつ冑ちゆうの輝きも、なぜこんな場所で停止命令なのか、なぜ銀ぎん卵らん騎き士し団だんへの突撃殲せん滅めつ命令が下されないのかと、闘とう志しを煮えたぎらせているように見える。

「よいか。私が手を下す。そなたらの姿も『見えぬ』ようにしてあるが、《星喰くらい》が死ぬまで、絶ぜつ対たいに近づくな」

「しかし、それでは閣かつ下かの身が危のうございます」

　そう言いかけた隊長を、ルキウスはひとにらみで黙らせた。

　認識されないルキウスの身に、どんな危険が及ぶというのか。神の力にほど遠い凡ぼん人じんにはそこがやはり実感できぬのだな、とルキウスは心中で嘲あざける。

　砦とサンカリヨンとの中間点で獣けものの仔こを待ち受けるのは、万が一にも冥めい府ふの門を開かせぬようにするためだった。

（自や棄けになり、サンカリヨンの手前で獣と化す可能性もないわけではない）

（しかし、ここまで手前で待ち伏せしているとは思うまい）

　掃討部隊に離れているようにと言いつけたのも、万が一のためである。冥めい王おうの力は得え体たいが知れない部分がまだかなりある。神に祝しゆく福ふくされた王おう配はい候こうたるルキウスはまだしも、兵たちを近づけてはなにが起きるかわからない。完全な絶命を確認するまでは、だ。

　砂さ塵じんの中から染しみ出るようにして、その影が見えてきたとき、ルキウスは思わず肩を揺らして笑いそうになった。

（来た。やはり、単騎か）

　蹄ひづめの音さえも聞こえるほどの距離になって、ようやく馬上の小さな人影が見える。闇やみ色いろの髪が砂すな風かぜになぶられている。腕や脚に何本もの矢を受けて満身創そう痍いだ。騎乗者だけではない、馬の胴にも矢が突き立てられ、折れた矢羽根が風にむしり取られそうだ。

　馬はよろめき、どうと倒れ、乗り手を投げ出した。

（憐あわれな。これが、こんなみじめな小僧が、我らの命運を喰らう者なのか）

（否いな──）

（私が、喰らうのだ）

　ルキウスは自分も馬から飛び降り、剣を抜いた。

　地面に這はいつくばる少年に向かって、ゆっくり歩み寄っていく。

　クリスは土に手をつき、抜き身の太た刀ちを支えに立ち上がった。その両眼は虚うつろだ。すぐ目の前に怨おん敵てきが、そして二千の騎士が待ちかまえているというのに、たっぷりと疲労をたたえ、宙に泳ぎ、おそらくはるか先のサンカリヨンの城影を見つめている。

　ルキウスは声を立てて笑っていた。

　それでもクリスは脚を引きずり無防備なまま近寄ってくる。催さい眠みんの神ソムヌスの圧倒的な力が、まるで酸さんを注そそいで洗ったかのように認識力を摩ま滅めつさせているのだ。

「まこと、憐あわれよな」

　クリスが剣先の届くほどの近くにまで寄ってきたところで、ルキウスは言った。

「貴様の生せいそのものではないか。血ち塗まみれで、傷だらけで、みじめに這はいずり、届かぬ城を目指してそれでも脚を引きずり、しかしなにも見えず、なにも知り得ず、こうして今ひとりで──」

　逆さか手てに握にぎった剣を、ルキウスは持ち上げる。

「──死ぬのだ」

　振り下ろした刃やいばの先が、肉の手て応ごたえを貫つらぬいた。





　　






　刀身が血肉を飛び散らせ、プリンキノポリ大教会の門の内側を醜みにくく汚していく。

「聖せい女じよどの、聖女どのをお救いしろッ」

「近づけぬ」

「お、おお、パルカイの神々よ、忌いまわしきまぼろしを、どうか、どうか」

　遠巻きにした僧そう兵へいたちの悲鳴に近い祈りの声が遠く聞こえる。フランチェスカは血で濡ぬれた門に背中を押しつけ、首飾りから引きちぎった小さな瑠る璃り剣けんを振り回し、這はい寄よってくる亡もう者じやの手を払いのけていた。

「老ろう師し！　門の開閉装置です、あそこまで走れますか、老師ッ！」

　傍かたわらに膝ひざをついたマルマテオ師しにそう叫ぶ。しかし、ちらと見下ろしたフランチェスカは絶句する。マルマテオの両脚は膝まで血の海に浸つかり、門の蝶ちよう番つがいの金具に爪つめを立ててしがみつき、なんとか倒れるのをこらえている有様だ。

（脚が──食われてしまっている）

　汗か涙か血ち糊のりかよくわからないものが頰ほおに粘ねばりつき、フランチェスカはそれを乱暴にぬぐい落として顔を上げた。

　すぐ目の前に、黒い大きな背中がある。ジルベルトの右腕はすでに力を失ってだらりと垂れ、左に持ち替えた剣が竜たつ巻まきのごとくうなりをあげて、押し寄せる亡者を──血みどろの甲かつ冑ちゆうをまとった聖せい王おう国こく軍ぐん兵、あるいは泥と区別のつかない法ほう衣いをまとった僧、さらにはおぞましいことに銀ぎん卵らんの盾を手にした骨ばかりの屍しかばねさえもを叩たたき斬きり、蹴け散ちらしている。

　大聖堂前の広大な庭は、今や完全に赤黒い溜たまりに没していた。

（冥めい府ふの門が、開ききっている）

（あたくしはこれほどの、これほどの憎悪と怨おん念ねんを、この身に集めていたのか）

　膝ひざが震ふるえる。だめだ、倒れてはだめだ、恐怖に吞のみ込まれてはだめだ。フランチェスカは必死に言い聞かせる。死者たちがフランチェスカの名を呼ぶ。

「フラン様ッ」

　ジルベルトが肩越しに叫んだ。

「一気に切り開きます、壁かべ伝づたいに南聖堂まで走ってくださいッ」

　フランチェスカがなにか答えるよりも早く、ジルベルトは左手から迫っていた騎士姿の亡もう者じやの一団に飛び込んだ。フランチェスカはマルマテオのひどく軽い身体からだを抱かかえ、門柱に半身をこすりつけるようにして走り出す。けれど視界の端で黒い長身の人影が揺らぎ、刀身の閃ひらめきが腐ふ肉にくの壁に吞まれるのが見え、足を止めて振り向いてしまう。

「ジル──ジルッ」

　足下の汚れた血海が盛り上がり、新たな腐肉と朽ちた骨の塊かたまりが人の形をとり、膝を折ったジルベルトの姿をフランチェスカの視界から遮さえぎる。

「やああああああああああああッ」

　ついにフランチェスカは悲鳴をあげていた。

（ジル、ジル！　いやだ、こんなのは噓うそだ、ジルが！）

　もはやなにも目に入らず、聞こえず、最後に目にした黒い背中の方へとぬかるみの中を走り出そうとしたとき、なにかが腰こしにからみついて引き留めた。

「聖せい女じよさま、いけませぬ！」

「離しなさい！」

　フランチェスカは半狂乱でマルマテオの腕をむしり落とそうとする。すんでのところで、老ろう師しがもはや歩けもしないことを思い出した。

「聖女さま。聖女さま！」

　両眼から血を流し、マルマテオはフランチェスカの腰にすがりついてくる。

「聞こえますか。その剣で拙せつ僧そうの心臓を！」

「な──なん、ですって？」

　瑠る璃り剣けんを握にぎった左手が震える。

「早く！　血が必要なのです！　貴女あなたご自身の手で流される血が、必要なのです！」

「老師、な、なにを」

「早くッ」

　血の泡とともにそう吐はき、マルマテオはフランチェスカの左手首をすさまじい力で握ってくる。フランチェスカの意識が真っ白になりかける。その耳に、老師の言葉が灼やけた油のごとく流し込まれる。

「貴女はその手で屠ほふらなければいけない、貴女は自みずから憎まなければいけない──」

（憎まなければいけない？　なぜ。なぜ！）

「貴女あなたは戦いくさを畏おそれなければいけない」

「貴女は血に飢うえなければいけない」

「貴女は死に震ふるえなければいけない──」

（ちがう。これはもう老ろう師しの声じゃない）

（この短剣を握にぎった手も、もうあたくしの手ではない）

　ぎらつく瑠る璃り剣けんが、フランチェスカの頭上に高く振り上げられる。

　マルマテオの顔に、おぞましいほどの法ほう悦えつが浮かんだ。

　フランチェスカの左手は、まっすぐにその法ほう衣いの胸むねに振り下ろされた。すべてが祈りの声に包まれておぼろげな中、肉に食い込み骨を穿うがつその手て応ごたえだけが、たしかだった。

　噴ふき上げた鮮血が、フランチェスカの手を、胸を、顔を紅くれないに塗ぬる。

「あ、あ、ああ……」

　震えるその声は、フランチェスカ自身のものでもあり、心臓を貫つらぬかれたマルマテオの喉のどから漏もれる恍こう惚こつとした響きでもあった。

（殺した）

（あたくしが、この手で──）

　皺しわだらけの老師の手が、震えながら持ち上がる。フランチェスカの首筋、あご、そして頰ほおをなぞり、やがて、額ひたいへと。

（老師は見出していたのだ。天堂の神と、地上の人とをつなぐ術すべ）

　骨張った指が、フランチェスカの額に、血でそのしるしを描く。頭ず蓋がいいっぱいに響く、戦せん鉦しようと、鬨ときの声こえ、喇らつ叭ぱのいななき、爆はぜる松明たいまつ、数十万の兵たちの祈り。古い血に重ねられた新しい血が、フランチェスカの額で青く輝き始める。

　フランチェスカは顔を上げた。力を失った骸むくろが腕から滑すべり落ち、血の海に落ちた。

「聞け！　すべての戦死者よ、聞け！」

　フランチェスカの叫びが、血の海を揺らす。数千の亡もう者じやたちが眼がん窩かの腐った目で遠い天を仰あおぐ。フランチェスカの喉から、失われた太たい古この言葉がほとばしり出る。

　戦場の空を翔かけ、魂たましいを狩り集める残忍なる女神の──真の名を。





　　






　ルキウスは、逆さか手てに振り下ろした剣の先を凝ぎよう視ししていた。

（なぜ……だ？）

　耳の中で動どう悸きが痛みに変わる。

　クリスの両手が、刃やいばをつかんでいたからだ。

　手のひらからは血が滴したたり落ちていたが、しかし剣先は胸からそらされ、むなしく宙を刺して震えている。

（なぜだ。なぜ見えている。いや、それだけではない）

　天地さえもわからなくなりそうなほどの激しい困惑と違和感が、ルキウスの意識に押し寄せていた。

（なぜ、こやつは──）

（両手で太刀を支えにして立っていながら、両手で剣を受け止められるのだ）

　疑念が鼓こ動どうひとつごとに少しずつ恐怖に置き換わっていく。なにかがおかしい。なにかがちがっている。自分は、なにかを見落としている。

（見落として……いる？）

「ルキウスか」

　クリスが言った。ルキウスは目を剝むく。

（見えている？）

　しかし、すぐ目の前の漆しつ黒こくの瞳ひとみは、ルキウスの顔を捉とらえていない。変わらず、虚こ空くうにさまよったままだ。

（見えていない。それなのに、なぜわたしがいるとわかる）

「……閣かつ下か！」背はい後ごで騎士たちの声がした。異変を察したのだ。

「近づくな！　離れておれッ」

　ルキウスは全身を硬直させたまま叫んだ。獣けものの仔こが、すでにこちらに気づいている。両手を自由にした瞬間に烙らく印いんを発はつ現げんさせ、冥めい界かいの門を開くかもしれない。

「なぜ。なぜだ、貴様見えているのかッ」

「おまえだけじゃないんだ」

　クリスが、傷の痛みに顔をしかめながら言った。

「その力を持っているのは、おまえだけじゃない」

「な……に？」

　握にぎられた剣は、ぴくりとも動かない。

「もともと、それは獣の力だ。ぼくはその片へん鱗りんを、生まれたときから持っていた」

「な──き、貴様は、なにを」

　クリスの漆黒の瞳が、ふ、と力を失い、遠い過去に漂う。

「七年間だ。母かあ様さまといた、七年間。気づいていなかった。でも、ぼくは母様を守るために、母様とずっと一緒にいるために、その力を使っていた」

（なんだ。こやつはなにを言っている）

（持っていた？　生まれながらに持っていただと？）

（そう、たしかに、もとよりオルクスから奪った力だ。しかし、そんな、そんなことが）

「ぼくはたしかに蔵の中にいた。村人たちも気づいていた。でも、ぼくを見つけることはできなかった。おまえと同じ、この力が、認識を蝕むしばんでいたからだ。ぼく自身の認識さえも、だ。だれもぼくと母様の区別がつかなかったんだ」

（認識を蝕んでいた……区別する知覚を、摩ま滅めつさせていた？）

「ルキウス。ぼくはひとりじゃない」

　こわばっていた全身に、恐きよう慌こうが力を注そそぎ込む。ルキウスは剣をもぎ取って真後ろに跳とび退のいた。鼓こ動どうが鉦かねのように頭ず蓋がいの中で痛いほど響いている。

（ひとりではない）

（もうひとりいる！　ここに、こやつのすぐ隣に、もうひとりいるのだ）

（区別できていない。私の認識力が、蝕むしばまれている──）

　ルキウスの手はほとんど無意識に跳はね上がっていた。額ひたいに指を食い込ませる。癒いえかけの傷に鈍にぶい痛みが走る。視界をぼんやりと覆おおっていた刻こく印いんの青い光が散る。解放されたソムヌスの神の力が霧む散さんしていく。

　砂すな埃ぼこりが頰ほおや首筋や腕に吹きつける。横からの風が紫むらさきのタバードを巻き上げる。

　眼前に、太た刀ちを支えにして立つ、傷だらけの少年。

　その隣に寄り添う──翼状の衣ころもを血でしとどに汚した、紅くれないの髪の少女。

　黒いたしかな光をたたえた四つの瞳ひとみが、ルキウスを捉とらえている。

　ルキウスは、笑い出した。

　クリスは眉まゆを寄せる。ミネルヴァは、切り裂さかれて血ち塗まみれの両手で自分の腕を抱く。

（なんという策よ）

（ミネルヴァさまが剣さえ持っていないのは、私に一いつ片ぺんの違和感も与えぬように、か）

（こうして、私をこの戦場に引きずり出すために）

　不気味な愉ゆ悦えつが血とともにルキウスの全身を駆かけめぐる。

（だが、それでも私の勝ちだ）

「……クリストフォロス・エピメクス」

　ルキウスは、その名を呼んだ。獣けものの仔こ──ではない。選ばれた聖せい王おう紳しん、託たく宣せん女じよ王おうの夫としての名を。

「貴様は、私と同じだな」

「……同じ？」

　クリスは太刀を持ち上げ、構える。

「そうだ。見事な策だった──が、なぜミネルヴァさまにその太刀を持たせなかった」

　クリスの顔が、かすかに歪ゆがむ。

「そうしていれば、あの一手で貴様の勝ちだ。ミネルヴァさまが私の首を貫つらぬくだけでよかった。なぜそうしなかった？」

　声が、どす黒い衝しよう動どうとともに昂たかぶっていく。

「私と同じだからだ。その手で殺したいのだろう、力を奪いたいのだろうッだがッ」

　持ち上げたルキウスの左手の甲で、再びソムヌスの刻印が青くぎらつく。

「その獣じゆう欲よくが貴様の命取りだッ」

　左手が額に重ねられた瞬間、大気と大地が歪むほどの激しさで、催さい眠みんの神の力が再び発はつ現げんする。クリスの目が闇やみに沈む。ルキウスは横よこ様ざまに回り込んだ。ミネルヴァが振り向く。紅の髪の向こうで、クリスは呆ぼう然ぜんと立ちつくしている。

（ひとりではないからどうしたというのだ。再び貴様の認識を滅した、そしてッ）

　ルキウスは右手の剣を振り上げ、地を蹴けった──ミネルヴァに向かって。

（あなたなら造ぞう作さもなく躱かわせるだろうが、その先にあるのはクリストフォロの死だ！）

（いずれにせよ二人ともここで──）

　白い翼が、はためいた。

　ミネルヴァが両腕を広げたのだ。まるで、ルキウスの剣を受け止めるように。その刹せつ那な、溶岩のような疑念がルキウスの胸むねで渦うず巻まく。

（馬ば鹿かな──躱しもしない、受けも、逸そらしもしない、なぜだ！　なぜ──）

　その疑念は、しかし、だれにも答えられることなく、額ひたいの刻こく印いんを刺し貫つらぬく熱い衝しよう撃げきによってぶっつりと断ち切られた。

　ミネルヴァの頰ほおに、血と脳のう漿しようとが降りかかる。

　ルキウスの手にした剣の先は、白い翼の衣ころもの胸にわずかに食い込んだところで止まっていた。ミネルヴァの耳元から、紅くれないの髪を穿うがって繰り出された氷の刃やいばが、ルキウスの頭ず蓋がいを貫通していたからだ。

「……わたしは託たく宣せん女じよ王おうだぞ」

　漂ひよう白はくされきった声でミネルヴァはつぶやいた。

「おまえが、今日このとき、この場所でもたらすこの死だって、視みていた。クリスが、それを喰くらっただけだ」












　そうやって、わたしたちは二人で、生き延びてきたんだ。

　ミネルヴァのその言葉は、どこにも届かない。ルキウスの骸むくろが太た刀ち先からずるりと滑すべり落ちて大地に崩くずれ、巻き上げられた砂に吞のみ込まれ、風に散らされた。





　　






　プリンキノポリ大教会は、凄せい絶ぜつなまでの静けさに包まれていた。

　大地が、赤黒い汚お泥でいや骨や腐ふ肉にくをすすり込み、草と石いし畳だたみとを覆おおい尽くしていた血の海が泡立ち、蒸発し、息苦しいほどの腐ふ臭しゆうを残してみな消えてしまった後も、大聖堂前の庭には大気がひび割れそうなほどの静せい寂じやくが満ちていた。手足を喰くらわれ、溶とかされた僧たちは、そこかしこの草の上に倒れていた。血ち反へ吐どを撒まき散らして絶命している者もある。それでも、生き残った者たちは、うめき声も、息を吐はく音さえも立てない。

　みな沈黙し、正門の前に立つフランチェスカを見つめている。

　フランチェスカの額ひたいに燃える、刻こく印いんを。

「……軍神ベローナ……」

　ようやく、だれかがそうつぶやく。

　だれもが、見た。だれもが聞いたはずだ。

　フランチェスカの口から放たれた、人間の身には発音すらできないはずの、その名。

　聖せい女じよの足下から沸わき立ち、大きな波紋を生んだ血の海。そこに沈んでいく亡もう者じやたちと、錆さびた矛や破れた紫むらさきの旗。

　天から降り注そそぎ、頭の中に直接響いた、戦いくさを告げる種々の楽がくの音ね。

　フランチェスカは打ちのめされていた。膝ひざは力を失って崩れそうだった。そのままうずくまって土と同化し、夜を待ちたかった。

　けれど、見下ろした自みずからの両手の甲で、まだ刻印はぼんやりと青い光を放っている。

　ざり、ざり、と草の上をなにか引きずるような音が近づいてくる。目を上げると、ひどく懐なつかしい鋼はがね色の髪が、無表情な灰色の瞳ひとみが、そこにある。ジルベルトの左手に握にぎられた剣は、中程から腐って折れていた。右腕は肩の肉が大きくえぐれ、力を失って垂れたままだ。右みぎ腿ももも皮膚が焼けただれ、無む惨ざんに肉が見えている。

　それでもジルベルトは歩み寄ってくると、剣を投げ捨て、かがみ込み、左腕だけでそれを持ち上げた。

　マルマテオ師しの骸は、干ひからびた顔にも、僧そう衣いにも、血が固まってこびりついている。

（あたくしが……殺した）

　屍しかばねの胸むねに突き立てられた瑠る璃りの短剣を目にし、フランチェスカはその事実を再び苦く思い返す。

　ジルベルトの腕から、骸を両手で受け取った。まるで人の身体からだには思えない。

（なんなのだ。これは、なんなのだ？）

（なんの意味があった）

（なぜこの方が、死ななければならなかった）

　虚きよ無む感かんが、身体からだ中じゆうの傷口から、ぬくもりとともに流れ出ていくように思えた。

　けれど、フランチェスカは歩き出す。骸むくろを抱いたまま、ジルベルトの目の前を通り過ぎ、中央大聖堂の入り口へと。

　庭に集った、枢すう機き卿けいや司し教きようたちの戸と惑まどいの視線が、フランチェスカの頰ほおを引ひっ搔かく。

　立ち止まり、庭を見渡し、つぶやいた。

「……枢密議コンクラーヴエを。今日、この日、執とり行われるようにと、神々が望まれています」

　その言葉に、高こう僧そうたちの顔はいちように引きつった。けれどフランチェスカが再び歩き出すと、一人、また一人とそれに続く。歩を進めるにつれ、だれしもの顔に、疫えき病びようの熱のような不気味なかりそめの生せい気きが満ちていく。

　大聖堂入り口の両りよう脇わきにいた僧が、フランチェスカに気け圧おされ、扉とびらを引く。数千の蠟ろう燭そくの灯ともされた聖堂内は、まるで天の最も高い場所から星の海を見下ろしたようだ。焚たかれた甘く苦い香こうが流れ出てきて、傷だらけの肌を刺す。

　フランチェスカは老ろう師しの骸を胸むねに引き寄せ、息を止め、堂内に踏み込んだ。いくつもの足音がそれに続く。額ひたいに捺おされた刻こく印いんの熱は、まだぼんやりと残っている。白や黄色の典てん礼れい服ふくの背中が、フランチェスカを追い越していく。

　扉が閉まるのも待たず、だれからともなく、その声が湧わきあがる。

「──フランチェスカ」

「フランチェスカ！」

「フランチェスカ・ダ・ザカリア！」

　悪寒に立ちすくむ。枢機卿、司教、百いくつの熱に浮かされた目がフランチェスカを捉とらえている。

「フランチェスカ・ダ・ザカリア！」

「フランチェスカ・ダ・ザカリア・サン・ディキマ・エ・ベローナ！」

「フランチェスカ・ダ・ザカリア・サン・ディキマ・エ・ベローナ！」

　唱しよう和わする声を遠く聞きながら、フランチェスカは痛感する。

（これが、あたくしのはじめての負け戦いくさか）

　勝者の屍しかばねは、腕の中でもはや重たい氷のようだ。

（神々さえも背負え、と）

（あなたは、そう要求するのか）

　神が人のためにあるのではなく、人が神のためにあるのが信仰だとするならば、これはたしかに信仰の勝利だ。

（あたくしは、この日を生しよう涯がい忘れない。この屈くつ辱じよくを）

　大聖堂の正面奥に高くそびえる祭さい壇だんへと、フランチェスカは歩き出す。その名を呼ばわる数多あまたの祝しゆく福ふくの声に背中を押されながら。

（あたくしは神々に敗やぶれたのだ。それを生しよう涯がい忘れない）

（いいだろう。今は贖あがないとして、背負い、這はいずり回る責めを受けよう。いつか──）

（いつか必ず、踏みにじってやる）

　やがてフランチェスカの背はい後ごで、大おお扉とびらの閉じる音が響いた。まるで断頭台の刃やいばが落ちるときのように、冷たく、堅く、厳おごそかに。





　　






「ルキウス閣かつ下かが──」

　戦死報告を受け、サンカリヨン駐ちゆう屯とん軍ぐんの鎮ちん守じゆ副ふく将しよう軍ぐんは、絶句した。

　ほんの数すう刻こく前に、掃そう討とう部隊二千名を率ひきいてコルシャノ砦とりでに向かって出陣したばかりだ。刻こく印いんの力もじゅうぶんに働いていたはずだ。なぜ。だれがどうやって──いや、それどころではない。

「き、貴様はなぜおめおめと戻ってきたッ」

　掃討部隊の若い騎士に、怒ど声せいを浴びせる。

「銀ぎん卵らん騎き士し団だんがここサンカリヨンに向かってきているのです」

「銀卵だと？　たかが千名足らずの隊がどうしたというのだ、貴様らは」

「閣下ッ」

　伝でん令れいが軍議室に飛び込んできた。副将軍は腰こしを浮かせる。

「銀卵騎士団です、いま東門に」

　副将軍は不快感もあらわに鼻を鳴らした。大おお股またで軍議室の扉に向かいながら、がなり声で指示を飛ばす。

「弓隊を出せ、それから北ほく砦じよう勢を呼び戻せ、南門から四個大隊を出して包囲殲せん滅めつしろ、たかが千名の、砦攻めで疲ひ弊へいした騎士団なぞ、ものの一いつ刻こくで──」階段を駆かけ上がり、城じよう壁へきの上に出た副将軍は、胸壁の凹おう凸とつの間から城外を見やり、絶句した。

　たしかに報告の通り、東門の外には銀の鶏にわとりの旗が見える。

　千名、どころではない。サンカリヨンを二重にも三重にも包囲できるほどの、数万の大軍が荒野を埋め尽くし、そのそこかしこで銀ぎん鶏らん旗きが誇らしげにひるがえっていたのだ。

「……な……ば、馬ば鹿かな」

　胸壁にかじりつき、副将軍は眼下を凝ぎよう視しする。

　ザカリア兵だけではない。ザッパニア、コモンドール、キセルキニア、ケルマニア、各公国軍が自国の旗とともに、銀卵の旗を掲かかげているのだ。鬨ときの声こえが湧わきあがり、城壁の上にまで吹きつけてくる。

「な、なぜこれほどの大軍、き、気づかなかったのだ、なぜ今まで報告がなかったッ」

「わかりません、突然──」参さん謀ぼう官かんが青い顔で答える。

「突然とはなんだ、そんなわけがあるか！　ええいくそ、南門開くな、なだれ込まれるぞ、城内の兵を中庭に呼び集めろ、弓兵すべて城じよう壁へきへ！　火矢をもて！　指し揮き系統を狙ねらえ、とにかく搔かき回せッ！」

　必死に命令をわめき、副ふく将しよ軍うぐんはもう一度胸壁にとりついた。

（連合は分ぶん断だんしたはずではなかったのか、キセルキニアもケルマニアも逃げ帰ったのではなかったか）

（だれがどうやってまとめた。ザカリアの女め狐ぎつねの不在に、いったいだれの指揮で）

（銀ぎん卵らん騎き士し団だんの者が指揮官代だい理りであるはずだ。どこだ）

　しかし、眼下の数万の軍勢は、みな銀ぎん鶏らん旗きを掲かかげているのだ。

（七万の、銀卵騎士団……）

　そんな想念がこみ上げてきた。それは、押し寄せる恐怖そのものだ。

　鬨ときの声こえの間に、かすかに少女の声が聞こえた気がした。




「──殲せん滅めつせよ！」




　銀鶏旗と色とりどりの公国軍旗とが一いつ斉せいに天を衝つき、七万の軍勢が地響きをたてながら動き出した。サンカリヨンを押し包むように、北へ、南へ。

　やがて破は城じよう槌つちの最初の一いち撃げきが、城壁を大きく揺らした。





８　離別







　メドキア公こう爵しやくは八十四歳という老齢であり、長きに渡る軟なん禁きん生活と、家族を人質にとられていたことの緊張、そして攻こう城じよう戦せん中に聖せい王おう国こく軍ぐんによって倉庫に押し込められたことがたたって、寝たきりとなってしまった。主しゆ治じ医いから面会が許可されたのは、サンカリヨン解放から三日後のことである。

　公爵の寝室には、連合公国軍の重じゆう鎮ちんがずらりと顔をそろえた。ザカリア公爵、そして他ほかの四カ国の騎き士し団だん長ちようらである。みなそろって騎士の正装をしているため、病人の寝室らしからぬぴんとした空気が部屋内に満ちていた。

「ザカリア公、このたびはほんとうに世話になった」

　大きな寝しん台だいに埋もれたメドキア公爵は、しゃがれきった声で言った。寝台のそばに座すわったザカリア公爵は、品良く微笑ほほえんでうなずく。

「大事ないようで、なによりですよ」

「わしも今度ばかりは、まいった。閉じ込められている間、『とっとと隠いん居きよしておればよかった』と何度思ったかしれん。もう意地を張らず、息子に爵位を譲ろう」

　ザカリア公は、騎士団長らと顔を見合わせて笑い合った。父親である先代のザカリア公爵も、同じようにかなり高齢になるまで譲位しなかったのだ。

「聞けばフランチェスカどのはプリンキノポリに向かわれてご不在だったと。いやはや、貴公は軍を率ひきいる才もおありだったか」

　老公がそんなことを言うので、ザカリア公は眉まゆをぴんと跳はね上げ、首を振った。

「いやいや。私ではありませんよ。パオラ、そんなところに隠れていないで、入っておいで。メドキア公にご挨あい拶さつなさい」

　寝室の扉とびらに向かってそう呼びかけると、わずかに開いていた隙すき間まがぱたんと閉じてしまう。いちばん近い場所にいたザッパニアの騎き士し団だん長ちようが、大笑いしながら扉を押し開け、廊下にいたパオラの手首をつかんで寝室に引っぱり込んだ。

「え、あ、あ、あの、あたしっ、公こう爵しやくさまに、その」

「こちら、公国連合総軍指し揮き官かん代行パオラ殿」

　ザッパニア騎士団長が、かしこまって角かく張ばった口調で紹介し、再び大笑いが巻き起こり、パオラはますます赤面して萎い縮しゆくする。しかし、パオラの装よそおいはその日も、装そう飾しよく剣けんを帯びて紋もん章しよう入りのマントを羽は織おり指し揮き杖じようを手にした、立派な指揮官のいでたちである。それを目にした老メドキア公は、白い髭ひげに包まれた口をほころばせる。

「ザカリアがうらやましい。若い力はよいものだ。パオラどの、またお逢あいできて嬉うれしゅう思いますぞ」

「え、あ、あ、う、メドキア公爵さまも、お、お元気そうでっ」

「ちっとも元気ではないがな」

　寝室には笑いが絶えなかった。

　かつて、ここサンカリヨンで王おう配はい候こうコルネリウスと女王シルヴィアの婚こん儀ぎが開かれそうになったとき、銀ぎん卵らんの精せい鋭えいが侵入する手引きをしてくれたのがメドキア公である。もうひどく遠い昔のことに思える。あの頃ころのパオラはまだ、ただの衛えい生せい兵へいだった。

「パオラ殿の作戦は、思えば失敗続きであったな……」

「うむ。フランチェスカ殿の作戦書などという噓うそがなければ、とっくに帰国しているところだ」

「ご、ご、ごめんなさいっ」

　騎士団長たちに向かって、パオラは何度も頭を下げる。

「なに、それでよいのだ」

「最後に勝てばよい、とはよく云う」

「何度負けようが、勝つまで軍を維い持じできればよいのだ」

　団長らはうなずきあう。パオラは唇を嚙かみしめ、涙を浮かべる。あのとき、アゾーロ砦とりでで連合軍がばらばらになりかけたことを思い出す。

　銀卵の旗を総勢で掲かかげよう、と言い出したのは、ザッパニア騎士団長だ。

　南北からの挟きよう撃げきを受けながらも、エパベラに退却せずに踏みとどまって応戦してくれたのは、ケルマニアとキセルキニアの両軍の判断だ。

「……あたしは、……なんにも、してないです」

「馬ば鹿かなことを言うな」

　キセルキニアの軍団長が不ふ機き嫌げんそうに腕組みして言う。

「貴き殿でんの命令は、先陣が失敗したら退却せよ、であろう。横から襲われたら退却せよ、などという命令は受けておらぬ」

「さよう」とケルマニアの騎き士し団だん長ちようも言う。「我々の任務は退路の確保ではないか。踏みとどまって戦うのは当然であろう」

「しかしな……」

　コモンドールの軍団長が横から混ぜっ返した。

「その後、サンカリヨンまで軍を進めたではないか。あれは命令違反ではないのか」

「あれは、要よう請せいどおり破は城じよう槌つちを前線まで届けただけよ」

「そうだ。卿きようらが我々に押しつけた任務ではないか」

「は、は！　破城槌たった二つを、わざわざ万の兵で届けたのか！」

「はははは、そういうことにしておけ！」

　笑い声が弾はじける。パオラもついに笑い出した。

「パオラ殿、次はこういうことがないように、もっと細かく命令を出すか、あるいはざっくりと各軍に判断を割り振るがよかろう」

「つ、次なんてそんなっ」

　パオラは縮ちぢこまり、胸むねの前でぶんぶん両手を振った。と、四人の団長が急にそろって真剣な顔になる。

「パオラ殿。貴殿は、あの軍神ベローナの聖せい女じよフランチェスカ・ダ・ザカリアが選んだ、指し揮き官かん代だい理りなのだ。あの方が、その器うつわでない者を選ばれると思うのか」

「え、え……」

　四人分の険けわしい視線を受けて、パオラは後ずさってしまう。

（指揮官の、器？）

（あたしに、そんなもの）

「貴殿は──たしかに、ほとんどあらゆる点で、フランチェスカ殿に及ばぬ」

「しかし、フランチェスカ殿にないものも、持ち合わせているな」

「うむ」

（フランさまに、ないもの？）

　パオラは戸と惑まどった目で、四人を見渡す。

「なんですか、それ。そんなの……」

「運だ」

　ザッパニア騎士団長があっさりと口にしたその答えに、パオラは愕がく然ぜんとし、それから肩を落とす。

（なんだ。運か）

（たしかに、あたしは運がよかっただけだ）

　クリスとミネルヴァに託した、最後の作戦。

　あれは、気の遠くなるほど細い勝機だった。王おう配はい候こうルキウスが自みずから出てきて、自らの手でクリスを殺そうとするかどうか、それがそもそも確定的ではなかった。さらにはミネルヴァがそれを止め、クリスの手で王配候を斃たおさなければならなかった。

　クリスがルキウスを殺して奪うであろう催さい眠みんの神ソムヌスの力に、パオラは賭かけたのである。刻こく印いんの力がサンカリヨン駐ちゆう屯とん軍ぐんの目をくらませ、七万の軍の集結と包囲を可能にしたのだ。

（正体もよくわからない、神さまの力に、頼るなんて）

　それは──フランチェスカであれば、決して立案しなかったであろう作戦だ。

　だからこそ、カーラの読みを上回れた、とはいえるかもしれない。

（でも、けっきょく運だ。あんな不確かな策に、銀ぎん卵らんのみんなの命を預けてしまった）

（あたしは指し揮き官かん失格だ）

　しかし、公国の軍を預かる騎士たちは、みな首を振る。

「パオラ殿は、戦いくさの運というものをまだよくわかっておらぬ」

　そう言われ、うつむいていたパオラは顔を上げた。

「勝ちの目が出るまで、賽さいを振り続けられること。そのときが来るまで、兵らを辛抱させ、引きずり回す力。それが戦場の運というもの」

　力強い手が、パオラの肩に置かれる。

「我らは、そのときまで貴き殿でんについていけた。それは──まごうかたなき、貴殿の力だ」







　パオラはひとりだけ先にメドキア公の寝室を辞じした。

　込み入ったサンカリヨン城の廊下を歩く間、腹の底で、不思議な熱さと冷たさとが入り混じって渦うずを巻いているのを感じた。

（フランさまに早く逢あいたい）

（もうすぐ戻ってくるんだ。とにかく、たくさん話したいことがある）

　顔を合わせたら、自分はどうなってしまうだろう。わけもわからず腹を立ててしまうかもしれない。抱きついて泣き出してしまうかもしれない。

（早く逢って、そしてしばらくは）

（ただの衛えい生せい兵へいに戻りたいな……）





　　






　その日の夕刻──

　サンカリヨン城北西の、川に面した小さな門が、軋きしみながら開いて橋となった。

　クリスは少ない荷物を載のせた馬を牽ひいて、夕ゆう陽ひでたっぷりと朱色に染まった橋を渡った。すぐ後ろから、うつむきながらついてくるのは、ミネルヴァだ。二人と一頭の影が斜めに長く伸びて、橋の際きわを超え、川かわ面もに落ちていた。

　城じよう壁へきの向こうからは、歌声や琴ことをかき鳴らす音や太鼓の響きがかすかに聞こえてくる。市民たちが、サンカリヨン解放を祝う宴うたげをもう三日三晩続けているのだ。占せん領りようされてシルヴィアがやってきたときも大歓迎していたくせに無節操なものだな、とクリスは思う。

　シルヴィアは、今どうしているだろう。それから、あの白しろ薔ば薇らの騎士ジュリオはどうなっただろう。夕ゆう映ばえが闇やみに浸ひたりつつある北西の空──聖都サンチユリオの方角に目をやり、クリスはしばし思いを馳はせる。

　橋を渡りきったところで、クリスは振り向く。ミネルヴァは視線を合わせないまま立ち止まった。

　なぜ、ひとりで行くのか。

　ほんとうに、ひとりで行くのか。

　そんな問答は、これまでに二人の間で何度もかわされてきた。もう、お互いにどうしようもないとわかっている。

　先に、ミネルヴァが口を開いた。

「フランが戻ってきたら。……そのまま、わたしたちも都に向かうぞ」

「うん」

　サンカリヨンが奪だつ還かんできた今、もはや王国と争っているときではない。一いつ刻こくも早く和わ睦ぼくして情報を交換し防備を分担しアンゴーラにあたらねばならない。王国側も、今や話し合うべき相あい手てはフランチェスカ・ダ・ザカリア以外あり得ないとわかっているだろう。

　和わ議ぎは、おそらく聖都──あるいは、その手前のハドリアヌス城じよう砦さいで行われるはずだ。けれどクリスは、フランチェスカの帰き還かんを待たず、このまま聖都にひとりで向かう。

　他ほかには、パオラにしか話していない。銀ぎん卵らんのだれも、この離り脱だつを知らない。

　クリスがこれから向かう先でなにと戦うのか、クリス自身にさえ説明できないからだ。

　もうミネルヴァは引き留めようとしない。ただ、不ふ機き嫌げんで、ときおりさみしそうな目をするだけだ。だからクリスはこう言ってしまう。

「……あのときのこと。気休めじゃないよ。本気なんだ」

　ミネルヴァは紅あか色いろの髪をぶわっと舞い上がらせて顔をあげた。夕焼けなど問題にならないくらい、顔が耳まで真っ赤になっている。

「お、おまえっ、あ、あんな、恥ずかしいことっ」

　ミネルヴァは振り上げた手と、それから声を震ふるわせる。いっこうに振り下ろさないのは、総攻撃前のあの夜のことを思い出しているからだろう。

　あのとき──

　宿舎の部屋に、こっそり入ってきたミネルヴァ。

　交かわされた言葉。致ち命めい的てきに甘い約束。

「これまでやってきたことを、確かめただけじゃないか」

「お、おまえ意味わかって言ってるのかっ」

「わかってるよ。でも、ほんとうのことだろ」

　クリスはミネルヴァの顔をのぞき込む。瞳ひとみが潤うるんでいる。

　たしかに、ミネルヴァを安心させたくて言ったことだ。でも、なにからなにまで真実だ。クリスの想いも、ほんものなのだ。







『ねえ、ミネルヴァ』

『ぼくは、ミネルヴァを殺す運命のために、ミネルヴァと出で逢あったよね』

　あのとき、クリスはそう言った。ミネルヴァは、戸と惑まどった目でうなずいた。

『でも獣けものがその運命を喰くらった。ぼくは、そこだけは感謝してる』

『……感謝？』

『うん。ぼくらをもてあそんでる、わけのわからない神だか獣だかに。だって、ミネルヴァに逢わせてくれた。それに、殺さずに済んでる』

　ミネルヴァは恥ずかしそうに目をそらした。

『……なんだそれは。新しく考えついた気休めなのか』

　クリスは笑った。

『そうじゃないよ。ただ、さ……』

　額ひたいの烙らく印いんに手をやる。

『苦しいことも多いけど、このままでもいいかなとも思ってる』

『このまま？』

『ミネルヴァがぼくに殺される未来を視みる。ぼくの獣がそれを喰らう。その繰り返し。それでもいいかなって』

『なんでだ。頭おかしくなったんじゃないのか』

『だって、ミネルヴァとずっと一緒にいられる。テュケーがそう保証してくれる』

　ミネルヴァは固まってしまう。

『果か胎たいの託たく宣せん──だっけ。ミネルヴァの、夫を決める予見』

『……それが、どうした』

『ミネルヴァを殺すところだけが、なしになるのなら。それは、だって、けっこう……嬉うれしい未来なんじゃないかって思って』

　ミネルヴァは、そう、今と同じように耳まで紅こう潮ちようさせてつかみかかってきた。

『お、おまえ意味わかって言ってるのかっ』

　怒り方も、今と同じだ。

『わかってるよ。だから、ミネルヴァと結婚して』

『ば、ばかっ、そ、それだけじゃないぞ！　わ、わたしは、子どもを、おまえの──』

『あ……』

　そのことは忘れていたクリスだった。二人はしばらく、視線を半分だけ触れ合わせたままじっと黙っていた。口を開いたら、なにか不用意なことを言ってしまいそうだった。

『……あの、ごめん。ミネルヴァは、ひょっとして、いやだった？　そういうの』

　平ひら手てで思いっきり殴なぐられた。

『こ、この、ばかっ』

　それからうつむき、もそもそと言葉を続ける。

『いやだとか、いやじゃないとか、そういう問題じゃなくて、急にっ、そんなの』







「おまえはっ、いっつもわたしの気持ちなんて考えずに、勝手に突っ走って」

　頰ほおを染め、そう言いながら、ミネルヴァは一歩、二歩、歩み寄ってきてクリスの腕に強く爪つめを立てる。

「あのときだってそうだ。わたしがなにも答えてないのに、勝手にわたしを消して」

　その涙混じりの言葉が、鈍にぶくクリスの胸むねをえぐる。

「……ごめん」

「あれからずっとおまえの隣にいたのに、他ほかのやつらだけじゃない、おまえまでわたしを認識しなくなったんだ。想像してみろ、ばか！」

　ミネルヴァはうっすら涙さえ浮かべている。雲間からのぞく真しん紅くの夕ゆう陽ひがそこに映うつり込んでいる。酸さんの針のような痛みがクリスの喉のどを滑すべり落ちて胸に刺さる。

（ルキウスを斃たおせなければ、力を制御する術すべもなく、ずっとあのままだったかもしれないんだ）

（ミネルヴァがそばにいるのに、自分と区別できない。認識できない）

　それは自分よりもミネルヴァが、あまりにも、つらい。これまで、そんな想いを何度も押しつけてきたのだ。

　だからもう、なにも確かめずに背を向けて歩き去るのは、やめよう。

　クリスは馬の手た綱づなを握にぎったまま、じっとミネルヴァの潤うるんだ瞳ひとみを見つめ返す。

「……ちゃんと聞いてから、行くよ。答え」

　ミネルヴァの鼻まで赤らんでいるのは、涙ぐんでしまったせいだろうか。水底で溶とけかけた瞳が、クリスの顔をさまよい、ときおり宙に向けられ、やがて視線が合わさる。

「……いやなわけ、ないだろう。ばか」





　　






　聖都サンチユリオ王おう城じようの中ちゆう枢すう、六重の回廊に囲まれた奥おく宮みやの中央は、託たく宣せん女じよ王おうの寝しん所じよである。

　一面ガラス張りの天井からは陽ひが射し込み、透き通った幕で囲まれた天てん蓋がい付きの寝しん台だいを神秘的に浮かび上がらせている。

　もとより静けさの保たれた至し聖せい所じよである奥おく宮みやだが、今やあらゆる生命の気け配はいが死に絶えたかのような静せい寂じやくが支配していた。託たく宣せん女じよ王おうも、神しん官かん団だんのほとんどもいない。

　その寝しん所じよに、しかし、二つの人影があった。

　ひとつは紫むらさきのトーガを瘦そう身しんに巻きつけた禿とく頭とうの老人。

　もうひとつは飛ひ竜りゆう紋もんのタバードを簡かん易い鎧よろいの上に羽は織おり胸むねに白しろ薔ば薇ら章しようを留めた巨きよ漢かん。

「……なぜ、このような場所で？」

　大だい将しよう軍ぐんアルビレオスは、まぶしそうに目を細めてガラスの天井を見上げ、言った。

「漏ろう洩えいの心配が最も少ないからだ」

　王おう配はい候こうガレリウスは、ぼそりと答えた。

「なるほど。それならば、陛へい下かには不敬ながら、使わせていただこう」

「北ほく征せいには出向かぬのか」

　ガレリウスの言葉に、アルビレオスは首を振った。

「ルキウス公亡なき今、聖都サンチユリオは空あけられませぬ」

「ふん。そなた、よもや、ミネルヴァさまがおられればシルヴィアさまにもしものことがあっても国が保もつと考えてはおるまいな」

「あまり見くびらないでいただきたい。それはザカリアの女め狐ぎつねに王おう城じようを明け渡すのと同じではござりませんか」

「わかっているのなら、よい」

　ガレリウスはふうっと息をつく。

「北には、メルクリウスさま、それとジュリオ……が、向かいましたゆえ」

　ジュリオの名に、ガレリウスも、言った当人のアルビレオスも、苦い顔をした。

　もはやその名で呼ぶべきあの少年は、いないのだ。

「シルヴィアさまは、必ずお救いせねばならぬ」

「しかし、フランチェスカ・ダ・ザカリアとの和わ議ぎの方が当面の懸けん案あんでございましょう」

「そなた、旗振りの分ぶん際ざいで、政まつりごとにずいぶんと口を出すようになったではないか」

　ガレリウスは不快感をあらわにして言った。

「閣かつ下かこそ、現実をご覧になられよ。王配候はもはや閣下しかおられぬのですぞ。それに、獣けものの仔こが先んじて都に向かっているとの報もある」

　大将軍は渋じゆう面めんを崩くずさずに言った。ガレリウスは口の中で苦い唾つばを転がし、飲み下す。

「それは、私がなんとかする。そなたには触れようもないことであろう」

「であればこそ、女狐の方は一任願いたいものです」

　ガレリウスは苦々しく歯を軋きしらせた。

　三さん大たい公こう家けの影響力が衰おとろえているのは、だれの目にも明らかだった。コルネリウスに続いてルキウスまでもが殺されたのだ。神に祝しゆく福ふくされているはずの王配候が二人続けて、だ。国の存そん亡ぼうに関わる珍ちん事じといっていいが、それ以上の凶きよう事じが押し寄せているために、もはや単純に「大たい公こう家けが弱っている」としか認識されなくなっている。そこが歯がゆい。

（だが、今はそこを気にしている場合ではない）

「よいだろう。和わ議ぎは、ハドリアヌス城じよう砦さいで行おうと思う。そなたも同席せよ。日取りは任まかせる」

　アルビレオスは了解のしるしとして頭を下げた。

　顔を上げたとき、そこには、熾おき火びのような押し殺した凶きよう暴ぼうさが浮かんでいた。

「……して、どうなされるのです」

「愚ぐ問もんだ。なんのためにこんな場所にそなたを呼んだと思っておる」

　ガレリウスは吐はき捨てた。

「その席で、フランチェスカ・ダ・ザカリアを殺せ」





　　






　タルミアの湖水をさざめかせる風の音が、背はい後ごに遠ざかっていく。木々の合間に聞こえるのは軍馬の蹄ひづめの刺々しい響きだけとなる。風はなく、旗持ちが担かつぐ聖せい王おう国こく軍ぐんの紫むらさきの飛ひ竜りゆう旗はどれもぐったりとうなだれている。陽ひは落ちかけ、心なしか行こう軍ぐんの足が速まっているのがわかる。

　メルクリウスは、馬上でため息をついた。

　身に纏うのは、ずっと憧れていた純白のサーコートに、薔ば薇ら章しようと同じ色のタバード。肩に刺繡されているのは、二頭の一角獣に支えられたエピメクス家の紋もん章しよう。幼い身体からだに合わせて作られてはいるが、立派な紫薔薇の騎士の正装だ。

　この装よそおいで戦場に発たつことを、ずっと夢見ていた。しかも、女王を救うための出兵なのだ。周囲を固める騎馬隊はみな磨きあげられた鎧よろいをつけた紅くれない薔薇の騎士。付き従う歩兵たちも屈くつ強きような精せい鋭えいばかりだ。形式上とはいえ、メルクリウスはこの大隊の指し揮き官かんである。

　気持ちが沸わき立たなければならない場面なのに、メルクリウスは沈み込んでいた。自分でも不思議だった。戦場で功を立て、将しよう軍ぐん位に登り詰めること、そしてよくわからないが三さん大たい公こう家けの敵である獣けものの仔ことやらを殺すこと、そればかり考え、修業を積み、剣けん審しん院いんの試験を抜けて騎士となったのに。

　女王シルヴィアや、ヒエロニヒカや、カーラ。奥おく宮みやに預けられてから出で逢あった者たち。なにか、剣を振るっているだけでは得られない実感を与えてくれた者たち。けれど、みんないなくなってしまった。

（……いなくなってしまった）

（みんな、メルを置いていった）

　なによりも、ジュリオがいない。

　メルクリウスのまたがった鞍くらの後ろ、同乗者の手が、メルクリウスの小さな身体をぎゅっと抱きしめてくる。頰ほおに、柔やわらかい銀色の髪が触れる。

「どうした。震ふるえているのか。まだ戦場は遠いぞ、ふふ」

　懐なつかしい澄んだ声で、しかしぞっとする言葉を耳に吐はきかけられる。

（ジュリオも、メルを置いて、いなくなってしまった）

　細い指がメルクリウスのあごをなぞる。その手に導かれ、メルクリウスは首をひねって同乗者を振り返る。空の色を何重にも塗ぬり重ねたような青の瞳ひとみ、斜陽を受けて燃え立ち透き通る銀の髪、乙女のように美しいその顔。

　口元にだけ浮かんだ、蛇の笑み。

　顔を見るたびに、つらい。

「そなたは、常つねにわしとこうして触れ合っておればよい。戦う必要などないのだ。我が神モルフェウスの力は、世を統すべる覇王のための力よ」

　ジュリオの額ひたいに、ぼんやりと刻こく印いんが光っている。その指がメルクリウスの額を何度もまさぐる。

「帝国がどうだというのだ。ふ、ふ。シルヴィアもじきに我が手に戻ろうぞ」

　ジュリオの声で、そう言うのだ。メルクリウスは、かつてシルヴィアとジュリオの二人が奥おく宮みやの庭で笑い合い、自分もそこに──まるで二人の間の子どものように──いて、わがままを言っては叱しかられたり、遊んでくれるようにせがんだり、栗り鼠すの手なずけ方を教えてもらったり、泣いて慰なぐさめられたり、といったことを思い出してしまう。

　顔をそむけるしかない。

「どうした。メル、笑え。覇王の軍勢だぞ」

　メルクリウスは首を振る。すると、ジュリオは手た綱づなを握にぎった手をすっとメルクリウスの眼前にかざした。刻印がぼんやりと灯ともる。

「そら、笑え」

　周囲の馬上で、騎士たちが一いつ斉せいに振り向いた。先を行く歩兵たちも、まったく歩みを止めないままに首だけを不自然にこちらに向けた。その数百の視線の焦点で、メルクリウスは喉のどを引きつらせ、おののきの声を押し殺した。

　戦いくさ人びとたちの顔には、まったく同じ、あの蛇の笑みが浮かんでいたのである。

「笑え」

　耳元でジュリオの声が繰り返した。





〈了〉







あとがき




　この巻の最初の方は、なんと台湾たいわんで執筆いたしました。

『剣の女王と烙印の仔』シリーズの中文版は、台北タイペイにある東立とうりつ出版というところから翻訳出版されております。七月末から八月頭にかけて、漫まん画が博はく覧らん会かいというイベントがありまして、東立出版さんのご招待でサイン会をしに行ってきました。言葉は通じなくても心はひとつ！　なにかポーズをとれと言われたのでドラゴンボールの「フュージョン！」のポーズをしたら大盛り上がりでした。台湾の人もやっぱりみんな知ってるんですね。ミネルヴァのコスプレをしたイベントコンパニオンさんも来てくれておりました。それに司会進行の方がたいへん盛り上げ上手で助かりました。台湾のみなさんほんとうにありがとう。

　僕のサイン会の後、同じステージで声優の浪なみ川かわ大だい輔すけさんがサイン会をやったのですが、女の子が押しかけて会場の外にも分厚い人垣をつくり、浪川さんがイタリアの声演技をしながら登場しただけでものすごい大歓声でした。小説家は地味な職業なので、ああいう場ではまるで勝負にならないのです。悔しい。




　さておき本題です。先に書いた通り、この六巻の原稿は、空港のラウンジとか機内とか滞在先のホテルとかで書きました。なんか小説家みたいでかっこいいですよね。小説家でした。すみません。

　これで帰国と同時に原稿をすぱっと送信してメディアファクトリーに電話して「原稿、送りましたよ。ええ、いま成田空港ですけど、いやなに特別なことじゃありませんよ前の本はクイーン・ヴィクトリア号の船上で書きましたしね、はっはっは」とか言えたらなおかっこよかったのですが全然終わりませんでした。すみません。今巻は、コケッコ団のパオラ役こと新担当編集Ｈさんと最初から作る一冊目の本だったのですが、いきなりこれまでの原稿やばさランキングを更新してしまいました。

「来年の目標は『しめきりを守る』です！」

「今年から守ってください」

　……みたいな厳しいやりとりもありました。当然のことを言われてるだけなのですが。




　毎回ご好評いただいていた夕仁さんのあとがきイラストも、今回はお休みです。

「ヒロイン四人とも出してしまいましたねえ」

「まだカーラ先生がいますよ」

「あの人はちょっとストライクゾーン高めが難点でしょう」

「ヒエロニヒカさんもいますよ」

「あの人は高すぎて球審の頭とびこえてます」

「アナスタシア陛下もいますよ！」

「あの人は低すぎるというか高すぎるというか」

　……みたいなやりとりがあったわけでは全然なく、僕の原稿の遅れが原因です。夕仁さんほんと毎回ごめんなさい。

　あ、ひとり忘れてました。ジュリオもまだでしたね。巫女の学校に通っていた頃など、かなり可愛らしかったのではないでしょうか。




　夕仁さんの好きキャラは見てわかる通り（たぶん）パオラなのですが、今回ようやく表紙にお目見えとなりました。いちばんはっきりと変化のあったパオラの新コスチュームもカラーで初登場です。まさに会心の出来ではないでしょうか。

　僕はわりとキャラの外見をイラストレーターさんに完全にお任せしてしまうことが多く、イラストに登場して以降はそれを参考に描写を詳しくするといったこともよくやるのですが（全然イメージの湧かなかったガレリウスなどは、かなり助かりました）、今回のパオラが指揮官代理らしい服装に変わるというエピソードも、夕仁さんのイラストを見て思いつきました。

　他にもイラストからインスピレーションを得ることが（とくにこのシリーズは）多く、その最たるものは刻印です。まず気づかれた方はいないと思うのですが、実は、クリスの額の刻印と手の甲の刻印は模様がちがうのです！

　登場頻度が圧倒的に多いのは額の刻印で、節の区切りに使われている記号もこれです。一方、手の甲の刻印は一巻の１２３ページに出てきます。

　お手元に一巻がある方は、確認してみてください。ちがいますよね？

　シリーズ開始時に夕仁さんが「額と手の甲で模様がちがっていて、重ねると真の烙印になるというのはどうでしょう」とデザインしてくれたのです。重ね合わせた画像まで送っていただきました。つまり、「手を額にあてて刻印を重ねると発動する」というのはここからいただいたアイディアなのです。その証拠に、一巻では額に手をやるシーンがまだ出てきません。

　かように、夕仁さんには陰に日向にと支えられて、このシリーズを書いております。

　それなのに……ううう……反省しております。今回も素晴らしいイラストをありがとうございました。それから新担当編集さまも、たいへんお手数をおかけしました。この場を借りて厚く御礼申し上げます。
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